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俺様副社長に捕まりました。
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一章　秘書辞めます










結婚したいお年頃




　残暑が遠のき、秋風が気持ちよくなってきた十月。朝のミーティングを終え、時計を確認しながら早歩きで専務室に向かう。

　桐きり山やま専務の出勤時間の九時まであと十分。部屋に入り、経済新聞と十時から始まる会議の資料をデスクに置いて準備完了。

　ちょうどその時、桐山専務が現れた。

「おはようございます」

　私は一礼すると笑顔で挨あい拶さつをした。

「おはよう、小お野の寺でらくん」

　歯切れのよい言葉とともに椅子に座ってひと息ついたところで、桐山専務が私に尋ねる。

「今日の会食だけど、〝アレ〟用意できてる？」

「〝アレ〟ですよね。もちろん大丈夫ですよ」

　桐山専務をひと言で表すと、〝テレビドラマに出てくる刑事〟。目つきが鋭く強こわ面もてで、ほとんどの人が初めて会った時、一瞬たじろいでしまう。でも実際はとても仕事のデキる五十代のジェントルマンだ。

「いつもありがとう」

「とんでもございません」

　桐山専務の言う〝アレ〟とは、彼が幼少の頃から大好きな、藤ふじ味み堂どうの看板商品である薄皮饅まん頭じゅうだ。薄い皮と甘すぎない上品な餡あん子このバランスが絶妙で、桐山専務はいつもこれを取引先への手て土産みやげとして持参する。

「桐山専務の分も買ってきたので、お茶の時間にお出ししますね」

「おお～。ありがとう。あと、これ元もと木きくんに渡しといてくれ」

　差し出された書類を受け取った私は、会釈をして専務室をあとにした。

　私の勤めている山やま岡おか物産は、輸入食品を取り扱う会社で、特に輸入菓子がその七割を占めている。残りの三割は紅茶や酒類、香辛料と幅広い。

　そんな山岡物産は、東京に十階建ての本社ビルがある。社員は約三千名で札さっ幌ぽろ、名な古ご屋や、大おお阪さか、福ふく岡おかに支社を持っている。

　そして私は、本社で桐山専務の秘書を務める、小野寺桃もも花か、二十六歳。

　企業によって秘書の業務内容は様々だが、私の場合は専務のスケジュール管理に始まり、出張同行、プレゼン資料の作成、通訳業務など、多岐に渡る。仕事内容はかなりハードで、それなりにスキルも必要だけど、とてもやりがいがあり、できればずっと、この仕事を続けていきたいと思っている。

　私は、桐山専務から渡された書類を元木主任に届けるため、同じフロアにある秘書課に戻った。

　秘書課は本社ビルの最上階にある。私たち秘書は、各役員にひとりずつついており、それぞれの役員室で業務を行っている。秘書課に在籍しているのは、私のような役職なしの秘書が七名と、その他に課長、係長、主任、秘書の補佐や雑務をこなしてくれる庶務二名、秘書の仕事を勉強中の新入社員三名の計十五名だ。

　部屋の左奥のデスクにいる元木主任のもとへ行き、書類を差し出す。

「元木主任、桐山専務からお預かりしました」

　なにか急ぎの用があるのか、彼はパソコンから目を離すことなく、未確認用ファイル箱を指差した。

「わかった。そこに置いておいてくれ」

「……はい」

　私は書類を未確認用ファイル箱に入れ、専務室に戻った。

　秘書課主任の元木裕ひろ人とは園その村むら常務担当の秘書だが、新人の教育もしているため、常務室と秘書課両方にデスクがある。

　そしてなにを隠そう、彼は私の彼氏でもある。お付き合いは三年になるが、このことを話しているのは同じ秘書課の同期で、庶務の相あい沢ざわ未み来きだけだ。

　社内恋愛が禁止されているわけではないけれど、会社の上層部と深く関わる立場にいるため、あまりプライベートな部分は出したくないのだ。

　けれど、理由はそれだけではない。

　恋人である裕人は私より三つ年上の二十九歳で、そのルックスのよさは社内で五本の指に入るほど。一八十センチの長身で、細い眉毛ときりりとした目は、薄い唇くちびるとのバランスがとてもいい。笑った時に見せる綺き麗れいに並んだ白い歯が爽さわやかで、〝秘書課の王子〟とまで言われている。

　一方の私は、普段から派手なメイクや服装を好まないため、仕事柄きちんと見えるようにはするが、すごく目立つような見た目ではない。セミロングの毛先を内巻きにし、ナチュラルメイクを施して、落ち着いた色のワンピースに丈の短いジャケットを羽織るのが基本スタイルだ。

　つまり、交際を公にしていないもうひとつの理由は、裕人のような素敵な人の彼女だと知られて、周りからの視線や騒ぎ立てる声に振り回されたくないからだ。幸いなことに、交際して三年が経った今でもバレずに済んでいる。




「ね～次は桃たちの番じゃない？　話は出てないの？」

　その日、珍しく早く仕事が終わった私は、未来と食事に来ていた。

　席に着くなり開口一番これだ……。

　話というのはズバリ〝結婚〟。

　未来は昨年結婚したばかりの新婚さん。クリクリとした大きな目を持ち、いつもニコニコと笑顔を絶やさない未来は、秘書課のムードメーカーでもある。胸まであった長い髪を、結婚を機に肩までカットして周囲を驚かせた。〝思い立ったら即実行〟が未来の持論で、結婚を決めたのも旦だん那なさんと付き合いだしてすぐだった。

　出会ってすぐに結婚した未来からしたら、三年も付き合っているのに結婚しない私が不思議に見えるらしい。

「結婚ね～。残念ながらないんだよね」

　私だって、そろそろ結婚話が出てもおかしくない、と思っている。でも、この仕事が好きだし、忙しいこともあって、どうしてもプライベートはあと回しにしてしまう。

「え？　ないの？　一度も？」

　未来が怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「……う～ん。いつか結婚できたらいいね。ぐらいはあったかな」

　未来は信じられないと言いたげに口を歪ゆがめた。

「だったらさ、結婚する気があるのかないのか、それとなく聞いてみたら？」

　自分から聞くのもな～と思いながらも、未来のアドバイスに頷うなずいた。




　未来と話をしてから一週間後、久しぶりに裕人とデートすることになった。

　食事をしながらの会話は仕事の話がほとんどで、結婚の『け』の字も出てくる気配はない。そのため、私は思いきって話題を振ってみた。

「未来から『ね～次は桃たちの番じゃない？　話は出てないの？』って聞かれたんだけど……」

　どんな反応をされるか、ドキドキしながら待っていたけど、裕人は「結婚か、そうだね……」とかなり曖昧な言葉を発しただけで、会話を続けようとしない。

　結局、はっきりとした返事を聞けぬまま食事は終わった。

「ごめん、これから寄るところがあるから」

　レストランを出た途端、裕人はタクシーに乗り、どこかへ去っていってしまった。

「行っちゃった……」

　期待していた甘いキスもその先もなにもなかった。でも、結婚に対して否定はなかったから、考えてはくれているのかも、と私は超がつくほどポジティブに夢見ていた。

　だが、悲劇は突然やってきた。










悲劇の有能な秘書




　〝悲劇〟という言葉を生まれてこの方使ったことなどなかった。今まで大きなトラブルに巻き込まれることもなく、それなりに幸せな人生を歩んできたと自負している。

　だからこの先も平凡な人生を送るのだろうと思っていたのだけど……。




　裕人とのデートから一週間が経った今日。

　来月、休みを利用して会社の保養所に宿泊しようという話を未来としていたので少しだけ早く出社し、人事課に寄って資料をもらってから秘書課のドアを開けた。八割ぐらいの社員がすでに出勤していて、なんだかいつもより賑にぎやかだ。

　私は「おはようございます」とみんなに聞こえるよう、少し大きな声で挨拶した。けれど、聞こえていないのか誰も返事をしない。みんながなにかキャッキャと盛り上がっていることが多少気にはなったものの、朝のミーティング前にやらなければならないことが沢山ある。

　私は未来のデスクに保養所の資料を置くと、その足で専務室に行くため秘書課を出ようとした。その瞬間、誰かが後ろから私の腕をつかんだ。

　誰？と疑問を抱きながら振り向いた先には、未来がいた。その顔色は青く険しいもので『どうしたの？』と言おうとしたけれど、未来の「来て！」という声のほうが先だった。

　そのまま手を引っ張られた私は、秘書課から少し離れた女子トイレの隣にある、人ひと気けのない備品室に連れていかれた。

　こんなところでしか話せないことって、一体なんだろう。

　そんなことを思っていると、未来はとんでもない言葉を重い声で発した。

「あんたたち、一体いつ別れたの？」

「は？」

　未来がなにを言っているのか理解できず、口を開けたまま眉間に皺しわを寄せた。

「は？　じゃないでしょ？」

　未来は声を荒らげ、大きな目をさらに大きく広げて私に一歩詰め寄った。

「え？　まさか私が裕人と別れたのかって聞いてんの？　そんなことあるわけないじゃない。誰がそんなこと……」

　冗談にしてはタチが悪いと思い、呆あきれ顔で否定すると、未来の顔がみるみるうちに怪訝なものに変わった。

「……まさか、え？　桃なにも知らないの？」

「別れたとか、知らないとか、さっきから一体なんなの？」

　どう答えればいいのかわからず、モヤモヤした気持ちをぶつけると、彼女の顔がますます強張った。暗い備品室でもわかるくらいなのだから相当なものだ。

　すると、未来はなにかを考えるように大きく息を吐いて私を見た。

「元木くんが婚約したって、今朝から秘書課は大騒ぎよ」

「え？」

　口を開けたまま、私はその場で固まり動けなくなった。

　婚約？　彼からプロポーズをされた記憶はない。でも、未来はさっきいつ別れたの？って私に聞いたよね。それって……。

「ねぇ、未来。ごめん、もっとわかるように教えて」

　今度は私のほうが未来に詰め寄った。

　未来の言い方からすると、裕人の婚約は私とではないという風にしか聞こえなかった。未来のただならぬ表情に、それまで平常心を保っていた私は、突然息苦しさを感じ始めた。

「元木くんが、園村常務の娘さんと婚約したって秘書課ですごい話題に……」

　その言葉を聞いた途端、全身に力が入らなくなり、今にもその場にしゃがみそうになる。

「嘘うそ……だって私、彼と別れてないもん。それに、一週間前にデートをしたけど、彼なにも……。園村常務の娘さんて……なんなのそれ。冗談、きついよ。ねぇ嘘だよね。こんな……」

　未来は私の腕をつかんで支えながら、悔しそうな表情を浮かべて首を横に振った。彼女の表情が嘘じゃないと言っているようで、頭の中が真っ白になる。目がカッと熱くなって今にも涙が溢あふれそうになったけれど、私は唇を強く噛かんで必死に抑えた。

　今泣いたら仕事に支障をきたす。絶対に泣いちゃダメだ。

　気持ちを無理やり落ち着かせるため、お腹の底から大きく息を吐き出してから、頬ほおを自分の両手で二回叩たたいた。そして、未来の目をじっと見つめ、今自分にできる最大限の笑顔を作って大きく頷く。

「未来、戻ろう。もうすぐ専務が出社する時間だから」

「でも……桃」

　未来は、今から起こる現実を私が受け止められるか心配しているらしく、気遣うような視線を送ってきた。

　そんな彼女の手を、私はぎゅっと握り、もう一度頑張って笑ってみせる。

「大丈夫だから！」

　泣くのはまだ早い。本人から直接聞いたわけじゃないんだから。それに私の仕事は、役員の人たちがスムーズに仕事ができるように、サポートをすること。つまり、どんな状況でも普通の顔をしていなきゃいけない。

　正直、まだ整理はついていないけれど、秘書課に戻るため未来と一緒に備品室を出た。すると前から園村常務が歩いてきたため、廊下の端に寄り頭を下げる。

「園村常務、おはようございます」

「おはよう。小野寺くん、相沢くん」

　園村常務は感情の起伏が激しい人なため、機嫌が悪い時は挨拶をしても軽く手を上げるだけだ。でも、今日はかなり気分がいいようで、私と未来の名前まで呼んだ。

「なにか嬉しいことでもございましたか？」

　本当はこんなこと聞きたくなんかないけれど、『聞いてくれ』と言わんばかりの顔をしている園村常務に、私は無理やり口角を上げて話しかけた。

　たとえ不本意でも、こういう時こそ、なにか声かけしないと気が利きかないと思われてしまう。

「わかるかな？　実は、娘が婚約したんだ」

　普段、あまり表情を顔に出さない園村常務が、満面の笑みを浮かべた。

「おめでとうございます」

　私と未来が声を揃そろえてお祝いを述べると、園村常務は話を終わらせるつもりはないらしく、一歩近づいてきた。

「ありがとう。ちなみに相手は君たちのよく知っている男なんだが、わかるかい？」

　私と未来が黙ったままでいると、園村常務はまるで自分が結婚でもするかのように照れながら名前を言った。

「君たちと同じ秘書課の元木裕人くんだよ」




　そのあと、幸いにも専務室にデスクがある私は、ほとんど裕人と顔を合わせずに済んだ。ただ、どうしても用事があって秘書課に入った時、裕人から窺うかがうような視線を向けられ、私は必死に彼を視界に入れないようにした。もし彼と目を合わせたら、きっとその場で泣きだしてしまうと思ったから。

　お昼休憩は、私のことを心配した未来が一緒にいてくれた。特別な会話はなかったけど、ひとりになるのが怖かった私には、ただ横にいてくれる彼女の優しさがありがたかった。

　けれど、正直なところ、今日起こったことはあまり覚えていない。とにかく感情を押し殺して、溢れ出そうになる涙をこらえるのに必死だったのだ。

　そんな状態で定時の十七時を迎えた。今日は特別な桐山専務の予定も急ぎの仕事もないため、帰宅してもなにも問題はない。けれど、家に帰ったって裕人のことを思い出して泣くだけだ。せめて仕事をしていたほうがまだ気がまぎれる、と判断した私はそのまま帰らず仕事を続けた。

　きりのいいところまで終えて、少し休憩しようと時計を見ると、二十一時半を過ぎていた。この辺で区切りをつけてそろそろ退社しようと思い、デスクを片づけて重い腰を上げる。

「嫌だな……帰ったらいろいろ考えちゃうよ」

　誰もいないからか、ひとり言をこぼしてしまう。ため息をつきながらバッグを肩にかけた時、メールの受信音が鳴った。バッグの中からスマホを取り出して確認すると、差出人は……裕人だった。

【まだ会社にいる？】

　昨日までは彼からの連絡が嬉しくて仕方なかったのに、今は返事もしたくない。それでも、私は指を動かし【はい】と短い言葉を返す。

　すると、すぐに返信がきた。

【大事な話がある。今からそっちに行くから待っていてほしい】

　別れ話を待つなんて……最悪だ。

　私は肩にかけていたバッグを足元に置くと、椅子に力なく腰かけた。

　しばらく、そのままぼーっとしていると、裕人が専務室に現れた。これから話す内容がわかっているだけに笑顔など作れるわけもなく、無表情のまま彼に目をやる。

　裕人は私と距離を保ったまま、いきなり頭を下げた。

「ごめん」

　返す言葉なんてなかった。すでに園村常務から真実を聞いてしまっているのだから。

「園村常務の秘書になって、娘の友とも香かさんと結婚を前提に付き合ってみないか、って言われたんだ。もちろん最初は断った」

　言い訳のような裕人の言葉を、ただ黙って聞き続ける。

「だけど半年前、同伴出張の帰りに寄った常務行きつけの焼肉屋に友香さんがやってきて、そこで初めて彼女と会ったんだ。見た目はいかにも我がままそうなお嬢様だったんだけど、実際は気配りができる素敵な人で……。園村常務の娘さんってこともあったし、一、二回会ったらお付き合いを断ろうと思ったんだ。でも、彼女と話をしているうちに……」

　裕人の声が段々と弱々しくなった。

「断れなかったの？　それとも断らなかったの？」

　自分でも驚くほど感情のない低い声が出た。

「……断らなかった」

　裕人が自ら望んだことを意味する答えに、怒りが沸々と湧き上がってくる。

「じゃあ……数ヶ月前から私と会う回数が減ったのは、友香さんがいたから？」

　裕人に無言で頷かれ、抑えていた感情が溢れて、叫びに近い声が専務室に響き渡った。

「なんで、もっと早く言ってくれなかったの!?　先週会った時になんで言ってくれなかったのよ！」

「ちゃんと言わなきゃって思ってた。でも、三年も付き合っていたし、桃が俺との結婚を望んでいることは前から薄々気づいてた。だから、言い出せなかったんだ」

　裕人は唇を噛み締めながら俯うつむいた。

「ねえ……私のなにがいけなかった？　なんで私じゃなくて友香さんなの？」

「俺たちの仕事って神経を使うだろ？　だから結婚する相手には家にいてほしいっていう思いが昔からあったんだ。桃は俺にはもったいないくらい、いい女だったし、美人で仕事もデキる。でも桃が仕事を辞めて家庭に入るイメージが全くなかった。友香さんはそれができる人なんだ」

　なに言ってんの？　確かに仕事はずっと続けたいと思ってたけど、相談くらいしてくれてもよかったじゃない。そんな理由で私は選ばれなかったの？

「もういい」

　全身の力が抜けたような小さな声で呟つぶやいた。

　もうこれ以上聞きたくない。私がなにか言ったところで婚約が覆くつがえることはないだろうし、泣いて縋すがっても自分が惨めになるだけ。

　そう思った私は、上着とバッグをつかみ、無言で彼の横を通り過ぎた。

　彼との三年間は『さようなら』も言わずに終わった。










別れあれば出会いもあり




　私は急いでエレベーターホールへ向かい、勢いよく下りのボタンを押した。

　裕人が追いかけてくるはずなどないとわかっていても、早くここから立ち去りたい。

　それから少しして、やってきたエレベーターに乗り込んだ。一階で降りた私は、静まり返ったエントランスを抜けて会社を出る。その途端、私の口からは大きなため息が漏もれた。

　今から誰もいない部屋に帰ったら、裕人との三年間を思い出して確実に泣いちゃうよね……。でも、明日泣き腫はらした目で出勤して、どうしたのか興味本位で聞かれるのは避けたい。それに、いかにも泣きましたって顔を裕人に見られるのは絶対に嫌だ。

　なにかをして気をまぎらわせなければ、と必死に考える。

　ひとりカラオケ？　むなしいな。じゃあ、ひとり居酒屋？　酔っ払ってなにを言いだすか怖いし……。

　そうだ！　ＤＶＤを借りに行こう。最近ハマッてるアメリカのコメディードラマを見て思いっきり笑う。それがいい！

　そう決めた私は、会社の最寄り駅から十分ほど電車に揺られた先の駅で降り、そこから徒歩八分の四階建てのワンルームマンションへ帰った。そしてラフな格好に着替えてから、近所のレンタルショップに向かった。

　入店すると一目散にお目当てのＤＶＤがある棚に行く。上から順に目で追って見つけたそれは、珍しく誰にも借りられておらず全巻揃っていた。

　今日はとても眠れそうにないから、見られるところまで見ちゃおう。

　私は一巻から十二巻まであるＤＶＤを順番に取って、カゴの中に入れていく。そして最後の巻を取ろうとした、その時……。

　私の後ろから伸びてきた手が、それをつかんだ。

　え？　嘘でしょ？

　咄とっ嗟さに後ろを振り向くと、そこには三十歳ぐらいの、見るからにダサい男が立っていた。

　背は高くモデル体型をしているけれど、黒縁メガネをかけ、前髪の長いボサボサヘアーによれよれのパーカーと今にも膝に穴があきそうなジーンズ、というかなりだらしない格好をしている。

「俺、それ借りたいんだけど」

　男は邪魔そうに私を見ながら、十二巻を取ろうとしていた。

　せっかく全巻借りられると思ったのに、最後を人に持っていかれるのは嫌だ！　いつもなら譲り合い精神で『どうぞ』と言うけれど、今日ばかりは譲ることはできない。

「私も借りたいんです！　今見ないと、私……死んじゃうかも」

　大おお袈げ裟さでも構わない。だって本当にそういう気分なんだから……。

　私が今にも泣きだしそうな表情で男の目をじっと見つめると、彼はただならぬ空気を感じたのか、伸ばした手を一度引っ込めた。

「これ借りないと、あんた本当に死んじゃうの？」

　少し小バカにしたような言い方にカチンときたが、引き下がるわけにはいかない。

「死んじゃいそうなくらい、今の私は超がつくほどブルーなんです。これを見て嫌なことを全て笑いに変えたいんです。だから譲ってくれませんか？」

　ここまできたらバカにされても笑われてもいい、と開き直った私は、真剣に訴えかけた。

　男はちょっと引き気味な顔をしながらも、私を一いち瞥べつしてから十二巻を取り、差し出した。

「そこまで言うなら、お先にどーぞ」

「いいんですか？」

　私は、ぱっと顔を明るくする。

「俺のせいで死なれちゃっても困るしね」

「ありがとうございます！」

　私は男からＤＶＤを受け取り、九十度のお辞儀をした。そして、頭を上げてレジに行こうと背を向けた時、後ろから呼び止められた。

「で？　それ、いつ返す予定？」

「はい？」

　振り返ると、彼は腕組みしながら威圧的な態度で言う。

「俺もこのドラマ大好きなんだよね。あんたの次に借りたいから、返す日教えてよ。それに合わせてここに来るからさ」

　そんなに好きなんだ。このドラマ……。

　無愛想で少し口が悪いけど、それほど彼もこのＤＶＤを面白いと思っていると知って、ほんの少し親近感が湧いた。とはいえ私たちは初対面だ。いきなり返す日を教えろと言われても、なんだか待ち伏せされるような気がして不安になる。

　でも、私の我がままで先に借りさせてもらうんだし、ここは彼に従ったほうがいいよね。

　そう思った私は、バッグから手帳を取り出した。

「一週間後の……二十一時でどうですか？」

　それに対し、男は「わかった」と呟くと、踵きびすを返してこの場から去ろうとする。

「あの、ありがとうございました」

　私がもう一度お礼を伝えると、彼は背中を見せたまま言葉を発する。

「もう、軽々しく死んじゃうとか言うなよ」

　その声は、さっきまでのぶっきらぼうさは影を潜め、優しさを感じるものだった。

「あの！　名前を教えていただけませんか？　私は小野寺桃花っていいます」

　私が思わず呼び止めると、男は顔だけをこちらに向け「水みず沢さわ」とひと言残し、そのまま店を出ていってしまった。

　水沢さんか。あれ？　この名前聞き覚えが……そういえば、うちの会社の副社長の名前って、確か水沢だったよね。でも同じ水沢でも月とすっぽんだね。

　山岡物産の副社長、水沢 尊たけるは社内一のイケメンで、きりりとした眉毛と大きく鋭さのある目、通った鼻筋、色気のある唇が、綺麗な輪郭の中にバランスよく並んでいる。そのうえ、身長は一八十センチ以上あり、いつもきっちり整えられた髪の毛からは、真面目な性格が窺える。

　そんな彼は、この会社を一代でここまで大きくしたいつも無表情な我が社の会長、山岡 聡さとしの孫である。社長は叔父の山岡 守まもるだ。本来ならば、会長の義理の息子である尊の父の水沢和かず也やが副社長になるはずなのだが、和也は尊が三歳の時に交通事故で亡くなった。そして、社長の守には子どもがいないため、尊が三年前に副社長に就任した。

　水沢副社長はまだ三十歳にもかかわらず、海外の老舗しにせ菓子メーカーや有名ショコラティエとの業務提携をいくつも結んだ実績の持ち主。ここ一、二年の山岡物産の業績は彼なしでは成し遂げられなかった、と言われるほどのやり手なのだ。

　つまり、同じ名字でも、今出会った水沢さんとは頭のてっぺんから足の先まで真逆と言っても過言ではない。

　そんな人と比較したら、さっきの水沢さんが可哀想だよね。

　ひと通り思考を巡らせてから会計を済ませて帰宅した私は、裕人のことを思い出さないようにＤＶＤを見続けた。だけど、最後まで心の底から笑うことはできなかった。




　翌日、朝のミーティングのために入った秘書課は、昨日に引き続き賑やかだった。

　裕人のデスクに人が集まっており、裕人と彼の婚約者である友香さん、園村常務の三人を中心に、秘書課の人たちが笑顔で楽しそうに話をしている。

　なんで部外者の友香さんが社内にいるんだろう、と一瞬疑問に思ったけれど、すぐに園村常務が特別に許可をしたと察しがついた。

　必死に彼らのことを気にしないようにしても、嫌でも聞こえてくる婚約の報告と、裕人の嬉しそうに友香さんを見つめる姿に、いたたまれなくなってくる。そのまま秘書課から逃げ出した私はトイレに行き、鏡で覇気のない自分の顔をまじまじと見た。

　私はこれからも裕人と一緒に働いていく、という状況に耐え続けられるのだろうか。笑って裕人に『おめでとう』と言えるのだろうか。




　それから数日経ったが、状況はよくなるどころか悪くなる一方だった。

　友香さんは園村常務の忘れ物を届けに来たとか、頼まれ物を持ってきたとか、なにかと理由をつけて、頻繁に裕人のいる秘書課に顔を出すようになった。仲のいいふたりの姿がどうしても目に入ってしまい、苦痛を感じる毎日だ。

　相手の考えをいち早く理解し、効率よく仕事を進めるためのサポートをする、秘書の仕事が好きで、この先もずっと続けていけたらと思っていた。だけど、このままだと心が折れてしまう。

　秘書は私だけじゃないし、私がいないと絶対に仕事が回らないわけでもない。私の代わりなんていくらでもいる。

　次第にその考えが頭を離れなくなり〝裕人と同じ職場でもいいから働き続けたい〟というほどの仕事への情熱がなくなっていることに気づいた。

　その時、初めてこの会社を辞めたいと思った。










私会社辞めます




　ＤＶＤを譲ってくれた水沢さんとの約束の日、私はレンタルショップに時間ぴったりに着いた。ＤＶＤのあった場所にいれば、そのうち来るだろうと思い、待っていると、肩をポンポンと叩かれた。

「よっ！」

　会って二回目だというのにすごく馴れ馴れしく声をかけてきた水沢さんは、初対面の時と同じ服装で現れた。今日も前回同様、髪はボサボサで服はよれよれだ。

　一体彼はなにをやっている人なのだろう。とても普通に会社勤めをしているとは思えない。

「ちゃんと持ってきましたよ」

　ドヤ顔でＤＶＤの入った黒いバッグを見せると、水沢さんはニヤリと口角を上げる。

「それで？　元気になったのか？」

　うすら笑いを浮かべながら聞いてくる彼に、私は口を尖とがらせた。

「残念ながら、これだけじゃ元気になれませんでした。さらにブルーです」

　ここ数日の、社内の様子を思い出すだけで気分が重くなる。

「お前すげー可愛くない顔になってるぞ。眉間に皺寄せてると、本当の皺になるって知ってるか？」

　突然水沢さんに指で眉間をぐいっと引っ張られ、驚いた私は一歩後ろへ下がる。

「ちょっと、なにするんですか？」

「皺伸ばし」

　しれっとした顔が余計にムカつく。たいして親しくもないのに、なんで触るのよ。裕人だってこんなこと……。

「おい、どうした？」

　水沢さんが腰を屈かがめ、私の顔を覗のぞき込んだ。

　ふいに裕人のことが頭をよぎり、胸が引き裂かれそうになって勝手に口が動いてしまう。

「……同じ職場の彼が、突然別の女性との婚約を発表したんですよ。三年も付き合って、そろそろ結婚かもって思ってたのに……。しかも相手は会社のお偉いさんのお嬢様。私の三年ってなんだったんだろう。しかも別れを告げられたのは、他の人から婚約したって教えられたあとで、縋りつくことすら許されなかった。おまけに毎日毎日聞きたくもないノロケ話を聞かされたら、元気になるわけないじゃん。もう会社辞めようかな……」

　私は今の気持ちを吐き出すように一気にまくし立て、そしてうなだれた。

　わかってる。会って二回目の水沢さんにレンタルショップで言うことじゃないということは。彼に話したからってどうにかなるわけじゃないということも。でも、この理不尽な出来事を誰かに聞いてもらいたかった。

　水沢さんはなにも言わず、ただ優しい目で私を見つめると、まるで子供を慰なぐさめるようによしよしと頭を撫なでてくれた。不思議なことに、その大きな手から優しく守られているような温もりが伝わり、私の心は徐々に落ち着いてきた。

「突然あんなこと言ってごめんなさい。でもちょっとすっきりしました」

　まだ少し恥ずかしくて、水沢さんの顔をまともに見られず下を向いたままお礼を言うと、彼が私の肩をぽんと叩く。

「じゃあ約束のＤＶＤ、レジに持っていくぞ」

　まるで何事もなかったかのように水沢さんは歩きだした。私もそのあとをついていき、レジで手続きを済ませ、一緒に店を出た。

「じゃあ、私はこれで」

　軽く会釈をすると、水沢さんは「ああ、気をつけて帰れよ」と片手を上げて去っていった。

　彼とは特に連絡先を交換することもなく、次の約束をしたわけでもない。でも、このレンタルショップに来たらまた会える……そんな根拠のない確信が私の中にはあった。




　それから一ヶ月後、私は山岡物産を退職する決意を固めた。

　表向きはやりたいことが見つかったから、それに向かって勉強をしたい、なんてカッコいいことを言った。だけど、本当の理由はもちろん裕人だ。

　桐山専務は『勉強なら仕事をしながらでもできるだろう』と何度も引き止めてくれた。だけど、今まで仕事とプライベートは別と割り切れていたのに、裕人との別れが原因でそれが崩れ、最近の私は公私混同をしてしまうようになった。

　その結果、今までは大きなミスなんてしたことがなかったのに、桐山専務のスケジュールの見落としや会議資料の不備など、仕事に影響が出てしまっている。だから、もうこれ以上迷惑をかけるわけにはいかない。

「あ～あ、本当に辞めちゃうんだよね……」

　未来が、がっかりした様子で肩を落とした。

　私は今、本音を言える備品室で未来と退職について話している。

「ごめんね」

　小さく頭を下げる私に、未来は首を横に振ってから、やり場のない気持ちをぶつけるように拳を握った。

「でも、本当に元木くんには腹が立つわ！　誰のせいで桃が辞めると思ってんのよ！」

「未来もういいよ……」

　私が苦笑いをすると、口をへの字に曲げた未来が不服そうに呟く。

「だけどさ、せっかくのキャリアがもったいないよ」

　確かに未練がないと言えば嘘になる。だけど、周りの足を引っ張ってしまっている今、これが一番いい方法だと思ったのだ。だから、もう迷いはない。

　私が退職するに当たり、一週間前に部内異動の発表があった。水沢副社長の秘書をしていた室むろ田た圭けい子こ先輩が桐山専務の担当になり、水沢副社長の秘書をなんと未来が担当することになった。秘書経験があるとはいえ、結婚して残業ができなくなったから庶務になったのに、なぜ未来が選ばれたのか私も彼女もさっぱりわからなかった。

「ところでさ、副社長の秘書ってどう？」

　正式には来週から水沢副社長の秘書業務がスタートするのだが、引き継ぎがあるため未来は三日前から副社長室での業務を行っている。

　以前から、社内一のイケメンがどんな仕事をするのか、近くで見てみたいと思っていた。でも、私は副社長と話をしたことすらほとんどない。会議や廊下ですれ違った時に挨拶する程度だ。

　はっきり言うと、笑顔を一切見せないし、完璧すぎて近づきがたいのよね。観賞用にはいいんだけど……。

「それが、よくわかんないのよね」

　未来は頬に手を持っていき、他人事のように言った。

「どんな風に？」

「う～ん。私ね、秘書になっても基本残業なしなの。時間外は同行もしなくていいし、秘書の仕事を水沢副社長自らやっちゃったり……でも拒絶してるって感じでもなくてね。どちらかといえば気を遣ってもらってるっていうのかな。別に私が秘書じゃなくてもいいんじゃない？って思うんだけどね～」

　疑問を滲にじませながら、未来はため息混じりに呟いた。

　最近知ったことなのだが、実は水沢副社長自ら未来を指名したらしいのだ。私の後任候補が新人しかおらず、誰にするか少し揉もめてしまった。その話が水沢副社長の耳に入り、室田先輩を桐山専務担当に変えてまで、未来を自分の秘書にしたのだ。

「でも未来を選んだってことは、それだけ仕事ぶりを買ってるってことでしょ。すごいことじゃない。いいほうに考えなよね」

　不安そうな未来に、私はエールを送った。

「うん……ありがとう。っていうか、桃も次の仕事決まったら知らせてよ。どっちかっていうとそっちのほうが心配よ」

　自分より退職する私のほうが気がかりのようで、未来は大きなため息をついた。

「わかった」

　私は申し訳なさそうに返事をした。

　こうして私は次の就職先も決まらぬまま、山岡物産を退職した。







二章　家政婦になります










秘書から家政婦へ




　退職後の一週間は、とにかく好きなことをした。

　今まで頑張ってきた自分へのご褒ほう美び、と都合のいい理由をつけて、とにかく自由に過ごすと決めたのだ。

　ずっと欲しかった服やロボット掃除機を買ったり、コミックの一気読みをしたり、思いっきり寝たり、ドライブしたり……だけど、一週間でそれもやり尽くしてしまった。

　このままずるずると堕落した生活を送っていてもろくなことはない、と思った私はそろそろ次の仕事を探そうと重い腰を上げた。

　……といっても、どんな仕事がいいのか具体的には考えておらず、とりあえずテーブルの上に置いてあった新聞を広げ、求人欄を探す。別にここで決めるつもりはないけれど、参考になればと思いながら、ざっと目を通した。

　介護士、スーパーのレジ、ビルの清掃、不動産仲介業、居酒屋……職種はいろいろとあるけれど、これという求人は見つからない。正直、できればもう一度秘書の仕事を……という気持ちもないわけではないが、新聞にそれらしい仕事は載っていなかった。

　やっぱりネットや求人雑誌を見たほうが早いかな。

　新聞を閉じようとした、その時。ちょうど新聞を持つ左手の親指付近に、気になる職業を見つけた。

『家政婦募集』

　家政婦って、家事全般の代行をするってことだよね。

　私の中ではお金持ちのお宅で働くお手伝いさん、というイメージがあるが、ご年配や病気の方のつき添いや介護、子供のお世話みたいなこともやるらしい。

　実は大学で勉強したため、私は栄養士の資格を持っているのだ。そのため食品に携われる山岡物産に入社したが、配属されたのはまさかの秘書課。結局、裕人にバランスの取れた料理を振る舞うことにしか役立てられていなかった。

　しばらくは誰かのために手料理を作ることもないと思っていたが、家政婦ならこの資格を活かせるかもしれない。それに掃除や洗濯といった家事全般も嫌いじゃない。

　もしかしたら、案外私に向いてる職業かも！

『どうしよう』と迷ってなかなか行動に移さずにいると、無駄に時間が過ぎて、チャンスを逃してしまうことがある。だから『これ！』と思ったら即行動するのが私のモットーだ。

　私はこの直感を信じ、善は急げと求人欄に載っている番号にすぐ電話をした。




　それから三日後、面接をしてもらえることになった私は、新聞に書かれていた住所に訪れていた。

「な、なにこれ……」

　私は、高層ビルの前で立ち尽くしている。

　〝竹たけ原はら家政婦紹介所〟なんていうから、てっきりボロボロの木造二階建てで、働いている人も年配のおばちゃんばかりだと思っていた。

　でも実際はというと、恐らく自社ビルなのだろう『竹原ビル』と書いてある立派な建物。しかも、竹原家政婦紹介所のオフィスは、このビルの最上階らしい。

　先入観にとらわれるのはよくないけれど、それにしてもあまりにもイメージと違いすぎて、早くも緊張で固まってしまいそうだ。

　せめて所長さんは、お饅頭が好きそうなおばちゃんでありますように。

　そんなことを願いながら、意を決してビルに足を踏み入れ、エレベーターで二十階に行く。ドアが開いた先には、またもやすごい光景が広がっており、目が点になった。

　エレベーターを降りた正面には、広々としたエントランスがあり、受付はまるでホテルのフロントのようだ。しかも受付嬢はモデルみたいに小顔で、エレガントな雰囲気を醸し出している。

　私は心拍数を上げながらも、彼女に面接に来た旨を伝えた。

　すると、彼女は「ご案内いたします」と言って、奥の部屋に入っていく。

　あとについていくと、間仕切りのないスペースで、十名ほどの人がパソコンを前に仕事をしていた。ほとんどが女性で男性は二、三人。もちろん三百六十度どこを見てもおばちゃんはいない。

　なにより驚いたのは、綺麗なのは受付の女性だけではなかったということだ。ほとんどの女性は、スタイルがよく、歩く姿ひとつとっても無駄がない。ここは本当に家政婦紹介所なのだろうか、と疑ってしまう。

　もし、採用基準に容姿のよさがあったら、私はきっと落とされるだろうな……。

　不安を抱えながら歩いていると、受付の女性はさらに奥の部屋に入り、「こちらにかけてお待ちください」と私に告げて、黒い革張りのソファーを手で指した。

　言われた通り腰を下ろし、部屋を出ていく彼女の背中を見送ってから、辺りを見回してみる。

　開放感のある大きな窓を背に、重厚なマホガニーの大きなデスクがあり、白い壁にはポップな絵画が飾られていた。私が座るソファーの前に置かれた、高級そうなガラスのローテーブルの上には、アレンジされた花が飾られており、ドラマに出てくる社長室のようだ。

　しばらくすると、五十代半ばくらいの、とても美しい女性が部屋に入ってきた。私はすぐに立ち上がり頭を下げる。

「お待たせしてしまったわね。かけていただいて大丈夫よ」

　そう言われた私は、緊張して機械のように不自然な動きでソファーに座った。

　すると彼女も私の向かいに腰を下ろした。膝から踵かかとまでをくっつけて、すらりとした細い足を斜めに流している。アップにした髪の毛や、身体のラインが綺麗に見える千鳥格子のスーツとピンヒールから、品のよさが伝わってくる。

　ここまで完璧な女性に出会ったのは、私の人生では初めてだった。

「改めまして、竹原家政婦紹介所、所長の竹原八や重え子こです」

　笑顔を浮かべながら軽く会釈をしてくれた。でも、緊張が解けることはなく、何年かぶりの面接なうえに、彼女の雰囲気に呑のまれてしまった私の口の中は、からからに乾いていた。

「小野寺桃花と申します。よろしくお願いいたします」

　なんとか声を絞り出して簡単な挨拶を終えると、竹原所長は私の履歴書に目を通し始めた。そして何度も確認するように小さく頷き、私に視線を向けた。その瞬間、無意識に背筋を伸ばしてしまう。

「あなた、最近まで秘書として山岡物産に勤めてらしたのね。ちなみにどなたの担当だったのかしら？　私、役員と知り合いなのよ」

　興味深げに見られた私は、山岡物産の上層部と面識があることに少し驚きながら答える。

「はい。桐山専務の担当をしておりました」

「あら、桐山さんだったのね。彼、お元気？」

　竹原所長の顔がぱっと明るくなった。

「はい。とてもお元気です。甘いものがお好きなので、最近少し体重が増えたと仰おっしゃっておりましたが」

　竹原所長も桐山専務の甘いもの好きを知っていたようで「あらら」と言いながら苦笑いをした。

　それにしても、どこで接点があるのだろう。私の記憶では、竹原所長が取引先の関係者ということはなかったはず。もしかしたらプライベートな繋つながりがあるのかもしれない。

　そのあとも、休みの日の過ごし方や趣味の話、睡眠時間などあまり仕事には関係なさそうな会話が続いた。山岡物産を辞めた理由も聞かれることはなく、私は少しホッとした。

　これが面接なのだろうか、と不安になった頃、竹原所長が私の履歴書をテーブルに置き、顔を仕事モードに切り替えた。

「小野寺さんの秘書経験と栄養士の資格、趣味が掃除と洗濯。この経歴なら、ぜひ私たちと一緒に働いてもらいたいわ」

「え、採用してもらえるんですか？　ありがとうございます！」

　私は思わず立ち上がって頭を下げた。

　まさかあんな面接で受かるなんて思ってもいなかったから、嬉しくてその場で飛び上がりそうになった。でも、すぐに竹原所長に制される。

「喜ぶのはまだ早いわよ。いくつか守ってもらいたいことがあるの。だから、返事はそのあとに聞くわね」

　彼女は履歴書とは別の書類を取り出し、それを私の前に差し出すと、まずこの竹原家政婦紹介所の説明を始めた。

　ここでは竹原所長がお客様に合った家政婦を選び、そのあとお客様と顔合わせをする。問題がなければそこで契約が成立。原則として家政婦にお客様を選ぶ権限はない。

　契約は一ヶ月ごとの自動更新で、なにか不都合があって家政婦を変えたい場合は、更新の二週間前に申し出をする必要がある。

　そして竹原家政婦紹介所のお客様は、ほとんどが政治家や芸能人、大手企業の役員といったいわゆる〝セレブ〟と呼ばれる人たちだ。広告は一切打たず、新規は顧客からの紹介状がない限り、受けつけない。

　そのため、ここで働く家政婦は、それなりのスキルを要求される。しばらく所長の厳しいレッスンを受ける必要があり、それに合格した人だけが本採用となる。彼女の話によると、過酷なレッスンに耐えられず、挫折する人のほうが多いらしい。

　それを踏まえたうえで、竹原所長は家政婦として働くに当たっての注意事項を説明した。

　一、どこのお宅で働いているかなど、仕事に関することは他言無用。

　二、残業はしない。どうしても残業が必要な場合は、客と竹原所長が直接交渉をする。

　三、客との恋愛を禁ずる。万が一発覚した場合は即解雇。

　この三つを守ってほしいということだった。

　どんなルールがあるのか少し不安だったけれど、どれも当たり前といえば当たり前な内容だった。

　特に恋愛に関しては、心配する必要はないだろう。ここのお客様はきっと仕事で忙しい人が多いだろうし、私と同世代の単身者が家政婦を利用しているイメージはあまりない。なにより、今の私には、まだ新しい恋愛はできないと思うから……。

　自分の中で結論が出た私は、目を見て竹原所長にきっぱり「守れます」と返事をした。




　それから一ヶ月、私は竹原所長の厳しいレッスンに耐え、竹原家政婦紹介所の家政婦として登録された。だからといって、すぐに担当を受け持つことはないだろうと勝手に思っていたけれど、意外にもその日は一週間後にやってきた。










家政嫁デビュー




　今日は私が担当するお客様との顔合わせの日。

　ついに、私の家政婦としての人生がスタートする。気を引き締めて頑張らなくちゃ！

　気合いを入れて所長室のドアをノックした。

「どうぞ」

「失礼いたします」

　深呼吸をして中に入り、深めのお辞儀をする。前に目をやると、ソファーに男性が座っていた。私に背を向けているため顔はわからないけれど、後ろ姿を見た感じではおじさんではなさそうだ。

　竹原所長が座るソファーの横に立つと、彼女は立ち上がって私を紹介した。

「お待たせいたしました。今日から水沢様のお宅を担当する小野寺桃花です」

　ん？　今水沢って言った……？

　会釈をすると、ソファーに座っていた男性が立ち上がり顔を上げた。そして、その顔を見た私はその場で固まってしまった。

　竹原所長が私の派遣先として選んだのは、山岡物産の副社長、水沢 尊だったから。

　どうしてよりによって辞めた会社の、それも副社長の家政婦をやらなきゃいけないのよ。知っている人の家事をするなんて、気まずいったらありゃしない。

　私になんの権限もないのはわかっているけど、断れるものなら断りたかった。

　会社ではいつもビシッと高級ブランドのスーツを着こなしているが、今日は土曜日だからか、おしゃれなジャケットに長い足がより長く見えてしまうような細身のジーンズというカジュアルな姿だった。

　一瞬、そのオンとオフのギャップにドキッとしてしまったけれど、今の私は別のことで鼓動を速めていた。

　一緒に仕事をしたことはないけれど、同じフロアで働いていたのだから、竹原所長から名前を聞いた時点で、きっと私が桐山専務の元秘書だって気づいたよね。

　向こうに気づかれたらとぼけることもできないし……。心機一転、新しいスタートを切れると思ったのに、こんなことになるなんて。家政婦さんは沢山いるのに、よりによってなんで私なの？　あ～あ。この気持ちをどこへ持ってけばいいのよ。

　そういえば……私、やりたいことが見つかったからっていう理由で退職したんだった。桐山専務に何度も引き止められたのに『夢のためですから』って言ったっけ……。このことが副社長の耳にもし入ったら、『この女、秘書を辞めてまでやりたかったのは家政婦だったのか』とか思ったりするのかな？

「小野寺さん、こちら山岡物産の副社長でいらっしゃる水沢 尊様です」

　竹原所長は事務的な喋しゃべり方で紹介した。

　彼女も私が山岡物産にいたことを知っているのに。なんで初対面のような紹介をするんだろう。過去は過去、ちゃんと割り切って働けってこと？　こんなよそよそしい紹介をされるより、ストレートに桐山専務の秘書をしていたって言ってくれたほうが楽だった気がする。

　そんなことを逡しゅん巡じゅんしながらも、結局私は竹原所長にならって初対面を装いながら頭を下げた。

「小野寺桃花と申します。よろしくお願いいたします」

「こちらこそ」

　場の空気に合わせたのか、水沢副社長までもが初めて会ったかのように笑顔で挨拶した。

　っていうか、なにその紳士的な微ほほ笑えみ。

　私の知っている彼は確かにイケメンだが、いつも難しそうな顔をしていて、笑っているところなど見たことがなかった。だから、水沢副社長の笑顔に一瞬でドキドキが再発してしまう。

「さて、挨拶はその辺にして、本題に入りましょうか」

　竹原所長のひと声で全員ソファーに座り、私たちの面談が始まった。

　そこで、決まった私の勤務時間は、会社勤めとほとんど変わらない平日の九時から十七時。夕食を作らなくていい時は十五時までだ。

　夕食がいる場合は、水沢副社長から前日までに、竹原家政婦紹介所から支給されたスマホに連絡をしてもらうことになった。食事の準備さえしておけば、彼の帰宅を待つ必要はなく、退勤時間に帰っていいそう。

　その他に、水沢副社長から、和食中心の食事にする、書斎には絶対に入らない、個人的な質問をしない、という要望があった。

　もっとすごい決まりがあるのかと思ったけど、特別難しいことじゃなかったからホッとした。

　私と水沢副社長の勤務時間はほとんどかぶっているため、実際彼と顔を合わせることはまずないということになる。それなら気まずさも少し軽減される、とちょっと安心しながら私は水沢副社長との契約書にサインをした。




　水沢副社長が帰宅されたあと、私はデスクに座る竹原所長に呼ばれて近づいた。

「なんでしょうか？」

「確認のために言うんだけどね、依頼主と恋愛に発展した場合どうなる？」

　さっきまでの穏やかな表情から一変、真面目な顔で私を見る。なぜ突然こんな質問をされるのかわからず、戸と惑まどいながら答えた。

「私は解雇される……ですよね」

「……そう。わかっているなら、いいのよ。あっ！　それとこれに関しての補足なんだけどね、恋愛が発覚した場合、お客様もうちとの関係を白紙にするってことになってるの」

　竹原所長は念を押すような言い方をする。

　そんなに心配しなくても、私と水沢副社長が恋愛するなんて、どう考えてもありえない。彼はいずれ山岡物産のトップに立つ人、住む世界が違うんだから。それに、さっきの契約だとほとんど会うことはなさそうだから、そもそも恋愛に発展しようがない。

　自分の中に水沢副社長との恋愛の可能性を全く見出せない私は、なんで竹原所長がその規約にこだわるのかわからなかった。

　顔合わせから二日後、ついに初仕事の日がやってきた。

　昨日、竹原所長から水沢副社長の自宅マンションのカードキーと、会社支給のスマホを受け取ったため、今日は直接彼の家へ行くことになっている。

　住所を見ると、意外にも私の住んでいるマンションから近いことがわかったので、スマホのナビを頼りに歩いていくことにした。時間に余裕を持たせるため、出勤時間より三十分早い八時半に家を出た。

　十分ほど歩いてたどり着いたのは、建ち並ぶマンションの中でもひと際高くそびえ立つ五十階以上はありそうな高層マンション。恐る恐るエントランスに足を踏み入れると、大理石を贅ぜい沢たくに使った、まるでホテルのロビーのような空間が広がっていた。

　今日の私は生成りと紺のボーダーチュニックにスキニージーンズ、というすごくカジュアルな服装をしているため、この場でかなり浮いているように感じる。

　水沢副社長が高級マンションに住んでいてもなんら不思議はないけれど、これから毎日ここに通うと思うと、一気に緊張が走った。

　私は一度大きく深呼吸をすると、右手に備えつけられたカウンターにいるコンシェルジュのもとへ向かった。そして水沢副社長の家政婦として雇われ、今日から通うことになった旨を伝えた。

　早速部屋へ行こうと思った私は、預かっているカードキーでオートロックを解除する。私の自宅はセキュリティとは無縁なので、その動作すらぎこちなくなってしまった。

　中に入った私は、そそくさとエレベーターに乗り、五十三階のボタンを押した。

　住んでいるところが高級マンションでも、男のひとり暮らしだ。しかも家政婦を頼むぐらいだから、部屋は男臭くてホコリが溜たまってるんだろうな。

　そんな想像をしながら、エレベーターを降り、水沢副社長の家の前まで行く。そして、散らかっていることを覚悟して部屋に入り、玄関から続く廊下を進んだ先にあるドアを開けてみると……。

「え？　これで家政婦雇っちゃうの？」

　思わず声が漏れてしまった。

　そこは綺麗に片づいた二十畳ほどのリビングで、大きな窓ガラスからは沢山の陽が差し込んでいる。夜ともなれば、綺麗な夜景が見られそうな素晴らしい眺めだった。インテリアも男の人らしくモノトーンのおしゃれな家具で統一されており、リビングを見ただけでも生活水準の高さを感じる。

　ひと通り部屋を確認していくと、玄関を入ってすぐの左手には、全く使っていないのか殺風景な八畳の洋間があった。そして、その隣の部屋のドアノブに『ｋｅｅｐ ｏｕｔ』という立ち入り禁止を意味するプレートがかかっていた。

　昨日、竹原所長に『先ほど水沢様から、書斎がどこかはわかるようにしてある、と連絡があったから、入らないように気をつけてね』と言われた。

「きっと、ここが書斎ね」

　私はプレートを人差し指ではじくように触り、その向かいの部屋のドアを開けた。そこは十畳ほどの寝室で、クイーンサイズのベッドがある。

　どの部屋もあまりものを置いていないから、掃除は楽そうだと思った。

　最後にバスルームとトイレを確認すると、さすがに毎日忙しくしているだけあって洗濯物はそれなりに溜まっていた。

　あれだけのイケメンだから、洗濯してくれる女の人とかいそうなのに。いや、セレブだからそういう部分はあえて見せないのかも。って、ダメダメ。私は家政婦なんだから、余計な詮索は禁止。

　とりあえずこの溜まった服やタオルの山をなんとかしなければ、と思った私は、早速仕事に取りかかった。そして、洗濯機が終わるまでのあいだに、部屋の掃除をすることにした。

　夢中で作業を進め、ある程度家事を済ませた私は、ふと時間が気になり時計を確認する。針はちょうど十三時を指していた。

　お昼を食べることにした私は、持参したお弁当をバッグから取り出し、ダイニングテーブルに置く。私以外誰もいないのに、椅子に座る時「失礼します」と言ってしまった。ついそんな言葉が出てきてしまうくらい、上品な空間なのだ。

　昨日、水沢副社長からメールはなかったから、今日は夕食いらないってことだよね。じゃあ、あとやることは、キッチンとダイニングの掃除と……。

　昼食後の仕事について考えながら、お弁当を広げようとした時、テーブルの上に『小野寺様』と書かれた封筒があることに気づいた。洗濯や他の部屋の掃除をしていたため、全く目に入らなかった。

　私はその封筒の中身を取り出して、内容を確認する。

『小野寺様　今日からよろしくお願いします。なにか不都合なことや仕事に必要なものがあれば遠慮なく言ってください。あと、目の前にあるボードの一番上の引き出しにお金が入っていますので、それで買い物などをしてください。なにかあればメールください。　水沢』

　なんて抜かりないんだろう。字も綺麗だし、きっとモテるだろうな。

　私は卵焼きを食べながら、他人事のようにその手紙を読んだ。

　結局その日は残りの掃除をして、乾いた洗濯物を取り込んで、アイロンがけを終えてから、やり残しがないか最終確認を済ませ、帰宅した。




　今日で働き始めて二週間になるけれど、それからは同じことの繰り返しだった。部屋の掃除に洗濯、たまに頼まれた買い物、そして時々夕食作り。

　最初は戸惑うこともあったけど、近頃は思った以上に家政婦という仕事は自分に向いているのでは、と感じ始めている。秘書として働いていた時と同じように人をサポートできるし、なにより自分の技能を前よりも活かせるからだ。

　日に日にやりがいを感じるようにもなっているため、今のところ秘書から家政婦へ転身したことへの後悔は一切ない。

　水沢副社長の担当になってしまったことは誤算だけど。

　彼とはあの顔合わせの日以来、一度も会っていないけれど、知っている人のプライベートな部分で仕事をするのは、やはり気まずい。特に洗濯に関して、最初のうちはかなり抵抗を覚えた。

　だけど最近、少し嬉しいこともあった。私の密かな楽しみにもなっている。一冊のノートで、水沢副社長の新たな一面を発見することができたのだ。

　直接顔を合わせないため、自分の仕事に相手が満足しているのかわからなかった私は、ノートを用意した。そこにその日やったことや夕食の献立、わからないことを書いてダイニングテーブルに置いておくと、次の日水沢副社長からの返答が書かれているのだ。

　ノートを書き始めた当初は本当に事務的なことだけを報告していた。

『今日は強い洗剤を使ってバスルームの掃除をしました。臭いがきついので換気をしましたが、それでも気になるようでしたら教えてください』

　これに対しての水沢副社長の返事は『問題ない』というすごく短いものだった。

　でも、日を追うごとに内容が砕けていき、挽ひき肉にくを使った肉じゃがを作った時『実家の定番メニュー、気に入ってくれると嬉しいです』と猫のイラストつきで書いてみた。

　すると『美お味いしかった』という感想とともに、私のイラストを矢印で指し『可愛いね』という見た目からは想像もできない茶目っ気のあるコメントが返ってきた。思わずドキッとしてしまったっけ。

　またある時は、仕事のことに触れることもあり、『今ドイツで活躍している日本人サッカー選手とドイツビールのコラボ企画が立ち上がっている。メーカーとの交渉などで毎日忙しい』という日記のようなことが書かれていた。

　それはまるで交換日記をしているようで、水沢副社長の家に着くと真っ先にこのノートを見るのが私の日課になった。










もうひとりの水沢さん




　水沢副社長と顔を合わせることなく、さらに二週間が過ぎた。

　一ヶ月ごとの自動更新を迎えたけれど、特に竹原所長から連絡はなかったため、継続してもらえたのだろう。

　そして最近、私はあることに気づいた。

　それは夕食の依頼が意外と多いということ。大体平均して週四日ほど夕食を頼まれる。

　イケメンでモッテモテの副社長なら、毎日デートのお誘いがあってもおかしくない。だけど洗濯物に香水の残り香もないし、シャツに口紅のあとがついていることもない。信じられないことだけど、女の気配を全く感じないのだ。

　とにかく、同じ料理を何度も出すわけにはいかないため、栄養のバランスを考えた夕食作りに苦労している。だから近頃はレパートリーを増やそうと、帰宅したら料理の試作をする仕事漬けの毎日。

　そのせいかどうかはわからないけど、不思議と裕人のことを思い出すことはなくなった。そろそろ新しい恋ができれば……と思う気持ちもある。だけど恋をしようにも、出会いもなければ時間もない。

　焦あせっても仕方がないことだとわかっているから、今は夕食を作らなくていい時にＤＶＤを借りに行くのを唯一の楽しみにしている。

　そして示し合わせたわけではないのに、私がレンタルショップに行くと大抵副社長じゃないほうの水沢さんと遭遇する。いつ会っても、前髪の長い髪の毛は乱れていてボサボサだ。

　でも……この人、本当はかなりのイケメンなのでは？と最近思うようになった。

　だって、顎あごのラインといい、鼻といい、見えている部分のパーツはどれも綺麗な形をしていて、バランスもとてもいい。問題は前髪が長くてよく見えない目なんだけどね……まぁ、こんな身だしなみじゃあ、結局残念な男で終わりそう。

「へ～。今はこれにハマッてんの？」

　水沢さんは、毎回私のカゴの中を覗き込みながら、なにを借りるのかちゃっかりチェックする。

「うん。これ面白いの！　毎回出てくるシリアルキラーがすごいのよ。殺害方法が残忍でもう本当にムカつくんだけど、それを解決するＦＢＩがカッコいいの。ストレス解消！」

　ドヤ顔で棚からパッケージを取って手渡すと、彼は興味なさそうに表と裏を交互に見た。

「シリアルキラーってなに？」

「殺人を目的にした犯罪者。連続殺人犯とか殺人鬼」

　腰に手を当て偉そうに答える私に、水沢さんは苦手なものを見るような視線を送る。

「……桃花そんなの好きなのか？」

「なにが？」

「その、シリアル？」

　露骨にどうでもいいという雰囲気を出され、ムッとした私は彼の持っていたパッケージを取り上げ、もとの場所に戻した。

「ちょっと短縮しすぎですよ、水沢さん。シリアルじゃなくてシリアルキラーだから。それとシリアルキラーは好きじゃありません。捜査するＦＢＩがカッコいいから見てるの」

　私はここぞとばかりに力説してみたが、彼がしたのは「ふ～ん」という空から返へん事じ。

　なに、そのリアクション。

　毎回冷めた態度を取られ、ため息が出そうになる。

「じゃあ、俺一巻から借りるわ」

「結局借りるんじゃん！」

　そう……興味なさそうなリアクションをするくせに、毎回私のおすすめを借りてくれるのだ。そういうところが憎めない。




　そしてＤＶＤを借りたあとは「俺、腹減ったから飯食いに行こう」といきなり誘われ、一緒にご飯を食べに行くのが定番となっている。これまた約束をすることはないけれど、実はこういう流れになることを毎回楽しみにしていたりもする。

　店も大体決まっていて、レンタルショップの近くにある中華かイタリアン、もしくは居酒屋だ。今日は水沢さんが「餃ぎょう子ざが食べたい」と言うので、レンタルショップから徒歩三分の場所にある中華料理屋にやってきた。

「で？　どうなんだよ仕事」

　席に着き、注文を済ませるなり水沢さんが尋ねてくる。私が転職したことを知っているから、顔を合わせると、心配して仕事のことを聞いてくれるのだ。

「うん。一ヶ月経ったけど、順調かな。お客さんと顔を合わせることがないから楽だしね」

「ふ～ん」

　適当な返事をしながら、水沢さんは水をひと口飲んだ。時々本当に人の話を聞いてるの？と思うことがある。

　そうこうしていると、オーダーしたビールと餃子が運ばれてきた。水沢さんは、早速タレが入った皿に酢とラー油を足し、熱々の餃子を食べ始める。

　そんな彼に向かって、私は口を開いた。

「私が担当してる人、和食が好きみたいで、和食中心の献立にしてるんだけど……」

　本当は話してはいけない仕事に関することを、気にかけてくれている水沢さんにだけは、つい話してしまう。

「なんだよ。なんか気になることでもあんの？」

「同じメニューばかりじゃ飽きちゃうから、レパートリー増やさなきゃいけないんだよね。忙しい人だからバランスの整ったものを、とも思うから、結構大変なの。女の人にモテるんだから、デートでもしてくれたらいいのにな～って」

　ブフッ！　ゴホッ。

　気管支に入ったのか、水沢さんが飲んでいたビールを吹き出しそうになっていたため、私は急いでおしぼりを渡した。

「水沢さん？　どうしたの？　大丈夫？」

　むせているせいで、心なしか彼の顔が赤くなっている気がして心配になる。

「ご、ごめん。大丈夫……で？」

　彼は大きく深呼吸をして、何事もなかったかのように私を見た。

「でもね……楽しいこともあるんだよ」

　フッと笑いながら言って、ビールに口をつける。

「楽しいこと？」

　水沢さんが興味深げに耳を傾かたむけてくれたため、私は視線をテーブルに落とし、話し始めた。

「うん。顔を合わすことがないから連絡事項なんかをノートに書いてるの。スーツをクリーニングに出した報告とか、夕食の献立なんかをね。そうすると『また作ってほしい』とか返事があるの。私がイラストつきで書いた時には『可愛いね』ってコメントがあったこともあって、なんだか交換日記してるみたいで……って水沢さん？」

　ふと、彼に目をやると、まださっき吹き出したことが尾を引いているのか、彼の顔が赤くなっていた。

　こうやって私は仕事のことなどを水沢さんに話しているけれど、彼のことを教えてもらおうとすると、なぜか上う手まい具合にはぐらかされてしまう。だから私は、水沢さんがどんな仕事をしているのかすら知らない。

　ひとりは大企業の副社長、もうひとりは職業不詳。同じ水沢でもこうも違うものかと思う。

　いっそ、なんでも気兼ねなく話せて趣味の合う水沢さんと、クールでカッコいいのに実は茶目っ気がある水沢副社長が合体したら、ちょうどいい感じになりそう！

　なんて勝手な想像をしていた。










これも家政婦の仕事？




　家政婦として水沢副社長の家で働くようになって二ヶ月が過ぎた。

　土曜日の今日は、普段時間が合わずなかなか会えない未来に連絡をして、一緒にランチをしないかと誘った。

　そして今、私たちは人気があるイタリアンレストランにいる。

「で、どうなの？　家政婦って仕事は」

　未来はサラダを食べながら、興味津々な目つきで私を見た。

　私が秘書から家政婦になったことを未来は知っているが、水沢副社長を担当していることは、竹原家政婦紹介所の規約に反するため教えてはいない。だから、私は視線をスープに向けてスプーンでぐるぐるとかき混ぜながら、とりあえず当たり障りのない言葉を返す。

「うん、思ったより楽しい」

「秘書やってた時よりも？」

　家政婦という仕事が珍しいからか、未来は好奇心むき出しで質問を投げかけてきた。

「……そうかも。私の場合、担当するお客様と顔を合わせることがないから、自分のペースで仕事ができるし。ほら、私ってもともと料理とか掃除とか好きでしょ。結婚するまでは続けたいな～って。とはいっても当分予定ないけどね。あははは」

　私が未来に笑顔を向けると、彼女は心配そうな表情を浮かべた。

「桃……」

　きっと未来は、私がまだ失恋から立ち直っていないと思っているのだろう。確かに、会社を辞めた理由は裕人のことがあったからだけど、いつの間にか過去のことになって、あの時のように胸が引き裂かれる思いはもうしていない。

「そんなつもりで言ったんじゃないよ。裕人のことはもう気にしてないから、そんな顔しないで」

「うん。桃の顔を見たらそんな感じはしたけど……結婚とか言うから、まだ引きずってるのかなって」

「ああ～ごめん。そういう意味じゃなくて、一般論として結婚後も家政婦を続けるのは難しいかなって思って。っていうか未来はどうなの？　久しぶりの秘書復帰」

　彼女は私の言葉にホッとした顔を浮かべると、すぐに待ってましたとばかりに顔をニヤリとさせる。

「仕事は順調。それよりもビッグニュース！　水沢副社長……とうとう特定の女ができたかも」

「え？」

　未来は得意げに言うが、特定の女性ができたとは思えなかった。

　だって、週四日は家でご飯を食べているし、副社長ともなれば会食が入ることも多いはず。まぁ、私の作った食事を水沢副社長が実際に食べているかまでは把握していないから、なんともいえないけど……。

　どちらにせよ私に影響があるわけではない。私は私の仕事をするだけだ。

　だがそんな私をよそに、未来は話を続けた。

「実はね、来週の金曜日、丸まる菱びし商事主催のパーティーがあるの。あそこのパーティーって女性同伴が義務づけられてるでしょ。だから、前回までは秘書だった室田先輩と一緒に出席してたじゃない」

「うん」

「で、今は私が副社長担当なんだから、普通に考えたら私が同伴ってなるけど、私時間外は同行しなくていいってことになってるじゃない。だからどうするのかな？と思って聞いてみたわけよ」

「それで？」

　すると未来は身を乗り出した。

「『今回は同伴者がいるから、相沢くんはいつも通り定時で帰宅していいよ』って言われたのよ～。秘書課の他の子を連れていくわけでもないってことは、恋人とかがいるってことじゃない？　でもさ、毎日ハードなスケジュールを文句も言わずにこなしていて、いつ恋人を作る時間があるんだろうな～って思うわけよ」

　未来の話を聞く限り、確かにそうだ。でも、日頃の水沢副社長の夕食事情を知っている私には、やっぱり彼女ができたというのはとても信じられなかった。

　だけど、もしそれが本当なら、私が水沢副社長の担当をするのもそう長くはないかもしれない。関わりがなくなったほうがいいはずなのに、なんだか複雑な気持ちだった。




　未来とのランチから三日が過ぎた今日、水沢副社長の家へ向かう途中、珍しく朝早くに彼からメールが届いた。

　普段、夕食がいる場合は前日の夜までに連絡がくるのだが、昨日はなかったので今日は食事を用意しなくていいと思っていた。

　前日のメールを忘れてしまったのかな？

　そう考えながら確認すると、夕食はいらないが大事な話があるので、自分が帰宅するまで部屋で待っていてほしい、という内容だった。今までほとんど顔も合わせていない相手から、突然そんなお願いをされ、一気に不安になる。

　私なにか大きな失敗とかしちゃったかな？　でも、入っちゃいけない書斎には入っていないし、アイロンがけも丁寧にした。普段通りの仕事はちゃんとこなしているはず。

　思い返しても、特に心当たりはなかった。だけど、どうしても考えずにはいられない。

　顔合わせ以来、会っていない相手とふたりきり……一体どんな話なのだろう。もしかしたら、ヘマをして怒られるんじゃなくて、先日未来が言ってたパーティーの同伴者と水沢さんが結婚するとかで、私は契約解除されるとか？

　どちらにせよ緊張は増すばかりで、落ち着かないまま思考を巡らせ続けた。そうこうしているうちに、水沢副社長のマンションに着き、重い足取りで彼の自宅に入る。

　仕事は仕事、と一旦気持ちを切り替えて、早速チェックのエプロンを身につけ、いつものように家事をこなした。




　そしてひと通りの仕事を終えた今、私は夕食を作らずダイニングテーブルに座り緊張の面持ちで水沢副社長の帰宅を待っている。こんなに落ち着かないのは初仕事の前日以来だった。

　十八時を少し過ぎた頃、水沢副社長が帰ってきたらしく、玄関のドアが開く音がした。

　初めてこの家で彼と会うことに、平静を失い、動きがぎこちなくなる。

　そんな状態で玄関に向かうと、水沢副社長はちょうど靴を脱いでいるところだった。山岡物産で働いていた時も思っていたが、本当にスーツがよく似合っている。もう夕方なのに、ヘアースタイルも一切乱れることなく綺麗にセットされたままだ。

　水沢副社長の姿を見ていたら、ふとレンタルショップでよく会うもうひとりの水沢さんが頭をよぎった。服装や髪型は全くといって違うのに、なんとなく背格好は似ているから。

「お、おかえりなさいませ」

　四十五度で頭を下げる。

「ただいま」

　低い声で素っ気なく挨拶をする水沢副社長は、顔合わせの時の優しそうな顔ではなく、会社にいる時と同じ顔をしていた。

　この人と交換日記のようなことをしていたなんて、信じられない。

　だが、気持ちを切り替えた私は、水沢副社長が持っているビジネスバッグを受け取ろうとする。

「お荷物を……」

「重いからいい」

　そう言いながら私を残してリビングへ向かったため、彼の背中を追いかけた。

　水沢副社長はひとりがけのソファーに座り、バッグを床に置くと、近くの三人がけソファーを指差しながら、入口に立っている私に向かって声をかける。

「ここに座りなさい」

　私は言われた通りそこまで行き、小さな声で「失礼します」と呟いて腰を下ろした。

　すると、いきなり水沢副社長は私にこんな質問をする。

「今度の金曜日、なにか用事はあるか？」

「……ないです」

　そう答えた私に、彼は足を組みながら、命令口調でとんでもないことを言ってのけた。

「じゃあ、問題ないな。丸菱商事主催のパーティーに君を同行させる」

「え？」

　私は口をぽかんと開けてしまう。

　同行、させる……？　冗談じゃない。なんで私がそんなことしなくちゃいけないの？　私はただの家政婦で、秘書でもなんでもないし……それこそ恋人でもない。

「それはできません。私の仕事内容には含まれないことですよね。契約が違います」

　強い口調で水沢副社長に訴えかける。

「もちろん、契約にはないことだ。だから竹原所長に確認を取った。彼女は君さえよければいいと言っていた。パーティーは今週の金曜日の十八時からだから、時間外手当てはちゃんとつける。それに、金曜に予定はないんだよな」

　全てが命令口調で、その言葉は拒否権はないといった勢いだった。

　でもいくら竹原所長と話をつけたといっても、山岡物産の関係者が沢山集まるような場所に行くのは抵抗がある。水沢副社長みたいに若くて独身でカッコいい人と同伴ともなると、周囲の目も気になるところ。やっぱり……私には荷が重い。

「私は単なる家政婦です。水沢様の行かれるような場所に、私のようなものは場違いだと思います。どうか他の方にお願いしてください」

　私は深々と頭を下げた。

　だが水沢副社長はさっきまで無表情のまま、低い声で淡々と喋っていたのを一変させ、急に不敵な笑みを浮かべた。そして、見下すような目つきで私を見る。

「元専務の秘書だったんだから、それくらいできるだろう？」

　俺はお前のことならなんでも知ってる、とでもいうような薄笑いを浮かべた。

「え？」

　水沢副社長の表情に全身の毛が逆立った。

「恋人が重役の娘と結婚することになったことで、会社にいづらくなって秘書を辞めた……そうだろ？　小野寺桃花」

　口角をぐっと上げ、上から見下ろすような視線を向けられた私は、固まってしまう。

　なんで、そのことを知っているの……!?　未来以外知らないはずの、本当の退職理由を……。

　水沢副社長は顎に手をやりながら、視線も合わせずネクタイを緩めた。

「当日は十七時に、マンションのエントランスで待つように」

　そして、動揺する私に言いたいことだけ告げると、さっさと腰を上げ、リビングを出ていこうとする。

「水沢様！」

　私は急いで立ち上がり、考え直してもらうため名前を呼んだ。でも、彼はそのままリビングをあとにしてしまい、私は立ち尽くすことしかできなかった。










憂ゆう鬱うつなパーティー




　不満を抱えたまま迎えたパーティー当日。

　水沢副社長に言われた通り、マンションのエントランスにやってきた。だけど、どう考えても納得がいかず、時計を見ながら逃げるなら今しかないと思っていたら……四十代くらいの男性とばっちり目が合い会釈された。

「小野寺様でいらっしゃいますね」

「はい」

　逃走計画が見事に失敗したことを察した私は、小さく頷いて返事をすると、「こちらへ」と案内された。外に出ると黒塗りの大型セダンが停まっており、男性が後部座席のドアを開けてくれた。中には水沢副社長がいて、私の顔を見るなり「早く乗れ」と急かすように言った。

　乗車するとすぐにドアが閉められ、男性は素早く運転席に乗り込み、車をゆっくりと発進させた。

　言いたいことや聞きたいことは沢山あるのに、水沢副社長は書類を見ているため、声をかけられる状態ではない。

　そうこうしているうちに、車は会場である有名な老舗ホテルに到着した。普段あまり縁のない場所なので、思わずきょろきょろしてしまう。

「時間がない。さっさと行くぞ」

　水沢副社長は私の腕をつかむと、引っ張るようにして、ロビーを抜け、フロントとは逆のほうへと歩いていく。高級ショップが並んでいるエリアへ来ると、一軒のビューティーサロンに入った。

　店員は水沢副社長の顔を見るなり、笑顔で出迎えてくれた。

「お待ちしておりました。こちらの方ですね？」

「ああ。俺は一時間後に迎えに来るから、あとはよろしく」

　それだけ言い残し、彼は店を出ていった。

　水沢副社長の後ろ姿を見届けた店員は、私に向き直り自己紹介をする。

「本日、担当をさせていただく、日ひ野のと申します」

「よ、よろしくお願いします」

「では、こちらへどうぞ」

　早速彼女は私を奥の部屋へ通し、美容院のように鏡が目の前にある椅子へと座らせる。

　それからは、もうあれよあれよという間に、店員さんたちが勝手に私の髪をセットしてメイクを施した。

　それが終わると、フィッティングルームへと連れていかれた。

「水沢様から預かっているドレスを用意してあります。こちらでお着替えください」

　そう言われ部屋に入ると、日野さんは恭うやうやしくお辞儀をしてドアを閉めた。

　私は大きなため息を吐きながら、ハンガーにかけられているドレスを見る。それは、生きているうちに着る機会などないと思っていた、世界的に有名な高級ブランドのものだった。だけど、憂鬱な気分は全く拭ぬぐえない。

　……でも、ここまできたら、もう腹をくくるしかないよね。

　覚悟を決めた私は、ドレスに袖を通した。

　細かいプリーツとフリルが交互に入った膝下十センチの黒いシフォンドレスで、袖はフレンチスリーブになっている。シルエットも美しく、優しく包み込むような素材は、自然と身体に馴な染じんだ。このドレスに合わせて用意された同じブランドのピンクメタリックのハイヒールと黒いレザーのクラッチバッグも見るからに高級そうだ。

　鏡で、水沢さんにふさわしい女性に変身した自分の姿を、ぼんやりと見つめる。

　どれだけ素敵に着飾っても、強制的に同伴させられる私にとっては、偽りの自分にしか思えなかった。

　その時、ノックの音が聞こえた。

「お客様、いかがですか？」

「はい」

　ハイヒールを履はき、部屋を出ると、日野さんは私の全身をチェックして目を細めた。

「まぁ、とってもお似合いですよ。水沢様がご覧になったらきっと惚れ直します」

「惚れ直すって……私たちはそんな」

　日野さんは私と水沢副社長のことを勘違いしているようだ。

　本当は家政婦とお客様なんだけどね……。

　でも、この場で本当のことを言ってもしょうがないと気づき、私は苦笑いを返した。

　すると他のスタッフの方がやってきた。

「水沢様がお見えになりました」

「わかったわ。今、行きます」

　返事をした日野さんに促されるまま、私は彼のもとへと向かった。

　すると、いつも以上に上質なスーツに身を包んだ水沢さんが立っており、私を黙って見つめていた。

　じっと視線を送られ続け、鼓動が速くなる。

「あ、あの……変ですか？」

　その状態に耐えられず質問してみると、水沢副社長はほんの少し目を泳がせた。

「俺が選んだんだから、似合って当たり前だ……」

　相変わらず冷たいひと言が飛んできたが、似合っていないわけではないことにホッとした。

「準備ができたなら行くぞ」

「は、はい」

　私は日野さんにお辞儀をして、ビューティーサロンを出た。

　エレベーターで三階まで行くと、水沢副社長はパーティー会場であるホテルで一番広いバンケットルームへと入っていった。そこは、有名な芸能人の披ひ露ろう宴えんによく使われるため、かなりの広さがある。

　だが驚くのはまだ早かった。水沢副社長が一歩足を踏み入れた瞬間、会場にいる人たちの視線が一気に彼に向けられたのだ。

　水沢副社長に声をかけるため、どこかの会社の役員らしき人が寄ってきたので、私は邪魔にならないように少し離れた。

　すると、水沢副社長に次から次へと女の人が近づいていって、彼はあっという間に周りを囲まれていた。その様は、まるで砂糖に群がるアリのよう。

　私には無愛想な顔しか見せないのに、微笑みながら愛想なんか振りまいちゃって。あ～あ、私ってなんのために連れてこられたんだろう。同伴必須の会場に入るため？　だったら、もうお役御免だから、帰ってもいいかな……。

　次第に、私がいてもいなくてもどうでもいいのでは？と思えてくる。それと同時に、自分がここにいることが、ひどく場違いに感じた。

　相変わらず水沢副社長は私のことなど眼中にない様子で歓談をしていて、完全に放っておかれていることへの寂しさを感じ、乾いた笑いがこぼれる。

　その途端、綺麗なドレスが陳腐に見えてきて、早く脱いでしまいたくなった。

　きっと、水沢副社長は私がいなくなったって、なんとも思わない。というより気づかないだろう。

　もう、こっそり帰ってしまおう。もしあとで問いつめられたら、お腹が痛くなったとでも言えばいい。

　そう考えた私は、出入口のほうへと向かった。

　その瞬間、後ろから強い力で腕をつかまれる。驚いて振り返ると、そこにはさっきまで輪の中心で談笑していたはずの水沢副社長がいた。

「どこへ行く」

　走ってきたのか、少し息を荒くしながら私を睨にらみつける。

　放置していたのに、なんでそんな顔をするのか不思議に思いながら、私は水沢副社長に強く握られている腕に視線を落として呟く。

「必要ないみたいなので、帰りたいんですけど」

「帰さない」

　冷たい声とは裏腹に、私の目をじっと見つめながら、離すまいとつかむ腕は、行くなと縋っているようだ。

　だけど、強制的に連れてこられたのにずっとほっとかれ、私には自分がここにいなければいけない理由がよくわからなかった。

「なんで、一緒にいなきゃいけないんですか？」

　強い口調で投げかけた私の質問に、水沢副社長はなにも答えてくれなかった。

「あれ？　水沢くんじゃないか」

　その時、突然水沢副社長の後方から、恰幅のいい男性が大きな声で話しかけてきた。

　水沢副社長はつかんでいた私の腕をぱっと離すと、男性のほうを向き頭を下げる。

「これは、新しん城じょうさん。お久しぶりです」

　新城……？　この人、確か山岡物産と取り引きのある会社の社長だ。面識はないけどあまりいい評判は聞かなかった記憶がある。

「景気はどうだね？」

「まあまあ、ですかね。新城さんほどじゃないですよ」

　水沢副社長は仕事の時によく見せる、作り笑顔を浮かべた。

「ははは、やり手の君が言うと、お世辞にしか聞こえないがね。ところで、水沢くんこの美しい女性はどなたかな？」

　新城氏の視線が私に向けられ、水沢副社長は私の腰に手を回す。驚いて目をやった先の彼は、手にさらに力を入れて新城氏に向かって告げた。

「私の大切な人です」

　水沢副社長が目を細めながら、今まで聞いたことのない柔らかい声を出した。その瞬間、私はわけがわからなくなるような感覚に襲われる。

「娘を紹介したかったんだが、こんな綺麗な女性だと勝ち目はないな。あははは」

　新城氏は私と水沢副社長を交互に見ると、ため息混じりに笑いながらその場を離れた。

「水沢様……なにを言ってるんですか？」

「尊でいい」

　前を向いたまま、今度は命令口調で質問の答えになっていない言葉を返してきた。

「はい？」

　開いた口が塞ふさがらなかった。

「すぐに人に囲まれて言いそびれたが、ここにいるあいだは、俺の恋人として振る舞え。さっきみたいに自分の娘を紹介したがる奴や、群がってくる女が多すぎてイライラする。名前も様づけはするな。いいな」

　理由を聞いてそういうことかと納得する。

　でも、それならそれで会場に入る前に、ちゃんと説明してくれればいいのに……。

　私はますますイライラしたものの、『私の大切な人です』と言った時の優しい声は、私の胸をざわつかせた。




　そのあと、結局私は帰ることを許されず、常に水沢副社長とともに行動した。

　水沢副社長が言った通り、新城氏のように縁談話を持ちかけてくる人や、自分からアプローチする女性が何人かいたが、その度に彼は私を『大切な人』と紹介した。

　そして、車に乗り込む頃にはすでに日付は変わっており、その時間を見た途端どっと疲れが出た。『家まで送る』と言われ、運転手さんに住所を伝えると、「意外と近いんだな」と水沢副社長が呟いた。

　二十分ほど車に乗り、私のマンションに着いた。

「ありがとうございます」

「いや、君のおかげで今日は助かった。ありがとう」

　ついさっきまで俺様だったため、まさかお礼を言われるとは思わず調子が狂う。

「いえ……」

　短く返事をすると、運転手さんがタイミングよくドアを開けてくれた。

　私は自分の私服の入った紙袋を持って車から降り、後部座席に座っている水沢副社長に向かって頭を下げる。

　すると彼が「明日はゆっくり休めよ」と声をかけてくれた。そして運転手さんはドアを閉め、車に乗り込むとゆっくり発車させた。

　その車が見えなくなるまで、私はそこに立ち続けたのだった。







三章　水沢さんの正体










気になるふたり




　あのパーティーから一週間が過ぎたけれど、あれは夢だったのでは？と時々思う。

　着用したドレスは、専門のクリーニングに出してから、水沢副社長に返した。

　あんなことがあったのに、相変わらず交換日記は続いていて、その中身を読む度に、どっちが本当の水沢副社長なんだろう、という疑問は大きくなっていった。

　そして現在、私は仕事帰りにレンタルショップへとやってきていた。

　そこには今日も、もうひとりの水沢さんがいて、私と目が合うなり微笑を浮かべて近づいてくる。

「よっ！　久しぶり」

「お久しぶりです」

　自然と笑顔になって挨拶を返すと、彼は私がカゴを持っていないことに気づいたようで、意外そうに首を傾かしげた。

「あれ？　珍しいな。今日はＤＶＤ借りないのか？」

「今のところ特に見たいものないから、今日は返しに来ただけ」

「ふ～ん」

　素っ気ない返事をしたかと思うと、黙って私の顔を見つめてくるものだから、どうしたらいいのかわからず視線を泳がせた。

「じっと見ないでよ。なに？」

　なんだか恥ずかしくて、一歩後ろに下がる。

「どうせお前暇なんだろう？　ちょっと待ってろよ。これ借りたら飲みに行こう」

　笑いながら水沢さんはカゴを自分の目の高さまで上げた。

「あっ……」

　そのカゴの中には、先日私が面白いとすすめたＤＶＤが入っていて、思わず顔がほころぶ。

　自分のお気に入りを見てくれて嬉しい。もちろん飲みに誘ってくれたことも……。




　私たちは、レンタルショップ近くの居酒屋に入ると、まずは生ビールで乾杯した。

　勢いよく飲みすぎて、ジョッキの中身は一気に半分以下になってしまった。

「毎回思うけど、俺、お前の飲みっぷり好きだわ」

　水沢さんは感心するように何度も頷く。

　急に好きとか言われると、思わずドキッとしてしまう。〝飲みっぷりが〟だってことはわかってるけど……。

「そりゃどうも……」

　返答に困った私は可愛くない返事をしてしまい、ごまかすように持ったままの生ビールに口をつける。

「ところで、元気のない原因は仕事か？」

「えっ？　なんで？」

　いきなりの質問に驚き、思わず飲んでいたジョッキをテーブルに置く。そんな私を見て、頬杖をつきながら水沢さんはフッと笑った。

「顔に出てるんだよ」

「え？　顔？」

　私は両手で頬を押さえながら、詳しく教えてと訴えかけるような目で水沢さんを見つめる。すると、彼は空あいているほうの手で私の眉のあいだを軽く押し上げ、無表情で言った。

「レンタルショップでお前を見かけた時に、眉間に皺が寄ってたんだよっ！」

「え？　そうなの？」

　ふいに触れられたことにドキドキしながら、私は口を尖らせる。そして、気を落ち着かせるために、少しビールを飲んでから、先日のパーティーのことをかいつまんで説明した。

「もう完全に家政婦っていう仕事の枠を超えてるの。全部命令形で、会場に着くと今度は放置プレイ。ちょっとカッコいいからって、女の人に囲まれて鼻の下伸ばしちゃってさ……。だったら会場にいた人の誰かと同伴すればよかったのよ」

　一気に思っていることを吐き出すと、水沢さんから意外な言葉が返ってきた。

「お前、そいつのことが……好きなのか？」

　じっと見つめられながら言われた私は、口をぽかんと開けて固まってしまう。

「え？」

「なんかお前の話聞いてると、ヤキモチ焼いてるとしか思えないんだけど？」

　え……ヤキモチ？

　水沢さんは私のリアクションを楽しんでいるのか、ニヤニヤしている。

　……面白くない。

「ヤキモチなんかじゃないし。私はあの人のこと好きでもなんでもないもん。私はあんな人より……」

　まくし立てるように話したけど、思わず『あなたのほうが』と言ってしまいそうになり、急いで言葉を呑み込んだ。

　ちょ、ちょっと私、なに考えてるの？　今のは同じ水沢さんだったらって、たとえようとしただけよ！

　自分で自分に言い訳をしてしまう。

「あんな人より、なに？　誰か好きな男でもいんの？」

　水沢さんは聞き逃さなかったようで、私に鋭い視線を向けてくる。その目つきは、まるで水沢副社長みたいだった。

「好きな……って……い、いませんそんな人」

　視線をそらし慌てて否定する。

「ふ～ん」

　頬杖をつきながら私を見下ろす彼は、全く腑ふに落ちていないようだ。

「……信じてないって顔してますよね」

「いや～桃花のころころ変わる表情が面白くって、いじめたくなっただけ」

　さっきとは打って変わって満面の笑みを浮かべる水沢さんは、完全に私をからかっている。

　もう、悔しい！　だけど、なによ！　この人の笑顔の破壊力のせいで、心拍数上がってきちゃったじゃない。

　重い髪の毛をもう少しカットして、袖口がよれよれになったパーカーと年季の入ったダメージジーンズをなんとかすれば絶対にカッコいい。磨けば光る原石？　いや、これは隠れイケメンだ！

「顔赤いぞ？　酔っ払ったか？」

　勝手にあれこれ考えていた私の顔を、水沢さんが心配そうに突然覗き込んできた。

　彼のことを考えていたら赤面してしまったみたいだ。でも、正直には言えないから、頷きながら視線をからあげに向けて口に放り込んだ。

　でも、このやりとりが嫌だとは思わない。それはやっぱり、この人のことが気になるからなのかもしれない。

　とはいえ、とにかく知らないことが多すぎる。だから知りたい。

　仕事はなにやってるの？　下の名前は？　恋人は……いるの？　いつもはぐらかすのは言えないわけでもあるの？　それともわざと？

　聞きたいことは次から次へと溢れ出てくる。

　だけど、もうひとりの同じ名前の彼も、気にならないと言ったら嘘になる。

　パーティーで私を『大切な人』と紹介した時の、あの優しい声に不覚にもドキッとした。それがその場をやり過ごすためだけの言葉だとしても……。

　単に趣味が同じでそれ以上の思いはなさそうな水沢さんと、私の雇い主で将来は会社のトップに立つだろう水沢副社長。どっちの水沢さんも私のことなんか眼中にないことはわかっている。でも、気になってしまうのだ。

　それが恋なのか、単なる好奇心なのか、明確な答えはまだわからないけれど。

　当の水沢副社長とは、パーティー以来一度も会っておらず、彼とのコンタクトはもっぱらメールとノートだけだ。なぜかそのノートに書かれる文章からは、水沢副社長の優しさや茶目っ気を感じる。結局本当の彼の姿はわからないままだ。




　それから数日経ったある日、未来から大事な話があるから会ってほしいと連絡があった。そして仕事帰りの今、私は彼女と一緒に駅近くのカフェにやってきている。

「え？　それ本当なの？」

　未来からとても嬉しい報告を聞き、カフェオレを飲もうとしていた手が思わず止まった。

「うん。今三ヶ月に入ったとこ」

　まだペッタンコのお腹を優しくさする未来は、幸せでいっぱいそうだ。

「つわりは？」

「少しあったけど、今はもう平気！　っていうか、私つわりっていうほど気持ち悪くなってないんだよね～」

　自分でも驚いているように言う彼女に、妊娠を経験したことがない私はただ頷くことしかできなかった。だが、その時ふとある仮説が浮かんだ。

「ねーそれってさ、つわりになる余裕もないほど、水沢副社長にこき使われてるからじゃないの？」

　眉間に皺を寄せながら、彼の無表情な顔を思い浮かべた。

　自分が強引な要求をされるから、未来も同じことをされているのでは？と考えたのだ。だけど、未来は違う違うと手を横に振った。

「いくつもの大きな取り引きを成功させてる仕事人間だから、そう思うかもしれないけど、ちゃんと毎日定時で帰れるの。でも仕事以外の会話はほとんどなくて、人と距離を取ってるって感じかな」

　え？　私にはいつも命令口調なのに、未来にはそうじゃないってこと？

　そんな疑問を抱く私を気にすることなく、未来は話を続けた。

「でもね～いつも忙しい人だから、私みたいな妊婦が秘書じゃ、仕事が回んないんじゃないかって思うのよ。だって、今はいいけど、そのうちお腹が大きくなれば今みたいにキビキビ動けないし……だから昨日ね、水沢副社長に迷惑かけないうちに担当を変えてほしいってお願いしたんだけど……」

　未来の困ったような口調からすると、いい返事はもらえなかったみたいだ。

「却下されたんだ」

　私が代わりに言うと、未来は何度も頷く。

「水沢副社長って他の役員と違って、人に頼ろうとしないんだよね。なんでも自分でやろうとするし、すごく気がつく人なの。上手く人に仕事を振ればいいのに、全部自分で背負い込もうとするのよね。……だから心配なのよ。もっと有能な秘書が水沢副社長をちゃんと管理しないと、あのままじゃ、いつか倒れちゃう」

　未来は心配そうに小さなため息をついた。彼女は彼女なりに水沢副社長のことを心配しているのだろう。

　そういえば、私が秘書をしていた頃、桐山専務が『水沢副社長は頭が切れて仕事も早いけど、いつも焦っているように見える。あの若さで副社長になって周りからの期待や、やっかみ、いろんなプレッシャーを感じているんだろう。だがそんなに慌てなくていいと思うんだけどな……』って言っていたっけ。

　仕事はデキる人だと思うけど、未来には残業させないのに私には時間外労働をさせるんだ。もしかして人によって態度を変えるのかな？

　なんだかますます水沢 尊という男性がわからなくなった。




　その日の夜、水沢さんからメールがきた。

　きっと明日は夕食がいるのだろう、と予想しながら内容を確認する。

【明日の夕食はふたり分用意をして待っていてほしい。料理の内容はお任せします】

　ふたり？　それってお客様が来るってこと？　それにこの文面からすると、お客様がいるあいだ私は帰っちゃダメってことだよね。

　どんな人が来るのか考えると気が重くなった。

　できれば『用事がある』と言いたいところだけど、どうせまた強引に話をまとめられてしまうのだろう。まぁ、今回はそこまで家政婦の仕事から逸脱してるわけでもないしね。

　結局私は【了解しました】と返信してからベッドに寝転がり、は～っと大きなため息をこぼした。










ふたり分の食事の意味




　翌日、水沢さんに言われた通り、私はふたり分の食事を用意して、彼の帰りを待っていた。

　一体どんな人を家に連れてくるんだろう。自宅に呼ぶってことは、きっと特別な人だよね。でも、なんで私の料理を食べさせるのかな。外食をすればいいと思うんだけど……。もし……お客様が女の人だったらどうしよう。なんかますます気が重いな。

　水沢副社長が楽しそうに食事と会話を楽しむあいだ、少し離れた場所に立ち、姿勢を正して指示を待ち続ける自分を想像してしまう。

　すると私の頭は、お客様は女性だと勝手に決めつけ妄想を進める。

　水沢副社長の部屋から見える夜景は、女性のハートをつかむには最高のアイテム。今日は彼女をお泊まりさせるのかも。

　ああああ！　なんだろう私ってば、嫌な妄想しかできない！　しかもなにイライラしちゃってるの。

　自分は水沢副社長の家と自宅の往復だけの寂しい生活だから？　あ～、この複雑な感情、誰かに聞いてもらいたい……。

　たとえば未来とかに？　でも、仕事と家事で忙しいよね。それに妊婦だし、こんな愚痴で呼び出すのもな……。

　じゃあ、もうひとりの水沢さん？　でもまた『なんかお前の話聞いてると、ヤキモチ焼いてるとしか思えないんだけど？』とか言われちゃうのも面白くない。それに私、彼の連絡先知らないんだった。向こうが聞いてこないのに私から聞くのもなんだかね。

　結局、イライラを積もらせながら、私は水沢副社長とお連れの方の帰りをダイニングの椅子に座って待っていた。




　十九時を少し過ぎた頃、ガチャッと玄関のドアの開く音がしたため、私は急いで出迎えに向かった。

「おかえりなさいませ」

　お辞儀をして、ゆっくりと顔を上げると、そこには……水沢副社長しかいなかった。

　あれ？　もしかして、ドタキャンでもされたの？

「あ、あの……」

「なに？」

　相変わらず無表情な彼に、少し躊ちゅう躇ちょしつつも勇気を出して聞いてみる。

「お連れの方は……いらっしゃらないんですか？」

「お連れ？　そんなのいないけど」

　彼は無表情のまま淡々と答えた。

「え!?」

　思わず大きな声を出してしまい、水沢副社長は少し怪訝な顔で私を見た。

「俺、そんなこと言ってないけど？」

　少しむすっとした顔をされ、意味がわからず頭の中が混乱する。

「でもお食事を……ふたり分用意して待っていてほしいって連絡くださいましたよね」

「確かに頼んだけど、客を連れてくるとは言ってないよ」

　水沢副社長は靴を脱ぎながら、冷ややかな声を出す。

　うっ。確かにそうだけど……。

「じゃあ、なんでふたり分なんですか？　私が待つ必要もない気がするんですけど」

　勇気を振り絞り、質問をぶつける。

　水沢副社長はスリッパを履くと、ちらりと私の顔を見た。そして「君の分だ」とだけ言い、そのままリビングへ入っていった。

　……はい？　私の分？

　疑問は拭えないけれど、とりあえず水沢副社長のあとを追う。すると、彼はバッグをソファーに置き、着替えもせずダイニングの椅子に腰を下ろした。

　私が彼のバッグを片づけようとすると、「それはあとでいいから座りなさい」と向かいの席を指差す。

　この人がなにを考えているのか全くわからないけれど、私は渋々席に着いた。

「あの……なんで私の分まで作らないといけなかったんですか？」

　ふくれっ面で口を尖らせる。

「直接話したいことがあったし、ひとりで食事するよりふたりで食べたほうが美味しさが増すだろ」

　彼が、当たり前のことを聞くな、というような表情で放った言葉に、私は驚きを隠せなかった。

『ふたりのほうが美味しさが増す』って……真面目な顔して可愛いこと言わないでよ。こっちが恥ずかしくなるじゃない。

　なにも返事ができないまま水沢副社長をちらっと窺うと、彼も自分が口にした言葉にハッとしたのか、少し頬を赤らめて明後日あさってのほうを向いていた。

　その顔が普段仕事では決して見せないものだとわかっているから、私までドキッとして赤面しないよう、水沢副社長から目をそらした。

　それから私たちは食事を始めた。

　お客様が来ると思っていたので、今日のメニューは普段より頑張った。ゆず胡こ椒しょうを利かせたマグロのカルパッチョにレンコンのはさみ揚げ、鶏肉と大根の煮物、茶ちゃ碗わん蒸むしなど、どれも今まで夕食に出したことのない新メニューだ。それをまさか自分が食べることになるとは思わなかった。

　それに今まで夕食の感想を直接彼から聞いたことはなかったけど、もしかしたら今日、なにか言ってくれるかもしれないと期待した。

　でも……黙々と目の前の料理と向き合っているだけで、全く会話がない。

　さっきは意外な台詞せりふを口にしていたのに……これだけ会話がないのなら、ひとりで食べているのと変わらないじゃない。結局、私がここにいる意味ってなんなの？

　悶もん々もんとしながらご飯を食べていると、水沢副社長は私より先に食事を済ませて箸はしを置いた。私はお茶を出さなきゃと思い、立ち上がろうとする。

　その時、彼に真面目な顔で見つめられ、私は動きを止めた。

「食べながらでいいから聞いてほしい」

「は、はい」

　私が姿勢を正し膝に手を置くと、水沢副社長は真っ直ぐ私の目を見て喋った。

「相沢未来を知ってるな。君の元同僚で、今は俺の秘書をやってる」

「はい」

　頷きながらも、なんで未来の話をするのか疑問に思った。

「彼女、今妊娠中で、俺もあまり彼女に無理をさせないようにしているんだが……」

「未来から聞いてます」

　彼女の身体を気にかけていることを知り、優しいところもあるんだと思った。私に対してはなさそうだけど……。

「じゃあ、話が早いな」

　水沢副社長の口角が一瞬だけ上がったのを、私は見逃さなかった。

「え？」

　嫌な予感しかしないんですけど……。

「来週、大阪で大きな契約があるんだ。だが、大事な時期に相沢くんを遠くまで同行させることはできない。そこで……彼女の代役を君にお願いしたいんだ」

　相沢のために協力しないわけないよな、友達だもんな、とでも言いたげな目が私をとらえた。

「はい？」

　私が驚いて口を開けたままだというのに、水沢副社長はそれを意に介さず続けた。

「来週の金曜日、会社には寄らずここから直接東京駅に向かうから、その日はスーツでここに来るように」

　パーティーの時同様、私の意見など聞こうとはせず、決定事項として勝手に話を進める。

「同行だなんて無理です。私は家政婦です」

　いくら未来の代役といっても、私はもう山岡物産とは関係のない人間だ。私は椅子から立ち上がり、水沢副社長を睨みつけながら訴えた。

　大体、なんで私がそんなことしなきゃならないの？　担当を持っていない新人の秘書でも連れていけばいいじゃない。

　だが水沢副社長は動じることなく、ゆっくりと口を開いた。

「でも君は数ヶ月前まで秘書だっただろ。桐山専務も君は有能だったと言っていた。あの桐山専務のお墨つきなら全然問題ないと思うけどね……それに俺のことをなにも知らない他の秘書に頼むより、日頃ノートでやりとりをしている君のほうが適任だ。もちろん今回も竹原さんには了解を取ってあるし、特別手当ても出す」

　本来だったら、こんな無茶なことは断って当然だ。だって契約にはないことだから。だけど、自分でもどうしてだかわからないけど、反論できなかった。『もっと有能な秘書が水沢副社長をちゃんと管理しないと、あのままじゃ、いつか倒れちゃう』と言った未来の言葉が脳裏をよぎったからかもしれない。

　私は感情を押し殺して「わかりました」と返事をすると、席を立ち、食器を片づけ始めた。

「ありがとう」

　水沢副社長は私に背を向けたまま言い、窓から夜景を見続けていた。










ドキドキだらけの出張




「あ～なんか苦しい」

　出張当日、私は姿見の前で身体を何度も捻ひねり、身だしなみをチェックしていた。

　ここ数ヶ月、動きやすくてゆったりとした服装ばかりだったせいか、久しぶりのスーツは窮屈で仕方ない。よくこんなものを何年も着ていたものだ、と過去の自分を褒ほめてやりたくなった。

　時計を見ると、約束の時間の三十分前だった。

　遅刻なんてしたら、また嫌味を言われてしまう。

　私はバッグをつかみパンプスを履くと、狭い玄関で最後にもう一度全身を確認して家を出た。

　水沢副社長のマンションに着いた私は、すぐに見覚えのある黒塗りの車が停まっていることに気づいた。恐る恐る近づいていくと、後部座席の窓が開く。

「乗れ」

　相変わらずの命令口調でスタート。

「おはようございます」

　車に乗り込み、水沢副社長の隣に座って挨拶すると、彼は黙って私を見た。

「な、なんですか？　なにか私に問題でも？」

　挨拶も返してくれないのにじっと見られるのは、あまりいい気分ではない。怪訝な表情を浮かべて彼に尋ねた。

　でも水沢副社長は答えることなく、視線を窓の外へ向け、持っていた資料を私に差し出す。

「大阪に着くまでにひと通り目を通しておくように。あと……スーツ似合ってる」

　どさくさまぎれに呟かれた言葉に、不覚にもドキッとしてしまった。

　前を向いたまま視線だけを水沢副社長に移すと、新調したのか、彼は今まで見たことのない高級感溢れるスーツ姿で、長い足を組み、資料を読んでいた。

　……悔しいけど、カッコいい。

　秘書時代、真剣な目で部下と話をしながら歩いている姿を何度もすれ違いざまに見てきた。その時はすごく遠い存在に感じたけど、水沢副社長の仕事が間近で見られると思うと、朝までの憂鬱な気持ちは少しずつ薄れていった。

　彼の真剣な姿を見て、やるからには失敗はできないと奮起し、私も資料を読み始めた。

　今日の仕事は、ベルギーの有名なショコラティエ、シュミット氏から日本での販売権をもらう契約をすることだ。シュミット氏にとっては今回が海外初進出となる。このブランドに惚れ込んだ水沢副社長が、自ら何度もベルギーまで足を運びやっとここまでこぎ着けた。

　本来なら、契約締結も水沢副社長がベルギーに行くところだが、シュミット氏が他の用事でたまたま来日することになり、滞在先である大阪で行うことになったらしい。

　販売権は他の会社も狙っていただけに、今回の契約は水沢副社長の努力と手腕のたまものと言える。

　大事な瞬間に立ち会えることに、気持ちが高揚していった。

　やがて東とう京きょう駅に着き、新幹線の改札口を通るまでの道すがら、私は異様な光景を目の当たりにして、驚いた。

　それは水沢副社長へ向けられる視線だ。特に若い女性たちはほとんど全員二度見をする。

　まぁ、これだけカッコいいし、堂々と歩く姿は目を引くものがある。だけど、『それにしても見られすぎじゃないの？』と言いたくなるほどだった。

「あの……いつもこんな感じなんですか？」

　ホームで新幹線を待ちながら、水沢副社長に尋ねた。こんな質問をしているあいだも、絶えず視線を感じ続けている。

「なにが？」

「その、さっきからすれ違いざまに振り返られるので、芸能人みたいだなーって」

　住む世界が違う人を見ているような眼まな差ざしを向けた。

　実際違うんだけどね……。

「気にしたこともないね。別にその辺の女になんか興味ないからな」

　くだらない質問するなと、呆れるように私に目をやる。

　別世界の人は言うことも違うね～。それにしても本当に興味なさそうに言うんだな、この人。……って、今日は出張なんだから、ふざけるのはこの辺にしなきゃ。ここからは、契約が上手くいくことだけを考えよう！

　そう小さく気合いを入れたのだった。




　固い握手を交わし、無事にシュミット氏との契約は終わった。水沢副社長が何度もベルギーまで足を運んだだけあって、互いの信頼関係がすでに成り立っていた。

　商談中の水沢副社長は、さすが山岡物産の業績をアップさせただけあって、話の進め方に無駄がない。

　なによりも一番驚いたのは、水沢副社長が終始にこやかだったこと。そして、相手に寄り添いつつも、ここぞという時の押しの強さのバランスが絶妙だった。相手の難しい要求にも笑顔を崩さず冷静に進める姿勢は、いずれ会社のトップになるにふさわしいと思えた。

　商談が終わると、未来が予約してくれたふぐ料理の店に移動して会食となった。

　シュミット氏とその奥様と一緒に食事を楽しむ水沢副社長は、普段、私の前で見せる無表情とはほど遠い、人好きのする笑顔を浮かべている。

　こんな風に笑えるなら、もう少し私にも見せてくれてもいいのに。

　だけど、ちょっと前まで私は秘書で、今回のような出張同行も何度も経験して慣れていたはずなのに、今はこのかしこまった空間に疲労を感じずにはいられない。

　普段なら、疲れた時は『ん～っ』と声を出しながら両手を上げ、伸びなんかをしてしまうけど、もちろん会食中はそういうことはできないわけで……のびのびと楽しく鼻歌を歌いながら、家事をしているほうが自分には向いていると実感した。

　あ～早く帰って、こんな窮屈なスーツ脱いでしまいたい。

　そんなことを考えているうちに会食は終わり、これから新幹線で九きゅう州しゅうまで行くというシュミットご夫妻を新しん大おお阪さか駅までお連れし、ホームでお見送りをした。

　これでやっと全ての仕事が終了し、私は腕時計に目を落とす。時間は十四時五分前だった。

「今からなら、十四時二十分の新幹線に乗れると思いますが」

　早くチケットを手配したくて、水沢副社長に確認を取る。

「いや、手配しなくていい」

　けれど彼は、まさかの返事をして階段を下りていく。

「はい？」

　なにがなんだかわからないまま、水沢副社長を追いかけていくと、水沢副社長は背中を向けながら、私に新幹線の切符を見せた。

「今から京きょう都とに行くから」

　え？　なんで京都？　東京じゃないんですか!?　聞いてないよ！

「時間がないから急げ」

　水沢副社長は動揺する私の腕をつかみ、そのまま上りホームへと歩きだした。




　新大阪駅から京都までは、新幹線で二十分もかからずに着いた。

　観光でもするのかと思いきや、水沢副社長は駅のロータリーですぐにタクシーを拾い、運転手に店らしき名前を告げた。

　新幹線に乗っている時もそうだったけど、水沢副社長は必要最低限のことしか言わず、世間話の類は一切しない。仕事ではあんなに喋るのに。

　今もどこに行くのか聞きたいのに、彼は眠っているのか目を瞑つむっており、尋ねる機会も与えてもらえない。私が無理やりにでも聞けばいいのかもしれないけれど、やっぱり一歩引いてしまう。だって私は家政婦だから……。

　タクシーに乗ること一時間。〝人里離れた〟という言葉がぴったりな景色が広がっていた。大きな門の前でタクシーを降りた私たちが中に入っていくと、目の前には立派な日本庭園と、その奥に、歴史を感じさせる古民家造りの建物が見えた。

「あの……ここは一体どこですか？」

　入口に名前が書いてあったけど、達筆すぎて読めなかった。だけど、私のような庶民が気軽に入れるところではないということだけはわかる。

「昔馴染みのところだ。さぁ行くぞ」

　水沢副社長は私に視線をやることなく、さっさと歩きだした。

　彼の返事が答えになっていないことを不満に思い、口を尖らせながら後ろをついていく。そして建物の前まで行くと、入口の引き戸がタイミングよく開き、中から和服がとてもよく似合う、品のいい女性が現れた。

「おこしやす。尊はんお久しぶりどすな」

「女将おかみ、急で悪かったな」

　さっきまで気難しそうな顔をしていたのに、急に笑顔になった。

　女将さんとこんなに親しそうに話すってことは相当常連なのだろう。

　やっぱりセレブは違うね。それにしても、態度が私に対するものと違いすぎません？

　私は女将と水沢副社長の会話を一歩後ろから見ていた。だが、女将と目が合った途端、彼女はとても嬉しそうに目を細め、水沢副社長の肩をバシバシ叩いた。

「もう～尊はん。やっとええ人連れてきはったんどすな～。しかもえらいべっぴんさんやないどすか？」

「女将、余計なこと言わなくていいから、早く部屋へ案内してくれ」

　私のいる位置からは彼の表情は見えないけれど、耳がほんのり赤くなっているのだけはわかった。

　そして女将はというと、もう一度私を見て会釈しながら微笑んだ。

　〝ええ人〟でもなんでもないんだけどな～。完全に勘違いされてるよね。っていうか水沢副社長も、そこははっきり『こいつはそんなんじゃない。ただの家政婦だ！』って否定するべきじゃないでしょうか……。あとで女将にちゃんと訂正しておかないと。

　女将は外へ出て、「どうぞこちらへ」と言い、建物のすぐ横にある石畳を歩き始めた。

　一体どこへ行くのだろう、ときょろきょろしながらあとをついていくと、目の前に五軒の離れがあった。一番奥の離れの前まで案内され、そこで初めてここが旅館だということを知った。

「いつもの部屋どす。尊はん、お食事はお部屋でよろしゅうおすか？」

「ああ、そうしてくれ。女将、ここでいい。あとはなにかあったら連絡するから」

「さよですか？　ほなよろしゅう」

　そう言った女将は、鍵を水沢副社長に渡すと一礼して、また私に向かって微笑んだ。

　あ～、完全に勘違いされてる。弁解するタイミングもなかった。っていうか……なんで旅館でしかも離れなの？

「あの……ここって……」

　落ち着きなく周りを見渡しながら、彼の真意を探ろうとする。

「見りゃわかるだろ？　旅館の離れだ」

　平然と言ってのけた水沢副社長は、ちらりと私を見て鍵を指差した。

「そ、それはわかります。っていうか、どうしてここに？」

「泊まるからに決まってるだろ？」

　お前はバカか、とでも言いたげな表情をされ、思わず本音をぶちまけてしまう。

「それくらいわかります！　そうじゃなくて、なんで私も一緒なんですか？　お泊まりになられるのなら、おひとりでどうぞ。私の仕事は終わったんですよね？　東京に帰りたいんですけど」

　不満を露わにして水沢副社長を睨んだにもかかわらず、返ってきたのは有無を言わせぬ命令口調。

「どうせ、帰らなきゃいけない急用なんかないだろ？　ほら行くぞ」

　こっちの意見を完全に無視して、水沢副社長は鍵を持っていないほうの手で私の腕をつかむ。そして鍵を開けた彼に引っ張られ、無理やり部屋に入らされた。

　一体どこまで私はこの人の言いなりにならなきゃいけないのだろう。この手が離れたら……絶対東京に帰ってやる。

　そう思いながらつかまれた腕を恨みがましく見つめていると、突然水沢副社長が足を止めた。

『急に止まらないでください』と文句を言おうとした時、眼前の景色に目を奪われた。

　それは部屋の前に広がる石庭だった。岩、石、砂で作られた石庭には綺麗な砂さ紋もんが描かれている。

「いいだろ？」

　水沢副社長がフッと笑った。

「ええ、とても素敵です」

　あまりの美しさに、素直に答えてしまう。

「祖父が仏像とか寺を見るのが趣味で、京都に来た時にはよくここを利用してたんだ」

　つかまれていた腕がそっと離され、水沢副社長はジャケットを脱いだ。私はそれを受け取り、すぐにハンガーにかける。

　情けないが、完全に職業病だ……。

　彼はリビングのひとりがけの座椅子に座ると、「君も休んだら？」と向かいの席を私にすすめた。言われた通り、そこに腰を下ろし、水沢副社長をちらりと窺うと、彼は頬杖をつきながら懐かしむような優しい目で石庭を眺めていた。

「小学生の頃、初めて祖父とここに来た時、この砂紋を見て自分もやってみたいって運動靴のまま庭に入ったんだ。そしたらカンカンに怒った祖父に、君の座っている椅子の横に正座させられた。それで怒鳴られたよ。『熟練した職人さんが魂を込めて描いた作品を壊すんじゃない！』ってね」

　当時の様子を思い出しているのか、時々フッと微笑みながら、柔らかいトーンでゆっくりと話してくれた。

　正直驚いた。だって水沢副社長が自分のことを話すなんて初めてのことだから……。

　そして、さっきまでのトゲトゲしさが全くない瞳で私を見つめる。

「いつも君には世話になってるから……今日はゆっくりしてもらいたくて、連れてきたんだ」

　少し照れたのか、水沢副社長は再び視線を石庭に向けた。

　私は予想外の言葉に一瞬固まってしまったけれど、ゆっくりと言葉を紡つむいでいく。

「あの、そんな……それが私の仕事ですし、お給料をいただいています。水沢副社長にここまでしてもらうほど私はなにも――」

『していない』と言おうとしたが、水沢副社長に遮さえぎられた。

「俺がそうしたかっただけだから……」

　目を細めて微笑む彼に、私はドキドキしていた。

　ちょ、ちょっとなに？　急に優しくなるとか反則じゃない！　石庭見て癒されたら優しくなっちゃった？

　ころころ変わる彼の態度に、どうしたらいいのかわからなくなってきた。

　さっきまでは帰る気満々だったのに、水沢副社長の予想外な笑顔と言葉のせいで、気がつけばこのまま泊まる気になってしまっていた。だけど、やっぱりふたりきりというのはどうも落ち着かず、わざとらしく立ち上がってみたりする。

「お部屋ってどんな感じなのかな～」

　けれど、水沢副社長はなにも答えず、足を組みながら黙って石庭を眺め続けていた。

　……今度は無視かい。よくわからない人だ。

　私は気を取り直して部屋の中を探索した。素晴らしいのは石庭だけではなく、インテリアもひとつひとつに高級感があり、随所から格式の高さが窺える。

　今いるリビングの隣には十二畳の和室があり、さらにその右隣にもうひとつ部屋があるようだった。

　ここも和室かな？と思いながら襖ふすまを開けた瞬間、私はその場で固まってしまった。なぜならそこは、ツインのベッドルームだったから……。

　同じ部屋なんてこと、絶対ないない！

　一瞬だけ一緒に寝ている自分と水沢副社長を想像して、慌てて部屋の戸を閉めた。

　そして何事もなかったかのように、部屋の探索を続けた。リビングの横にトイレがあり、その向かいにお風呂らしき戸がある。それを勢いよく開けると、竹林に囲まれた檜ひのき造りの露天風呂が目に入ってきた。

「うわ～」

　あまりの素晴らしさに感嘆の吐息を漏らしてしまう。

　ライトアップしたら、絶対幻想的だよね。恋人とこんな素敵なところに泊まれたら最高だろうな……。

　思わず妄想してしまう。そんな妄想の中の相手は……なぜかもうひとりの水沢さんだった。

　なんでここで彼が出てくるの？　確かにあの人のほうが気を遣わずに喋れるし、好きか嫌いかって言われたら好きだけど、恋人になりたい〝好き〟じゃないと思う……多分。

　でも、あのいつものよれよれな格好じゃ、ここに来たとしても門前払いよね。もっとビシッと決めたら絶対カッコいいのに。

　もうひとりの水沢さんのことを思い出していたら、自然と笑みがこぼれた。

「なにニヤニヤしてるんだ？」

　私の顔を覗き込みながらほくそ笑む水沢副社長によって、現実に引き戻された。突然のことにびっくりした私は、慌てて顔を両手で隠す。

「な、なんですか？　急に……それにニヤニヤなんて」

「してた。露天風呂見てニヤニヤとか……いやらしいことでも考えてたのか？」

　水沢副社長が不敵な笑みを浮かべながら見てくるため、私は下を向いて否定する。

「か、考えてません！　ところでなにか用ですか？」

「夕食は十八時半にしてもらった。風呂に入りたかったら、お先にどうぞ」

　どうでもいいけどって顔で私を一瞥すると、リビングへ戻っていった。

　そんな彼の後ろ姿を見ながら、どれだけ一緒の時間を過ごしても、彼と会話を楽しむことはきっとないのだろうと思い、寂しくなった。




　露天風呂は本当に最高だった。

　檜の香りと竹林の景色が素晴らしく、時間を忘れて日々の疲れを癒すことができた。

　思う存分お風呂を堪能したあと、浴衣ゆかたに着替えて部屋に戻ると、夕食の準備が整っていた。

　すでに座っていた水沢副社長は、いつの間にか浴衣姿になっており、さっぱりした顔をしている。

「あの……水沢様、お風呂って」

　私だけが入ったのに、水沢副社長の入浴してきたかのような雰囲気に疑問を感じ、尋ねる。

「別棟にある大浴場に入った。それより腹減ったから早く食べよう」

　私を手招きし、向かいの席に座るように指示する。

「は、はい。すみません」

　私がここの露天風呂に入ったから、水沢副社長に大浴場へ行かせてしまった。

　そう思ったら申し訳ない気持ちになり、深く頭を下げてから腰を下ろした。

　ビールの栓を抜いて水沢副社長にお酌すると、彼がビール瓶を取り上げ、私のグラスに注いでくれた。

「すみません」

　こんなことをされるなんて予想だにしておらず、慌てて会釈をする。

　そして水沢副社長がグラスを持ち上げたので、私も同じようにして乾杯をした。

「お疲れ様です」

「お疲れ」

　お風呂上がりのビールはやっぱり最高に美味しい。でも一緒に飲んでいる相手が水沢副社長だと、どうしても完全にリラックスすることができない。

　これがもうひとりの水沢さんだったら、遠慮なくぐびぐび飲めるのに……と思いながらも、これも仕事と割り切って笑顔を作った。

　そして目の前に並べられた料理に目をやると、それは山のもの、海のものをふんだんに使った京懐石だった。小皿に盛りつけられた料理は、彩りもよく芸術のようで目でも楽しめる。素材を活かした味つけはとても繊細で、食べるのがもったいないぐらいだった。

「どうだ？」

　水沢副社長は私をじっと見つめ、まるで自分が作ったみたいに感想を求めてきた。

「とても品があって見てるだけでも幸せになります。こんな料理作れたらいいんですけど……」

　視線を送られ続けて恥ずかしくなった私は、料理に目を落とし、ひと口食べてから小さく微笑んだ。

「でも、俺は君の作る料理が一番好きだ」

　水沢副社長は表情ひとつ変えずに言った。

　それが料理だとしても……『好きだ』という言葉にはそれなりの破壊力があった。

　私は褒めてくれたことへのお礼を言うのも忘れて、『ドキドキよ、収まれ』と心の中で呪文のように唱える。そして、一瞬で赤くなったであろう顔をごまかすようにビールを飲み干した。

　そのあとも特別会話が弾むこともなく、静かな夕食は終わった。

「あの、夜の露天風呂……いかがですか？」

　自分が先に満喫してしまったことに罪悪感を覚えたため、そう声をかけてみた。

「誘ってんの？」

「はい？」

　相変わらず無表情なのに、口から出た言葉が挑発的で、私はのけぞりそうなほどびっくりした。

「一緒に露天風呂に入りませんか？ってことかと思って」

　水沢副社長は、ニヤリと口角を上げ、意地悪な笑みを浮かべる。

「……違いますよ。雰囲気が綺麗だし、出張の疲れも取れるかなと思って」

　両手を振って全力で否定しながら言うと、水沢副社長は黙って私を見つめ、フッとため息をつき頷いた。

「……わかった。ありがとう。少し仕事が残ってるから、それを片づけたら入るよ」

「え？　仕事ですか？　私に手伝えることがあったら……」

　疲れているのはお互い様だし、あんな美味しい料理と素敵なお風呂に呼ばれてしまった手前、なにかできることがあればと素直に思ったのだ。

「特にないからいい。あとは適当にやってくれ。それと俺は和室で寝るから、君はベッドルームを使ってくれ」

　水沢副社長は立ち上がると、電話でフロントに「食事が終わった」と連絡をして、バッグからパソコンを取り出した。

「え？　でも……」

　私がベッドルームを使うなんて……と思い、水沢副社長に駆け寄って断ろうとする。

「嫌なら、同じ部屋でもいいけど」

　水沢副社長が口角を上げニヤリと笑った。彼の浴衣の少しはだけた襟に、妙に色気を感じて、顔がまたカ～ッと赤くなった。

「結構です。では……」

　私は勢いよく頭を下げ、回れ右をしてそそくさとベッドルームへ入っていった。背中からは水沢副社長の笑い声が聞こえてきた。

　完全におちょくられてない？　私……。




　……眠れない。目が冴さえて眠れない。せっかくふかふかの気持ちいいベッドなのに眠れない。その理由は……。

　ほんの少しだけ開いている襖の隙間から、光が漏れてくるのが気になるからだ。きっと水沢副社長はまだリビングで仕事をしているのだろう。それなのに自分だけグーグー寝ることはできなかった。

　彼が休んでくれれば、安心して眠れるんだろうけど……。

　そう思っていると、襖を開け廊下を歩く音がした。もしかしたら露天風呂に入ってくれるのかもしれない。なんだかやっと安心できた私は、自分の瞼まぶたが重くなっていくのを感じた。

　それからどれくらい眠ったのだろう。急に喉のどの渇きを覚え、ゆっくりとベッドから起き上がった。

　そして襖をゆっくり開けると……水沢副社長がパソコンを開いたまま、座椅子にもたれて眠っていた。

　こんなところで寝ていたら風邪を引いてしまう。声をかけようと思い、彼に近づいていく。でも、その顔を見た瞬間、私は言葉を呑み込んだ。

「……え？」

　そこにいた水沢副社長は、黒縁メガネをかけていて、髪は洗いざらしだからかボサボサで……レンタルショップで会う、もうひとりの水沢さんにそっくりだったのだ。

「……嘘」

　私はその場にへたり込んで、時が止まったように動けなくなってしまった。

　だって……これであの袖口がよれよれのパーカーに、着古したジーンズを穿はいてたら……。でも、喋り方やテンションが全然違うし……。

　私は夢でも見ているんじゃないかと自分の頬をつねってみた。でも、夢ではなく、もうなにがなんだかわからず、ひとりでパニックになってしまう。

　結局水沢副社長を起こすことはできず、私は毛布を取ってきて彼にかけると、放心状態のままベッドに潜り込んだ。

　もちろん眠れるわけはなかった。

　単に似ているだけにしては、似すぎている。もしかして、双子？　いや、そんな話は聞いたことがないし……。まさか同一人物とか？

　ふとよぎったひとつの答えを、私はすぐにかき消した。

　ないない……。あのフランクな水沢さんと、完璧人間の水沢副社長が同じ人なんてありえない。ありえないけど……。

　結局、結論が出ないまま朝を迎えたのだった。




　翌日、私は寝不足の顔で朝食を食べていた。なにも知らない水沢副社長は、いつもと変わらぬ表情で箸を進めている。もちろん今、目の前にいる彼は、髪の毛をきちっと整えていて、着ている服も仕立てのいいものだ。

　ご飯を食べながら様子を窺っては、昨夜と今の水沢副社長を比較した。

　確かにレンタルショップで会う水沢さんに対して私は、〝ちゃんと整えたら絶対にカッコいい〟と思っていた。あまりにも雰囲気が違ったから今までは気にしなかったけれど、思い返してみると、声も似ているような気がしないこともない。

　考えだしたらきりがなくて、いっそ聞いてしまおう、と言葉が喉まで出かかる。でも、口を開こうとすると、どうしても自分でストップをかけてしまう。

　万が一、同一人物だったとして、私はどうしたいんだろう。私はどんな結果を望んでいるんだろう。

　整理がつかないまま東京へ帰り、私は家政婦としての生活に戻った。










突然のキス




　京都の旅館に泊まってから二週間が過ぎたが、水沢副社長とはあの日以来一度も会っていない。

「これでよしかなっ！」

　今日は夕食の用意をしなくていいので、やり残したことがないか最終チェックをしたあと、帰り支度をして水沢宅を出た。

　そして向かうはレンタルショップ。今日は大好きな海外ドラマの新作がレンタル開始される日だ。

　店に入ると一目散に目的の棚へ行き、しゃがんで一番下の棚をチェックする。「あったあった」と呟きながらＤＶＤを抜き取り、レジへ向かおうとした、その時。

「よっ！」

　少し大きな声を出し、片手を上げながら私に寄ってくる男性が。

「水沢さん！」

　久しぶりに会えたのが嬉しくて、声が跳ねた。

「もしかして、水沢さんもこれを借りに？」

　私が手に持っているＤＶＤを見せながら尋ねると、彼は首を横に振った。

「まだそこまでいってない。俺はこれ」

　水沢さんのカゴの中には、十年前にヒットしたアメリカの恋愛もののＤＶＤが入っていた。

「それ、私も知ってる。男と女の友情は成立するのか？っていうやつでしょ」

「ま～そんな感じだね。で、今日はどうすんの？」

　前からそうだけど、私たちは約束をしているわけではない。でも、レンタルショップに来ると彼に会う確率が非常に高く、会えば向こうからご飯に誘ってくれる。今まで断ったことはないし、もちろん今日も快諾した。

　そして、行きつけになったレンタルショップ近くの居酒屋にやってきた。

　こうやって向かい合って彼の顔を見ると、本当にあの時の副社長にそっくりだった。

　でも……引っかかる点はいくつかある。

　家政婦として働いて約三ヶ月になるが、水沢さんが着ているような服を一度もあの家で見たことがない。そもそも水沢副社長のクローゼットに〝カジュアル〟という言葉は皆無だ。スーツとシャツばかりで、いつリラックスするのだろうと思うくらい。

　……だけど、やっぱりすごく似ている。

「なにか俺の顔についてる？　それとも……見惚れてた？」

　少し怪訝そうな表情をしたかと思うと、急にニヤリと笑い、顎に手を当てながら顔を私のほうにぐっと近づけてきた。

「へ？」

　ドキッとして上半身を少し反らすと、水沢さんは口元を手で覆い、わざとらしく照れてみせる。

「じーっと見つめられて、俺、どうしたらいいかなって」

　ふたりの水沢さんのことを考えていたら、いつの間にか目の前の水沢さんを見つめてしまっていたみたいだ。

「あっ、ごめん……特に意味はないの」

　両手を横に振って慌てて弁解するも、私に視線を送りながら、彼が本気とも冗談とも取れるような言い方をする。

「ふ～ん。俺的には見惚れてた、って言ってほしかったんだけど」

「え？」

　どう返事をしていいのかわからず、固まってしまった。

　水沢さんって、時々ドキッとするようなことをしれっと口にするから困る。悔しいけど……私、この人にすごく惹ひかれ始めてるんだ……。

　いつも明るくて、さばさばしていて、私のくだらない愚痴をいつも黙って聞いてくれる。それも、聞いてほしいな～って思っていると、タイミングよく現れてくれるんだよね。それで、話をしていると、嫌なことも自然と吹っ切れてしまう。特別なアドバイスなんてなにもしてくれないのにね。

　いつも別れ際になると、もう少し一緒にいたくなる。

　これって、完全に〝恋〟だよね。だけど、勇気がない。もし振られたら、こうやって会ってくれなくなるんじゃないかって不安になる。

　だから……このままでいい。




「今日の桃花……なんかいつもと違うけど、大丈夫？」

　パーカーのポケットに手を突っ込みながら歩いていると、水沢さんが急に立ち止まって、私の顔をまじまじと見た。

「そうかな。普通だけど……。大丈夫だよ」

　安心させるため、ちょっと大袈裟にガッツポーズをしてみせるが、実際頭の中は全然普通じゃなかった。

　ふたりの水沢さんがすごく似ているとか、同一人物かもしれないとか、目の前の水沢さんが気になるとか、いろいろ……。でもそれを口に出すつもりはない。

「……嘘だね。顔に出てる」

　水沢さんは私を見下ろし、なんでもわかっているような顔をした。

「出てない。それにこんな暗がりで私の表情がわかるの？」

　ヤバいと思い、否定しながら一歩後ろに下がった。でも、その距離を詰めるように、水沢さんが一歩前に出る。

「わかるね……俺なら」

　水沢さんはポケットに手を突っ込みながら、顔だけをぐっと近づけ、自信たっぷりに言った。

　自分の気持ちを悟られたくなくて、私は彼の言葉を無視して歩きだす。

　その時、前から自転車がものすごいスピードで走ってきた。スマホを触りながら運転しているため、私たちがいることに全く気づいていないようだ。

　危ない、ぶつかる！

　そう思った瞬間、水沢さんが私の手をぐいっとつかみ、引き寄せて庇かばうように抱き締めてくれた。

「桃花！　大丈夫か？」

　彼は自転車が通り過ぎると、私の顔を覗き込み、心配するような眼差しを向けてくれた。

　でも、私はというと、それどころではなかった。バクバクと心臓が跳ね続けるのは、自転車のせいなのか、抱き締められているせいなのかがわからず、混乱しきっていたのだ。

　それでも、なんとか少し落ち着きを取り戻し、小さく口を開いた。

「あ、あの……ありがとう」

　視線を泳がせる私の顎を水沢さんの手がとらえ、自分のほうへ向けさせる。

「み、水沢さん？」

　じっと私を見つめる彼の瞳に吸い込まれそうになる。

　そして気づけば、水沢さんの顔が近づいてきて、私の唇になにかが触れた。そこから彼の体温がゆっくりと伝わってくる。

　……唇？　ってことはこれって……キス？　どうして彼が私にキスしているの？だって今、自転車にぶつかりそうになったのを庇ってくれて。それで……それで……。

　あらゆる疑問が洪水のように押し寄せて、身動きが取れなかった。

　ゆっくりと唇が離れると、水沢さんはフッと笑ってから私に告げた。

「謝らないし、なかったことにもしない」










好きな人の秘密




　水沢さんとのキスから二日が経った。

　あのあと、私の頭の中は彼でいっぱいになった。水沢さんは家まで送ろうとしてくれたけど、キスの衝撃が大きすぎて、せっかくの申し出を断った。別れ際に私の頭を優しく撫でた彼は『気をつけて帰れよ』と言って、ずっと見送ってくれたっけ。

　あの時、家まで送ってもらっていたらどうなってたかな……。

　それを想像すると、ドキドキが止まらない。

　もしかして私のこと好きなのかな……？　って、さすがに調子に乗りすぎ？

　頭の中がお花畑化しつつあるが、まだ解決できていない問題がひとつあった。

　それは水沢副社長ともうひとりの水沢さんの関係だ。普段の生活を考えると、やっぱりあのふたりが同一人物だとは思えないけど……。

　今度水沢さんに会ったら、勇気を出して『好き』って伝えよう。その時にちょっと聞いてみればいいや。『私が担当してるお客様に似てるんだけど、親戚に水沢 尊さんて方いるかな～』なんてね。でも実際好きって言えるかどうか、そっちのほうが怪しいな……。

　いつものように水沢副社長宅で仕事をしながら、私はそんなことを考えていた。

　洗濯機が完了するまでのあいだに、廊下の拭ふき掃除を終わらせようとした時、入室を禁止されている書斎のドアがほんの少しだけ開いていることに気づいた。

『鶴の恩返し』じゃないけど、見てはいけないと言われると見たくなるのが人の性さが。ちょっとだけちょっとだけ、と自分に都合のいい言い訳をしてそっと覗く。

「なーんだ。普通じゃん」

　特別恐ろしいものも、エロいものもない、いたって普通の書斎だった。

　なぜここに入ってはいけないのか、私には全くわからなかったのだが、ふと目をやったパソコンの横に、見覚えのある、あるものがあった。それは私が行きつけにしているレンタルショップの袋と無造作に置かれたＤＶＤ。十年前ヒットしたアメリカの恋愛もので、もうひとりの水沢さんが借りたものと同じタイトルだった。

　その途端、緊張が走り私の心臓がドクドクと音をたて始める。私は震える手で袋の中から貸出レシートを取り出し、レンタルした日時を確認した。

「嘘……でしょ？」




　頭が真っ白なまま帰宅した私は、なにもする気が起きず、バッグを力なく下ろしてソファーに横になった。

「はぁ……」

　なにをどうすればいいのかもわからないし、もちろん気持ちの整理もできなくて、自分の今までの行いを思い出しては悲鳴を上げそうになった。

　だってパーティーに行ったのも、大阪への出張も、京都でのお泊まりも、レンタルショップでの楽しい会話も……あの日のキスも、全部同一人物だったのよ。

　しかも私ってば、本人を目の前にして、その人の悪口を言ってたんだから、そりゃ黙って聞くわよ。それを私は、くだらない愚痴を黙って聞いてくれて嬉しいと思っていたなんて……。

　っていうかなんで？　なんで一人二役やるかな。私の表の部分と裏の部分を見て楽しんでたとか？　なんでフレンドリーだったり、無愛想だったりする必要があったの？

「あああああ！　もう！」

　ひとりで悶々としていても、なにも解決しない。

　考えてみたら、私が夕食を作らない日に限って、レンタルショップで水沢さんと遭遇していた。今頃気づくなんて……。

　だけど真相が知りたい。どうしてこんなことになっているのか、やっぱり直接聞くしかない。

　そう思った私は、ある決心をした。




　翌日、普段は夕食の支度を済ませて十七時になったら帰るけど、私は夕食を作って彼の帰りを待った。直接、水沢副社長……いや水沢さんに本当のことを聞くために。

　帰宅した時、私がいたらどんな顔をするのだろう。

　真実を知りたい気持ちと、知りたくない気持ちが交差して、全く落ち着かなかった。

　水沢さんがいつも何時頃帰宅するのか、私にはわからない。

　だけど何時だっていい。何時まででも待つ覚悟はできているから。

　私は書斎からレンタルＤＶＤを持ってきて、ソファーに座って彼の帰りを待った。




　どのくらい経っただろう、玄関のドアの開く音が聞こえ、私の心拍数が一気に上がる。深呼吸をして心を落ち着かせようとするけれど、心臓は飛び出すんじゃないかと思うくらいバクバクしていた。

　きっと私の靴を見たからだろう。ものすごい勢いでリビングのドアが開いた。

「小野寺くん？　……なんで!?」

　私と私が手に持っているＤＶＤを交互に見た彼は、かなり驚いた様子でその場に立ち尽くしている。

　私はリビングの入口にいる水沢さんの前まで行き、ＤＶＤを差し出した。

「『それ、私も知ってる。男と女の友情は成立するのか？っていうやつでしょ』って言ったら、これを借りた人は『ま～そんな感じだね。で、今日はどうすんの？』って言ったんです」

　水沢さんは黙ったまま、目を見開き、視線を泳がせた。

　……やっぱり同一人物だったんだ。

「無口で私に無理難題を押しつける副社長さんと、ボサボサ頭でＤＶＤを見るのが好きな水沢さん……本当のあなたはどっちなんですか？」

　声を震わせながら尋ねた。

　こんなに手の込んだことをして、水沢さんは私をどうしたかったの？　どうしてキスなんてしたの？

　私にはもうさっぱりわからない。だから知りたかった。水沢 尊の全てを。

「教えてくれるまで、私……帰りませんから」

　私は水沢さんを見上げ、唇を噛み締めた。

　彼が整っていた髪の毛を荒々しくかき上げた途端、その姿は私にキスをした水沢さんになった。

　私は目頭が熱くなり、両手で口元を押さえた。すると目を細めた水沢さんが私の頭をゆっくりと撫でながら「話すよ」と囁ささやき、ソファーへと促した。







四章　それぞれの思い










ずっと君が好きだった　ｓｉｄｅ水沢




「どっちが本当の俺かっていえば、今、桃花の目の前にいるのが、本当の俺」

　俺は前屈みで腕を組み、顔を彼女に向けた。

　今の姿が本当の俺と聞いて、桃花はどう思っているだろう。

　テーブルに置かれているＤＶＤをちらりと見てから、また視線を彼女に戻し、今までのことを話し始めた。

　桃花のことは秘書課に配属された頃から知っていたし、桐山専務から、『沈着冷静でいつもひとつ先を読んで行動する』という高い評価も聞いていた。それで、なんとなく彼女のことが気になるようになっていった。

　そんなある日、俺が外出するためエントランスに行くと、受付に忘れ物を届けに来たという親子がいた。その親子が帰ろうとした時、五歳ぐらいの女の子が急に大声で泣きだした。どうも、お父さんが買ってくれた熊のキーホルダーをどこかで落としてしまったらしい。

　親子が必死に探し始めたため、俺も手伝おうとしたが、タイミング悪く取引先から電話がかかってきてしまった。すると、ちょうどやってきた桃花が事情を聞き、観葉植物の陰や椅子の下を、膝をついて覗きだした。傘置き場の横でキーホルダーを見つけた時の彼女の嬉しそうな顔は、今でもよく覚えている。人のために一生懸命になっている彼女に、気づけば俺は心底惹かれていた。

　その時から桃花のことが好きだったが、俺は副社長として海外に出張することが多く、あまり接点がなかったため、会社では挨拶する程度だった。

　もともと、この山岡物産の副社長というポジションは、会長である俺のじいちゃんに無理やり与えられたものだった。二十七歳で副社長になったことで、若造扱いされるし、周りからやっかまれるしで、面倒なことが多かった。だから、とやかく言われないように、とにかくがむしゃらに働いた。

　そんな俺の唯一の趣味が、なにもかも忘れさせてくれるＤＶＤ鑑賞。早く仕事が終わった日に、寄り道せずに真っ直ぐ家に帰り、ラフな服装に着替えてレンタルショップへ行くのをなにより楽しみにしていた。




　あの日もそんな感じだった。

　でもまさかレンタルショップで桃花と会うとは……。しかもいきなり『私も借りたいんです！　今見ないと、私……死んじゃうかも』なんて言ってくるから驚いた。

　その時の彼女は感情むき出しで、桐山専務の『冷静沈着』という話は嘘かと思った。

　仕事で嫌なことでもあったのだろうか。それともプライベートで……？

　そんな彼女を見ていたら放っておけなくなったが、あまり踏み込んだ質問をするわけにもいかず、次に会う口実を作ることしかできなかった。

　実際再会した時には、予想外の話を聞かされた。内緒で社内恋愛をしていた相手が、別の女性、しかも俺のよく知る人と婚約したらしい。

　同じ部署に元彼がいることでつらい思いをしている彼女を、同じ会社の人間としてなんとかしてやりたかった。

　桃花は英語も堪能だし、仕事ぶりも桐山専務のお墨つきだ。だから彼女が望むのであれば、他の部署に異動させて新しい事業の開拓を任せてみてもいいと考えた。だが、桃花の心の傷は俺が想像していたよりも深かったようで、彼女は退職を選んだ。

　皮肉にも桃花の退職で配置替えがあり、俺は彼女の友達である相沢未来を秘書に迎えた。なぜなら、いつレンタルショップで会えるかわからない桃花のことを、相沢を通して知りたかったからだ。

　桃花が退職してしばらく経った頃、相沢から、桃花が家政婦の仕事を始めたことを聞いた。会社を辞める少し前、レンタルショップで偶然会った時には再就職先のことはなにも話していなかったが、まさか家政婦になるとは思わなかった。

　桃花がどこの家政婦紹介所に登録したのか知りたかった俺は、相沢に『知り合いで家政婦を探している人がいるんだが、小野寺さんってどこに家政婦として登録してるの？』と聞いた。そしたらなんと、俺の実家が昔から世話になっている竹原家政婦紹介所だった。

　それを聞いた俺は、これはチャンスだと思った。俺の家政婦になってもらえれば、彼女との距離が縮まると考えたのだ。だからすぐに竹原さんに家政婦の依頼をした。

　桃花を指名しようかとも思ったが、家政婦を始めたばかりの彼女をいきなり指名したら、勘のいい竹原さんはなにかあると気づくかもしれないのでやめた。

　だが、運は俺に味方した。なんと三名の候補者の中に桃花がいたのだ。すごく無茶苦茶なことをしているとわかっていたけど、俺の知らない家で働いてほしくなかった。

　家政婦としてやってきた桃花の表情を見た時、俺は言葉を失った。彼女はあからさまに〝関わりたくない〟という顔だったからだ。

　でも、そりゃあそうだよな。最近まで働いていた会社の、それも副社長の家政婦なんて、やりにくいに決まっている。だから、少しでも彼女の負担が減ればと思い、顔を合わせないようにしていた。

　桃花の家政婦としての仕事のデキは完璧だった。料理も俺の希望に沿って作ってあり、本当に美味しかった。だから会食があったとしても、食べる量をセーブして、帰宅してから彼女の作ったご飯を食べていた。

　週二、三日は、もうひとりの水沢になるために夕食を頼まなかった。その日は仕事が終わると着替えをして、会えるとは限らなくてもレンタルショップへ行き、彼女を待った。

　そんな日々が二ヶ月ほど続き、次第にレンタルショップで会うだけでは満足できなくなってしまった。パーティーや出張、京都での宿泊……自分でも普通じゃ考えられないような要求をしたと思う。今だから言えるけど、パーティーも出張も、竹原さんの許可なんか取っていない。俺の独断だった。

　副社長である俺を桃花がよく思っていないこともわかっていたけど、どうしても一緒にいたかったから非常識なことをしてしまった。

　そしてあの日のキスも……自分の気持ちを抑えきれなくて、『好きだ』と言う代わりに『謝らないし、なかったことにもしない』と告げた。




　そして俺は、目の前の桃花の目をじっと見つめながら、口を開く。

「レンタルショップで、副社長の俺には見せてくれない表情を桃花が見せてくれて嬉しかった。でももし俺の正体を知ったら、桃花は俺から離れていってしまうんじゃないかと思うと、怖かったんだ。結果的に騙だましてしまっていたことは申し訳ないと思う。だけど……」

　一旦そこで言葉を切ってから、きっぱり言った。

「俺は桃花が好きだ」










規約違反




　水沢さんがすっと立ち上がったため、私もそれに合わせるように腰を上げ、互いに引き寄せられるように向かい合った。

　私の目を真っ直ぐ見る水沢さんに、すごくドキドキしてる。やっぱり怒れない……。

　悔しいけど、怒りや腹立たしさよりも、〝私が好きになった彼〟が〝本当の水沢 尊〟だったことが嬉しかった。

　いつも会いたいと思っている時に現れて、私の話を黙って聞いてくれた、ぶっきらぼうだけど優しい人……。

「私も……好き。スーツ姿のあなたじゃない、ボサボサ頭で、おしゃれにはてんで無頓着、私と趣味が同じで、いつも私の話に耳を傾けてくれる……目の前にいるあなたが好き」

　喜びで胸がいっぱいになり、突き動かされるように言葉を紡いだ。

「ははっ……おしゃれに無頓着か。確かにそうかもな」

　彼は口に手をやり、少し恥ずかしそうに微笑む。

「あっ、ごめんなさい。でも私に内緒でふた役演じていたことはショックだし、正直一発殴ってやりたいって気持ちもあるよ。でも、私も本人を目の前にして副社長の愚痴を沢山こぼしたから……だからこれでおあいこね」

　謝ったり、怒ったり、表情をころころ変えながら、私は気持ちをぶつけた。

　水沢さんは、くしゃくしゃの笑顔を浮かべながら距離を縮め、伸ばした手で私の頭をゆっくりと撫でた。

　なんだろう……身体の中が熱くなって、すごく幸せな気持ちになっていく。

　ノートでのお茶目な一面も、パーティーで『大切な人』と紹介した時の私を見つめる愛おしそうな瞳も……。そのどれもが目の前にいる水沢さんだった。心の底から湧き上がる彼への思いで今にも泣きだしそうになる。

　だけど……ふと頭の中をある言葉がよぎった。

〝私は家政婦〟

　もう決して若くはないし、次に恋愛をする時は結婚を意識した付き合いを、と思っていた。

　でも、彼は大手企業である山岡物産の副社長だ。いずれは彼が会社のトップに立つ。それに対して私は、元秘書とはいえ今は家政婦で、セレブとはほど遠い一般人。

　彼ほどの地位にいれば、〝好きだから〟という理由だけで結婚ができるとは思えない。その肩書きに見合った女性を奥さんにする必要があるんじゃ……。

　それに家政婦紹介所の規約も破ってしまった。もし、お客様との恋愛が竹原所長にバレたら私は解雇され、水沢さんは竹原家政婦紹介所を利用できなくなる。

　でも……不安と同じくらい水沢さんのことが好き。本物の恋に落ちると周りが見えなくなるって言うけど、それって当たってる。

　いいことと悪いことで頭の中を混乱させながらも、私はもう一度水沢さんを見つめた。

「本当はあんな面倒臭い真似なんかしないで、もっとシンプルに桃花と心を通わせたかった。……もう抱き締めていい？」

　直球で投げかけ、私を見つめながら一歩近づいてきた。

　こんなに悩んでいるのに、彼の瞳を見てしまうと、その胸に飛び込んでしまいそうになる。

「ふふっ。それ、人に確認してするものなの？」

　素直に頷けばいいのに、恥ずかしくてドキドキして、質問に質問で返してしまった。

　水沢さんは口角を上げ、フッと笑う。

「急に抱き締めたら、一発殴られるんじゃないかって心配になったから……確認」

　やっぱり、あなたは意地悪な人。そんなとろけてしまいそうな甘い瞳で見つめられたら、どうなってもいいって思っちゃうじゃない。悔しい……こんなに、こんなに私を好きにさせて。

　だから、水沢さんのパーカーの襟元をぐっとつかみ、つま先立ちで私から彼にキスをお見舞いした。唇を離すと口角を上げ、上目遣いでこう言ってやった。

「謝らないし、なかったことにも……しない」

　本能と理性がイコールじゃないことを、私は身をもって知ってしまった。

　私は家政婦で、彼はお客様であり山岡物産の副社長だと、理性がしきりに警鐘を鳴らす。この恋がスムーズに進むとは思えない。……想像しただけで試練が山積み。

　だけどその理性までもがぶっ飛ぶほど、本能というのは時としてものすごい勢いを持つ。好きな人にゆっくりと愛おしむように触れられただけで、理性なんてどこかへいってしまう。この手を離さないでほしい。もっと一緒にいたい……。

「そんな潤んだ目で見られたら……俺、抑えが利かなくなるよ」

　彼の甘い囁きに胸がきゅんとする。私も同じ気持ちだった。

　だから……ゆっくりと目を閉じた。

　水沢さんの唇が、大切なものに触れるように、私の瞼、頬……と順番にキスを落とし、耳を甘噛みする。甘い吐息が漏れた私に「可愛い」と囁くその声だけで、火照ってしまう。

　唇は私のそれを避けるように首筋へと移動した。そのじれったくなるような行為に、思わず私は彼の身体に手を回す。

　すると水沢さんは唇を離し、「キスしてほしい？」と言って片方の口角だけを上げた。

「意地悪……」

　顔を真っ赤にしながら軽く睨むと、彼の表情が一変して、愛おしむような笑みになった。

「ずっと桃花を抱きたかった。柔らかい髪、今にも泣きそうな潤んだ瞳、色っぽいふっくらした唇、柔らかい身体……俺にないものばかり。それが俺のものになったんだ」

　ゆっくりと水沢さんの唇が私の唇に重なる。それは、前に一度だけしたキスとは違う、吸いつくような大人のキスだった。

　そして水沢さんのごつごつとした手が私の身体をなぞるように触れる。

「あっ……」

　触れられた場所全てが敏感に反応してしまい、声を抑えようと水沢さんにしがみついた。重なり合った身体からお互いの鼓動が響く。

　すごく幸せで、胸がいっぱいになる。もっと……もっと私を水沢さんで満たしてほしい。

　今、この時を身体に刻み込むように、私たちは抱き合った。

「桃花……」

　そっと髪を撫でる水沢さんの、とても穏やかで幸せそうな表情を見ただけで、私は涙が出そうになる。

「なに？」

「愛してる」




　互いの気持ちを確かめ合い、水沢さんとの関係が〝ただの家政婦〟から〝恋人〟になって一ヶ月が経った。

　嬉しい反面、ふたりの未来ヘの不安と、竹原家政婦紹介所の規約に違反したことへの後ろめたさもあった。別にクビになっても他のところで働けばいいと思えれば楽なんだろうけど、家政婦になってまだ半年も経たない内に、ここがダメなら次、という考えができなかった。それに、今の私は水沢さんと気持ちが通じ合ったことが幸せで、バレないようにすれば……とどこか楽観的だった。

　もちろん、生活にも変化が起きた。

　今までは家政婦として働いていても、水沢さんと顔を合わせることは、ほとんどなかった。でも、今は勤務が終了した十七時以降は、彼が帰宅するまで待って、一緒にご飯を食べたり、ＤＶＤを見たり……プライベートな時間に充てている。そして週末には恋人としてお泊まりをする毎日だ。

　いくら仕事とプライベートを割り切ったとしても、規約に違反していることは変わらないし、本当はいけないことだとわかっている。でも、私は全てにおいて甘えていた。

　そして、金曜日の今日は、いつも通り水沢さんの家にお泊まりする予定だ。

　十九時に夕食を終えたため、お風呂を済ませてから、一緒に借りてきたＤＶＤを見ることになった。

　私は水沢さんに先に入るよう促されたため、バスルームへと向かった。彼の家のお風呂は私のマンションのユニットバスとは比べものにならないほど広いため、ゆったりできて、ついつい長風呂になってしまう。

　今日も調子に乗って、じっくりバスタブにつかってから上がった。そして、着替えをしてリビングに入ろうとした時、なにやら水沢さん以外の声が聞こえてきた。

　誰か来ているの？

　今まで私がいる時に来客があったことはないため、恐る恐る中を覗く。

　……会長!?

　水沢さんと向かい合うように座っていたのは、彼のおじい様である山岡物産の会長だった。

　会社でなにかあったのかな？と思ったけれど、どうも様子が違う。

　私は気配を消して、そのまま聞き耳をたてた。

「だから、じいちゃん。俺は真剣に付き合ってるんだって」

　水沢さんが声を荒らげた。

『付き合ってる』って……私の話？

　急に鼓動が激しくなる。

「尊、よく聞け。守は若い時に嫁さんに死なれて子供がいないし、お前の父親ももう亡くなっている。だから、いずれはお前がこの山岡物産を背負っていかなきゃならん。そうなると、好きだからというだけでは結婚できないんだ」

　背中を向けているから会長の表情はわからないけど、水沢さんとは逆に落ち着いた声色だった。

「桃花は……彼女はじいちゃんが思うような人じゃない。どこに出しても恥ずかしくない素晴らしい女性だ」

　水沢さんは、私のことを認めてもらえるように必死に訴えていた。

「たとえその人が素晴らしくても、この会社を背負っていく以上、結婚も仕事の内なんだ。それが私の孫として生まれた宿命なんだ。まだ、ふたりは若い。彼女の幸せを思うなら、お前も大人の決断をしろ」

「俺は、絶対に桃花と別れない。絶対に……」

　水沢さんが浮かべるやりきれない表情を見ていると、胸が痛くなった。

　会長はそれ以上なにも言わず、立ち上がり玄関があるこちらのほうへ向かってくる。聞いていたことが知られたらまずいと思い、私は慌ててバスルームへと戻った。

　やっぱり、会長は水沢さんと私の交際を反対しているんだ。そりゃそうだよね。彼は将来大企業のトップに立つ人なんだから……。

　私と水沢さんでは生きる世界が違うことはわかっていたのに、自分の気持ちに正直になりすぎてしまったのかもしれない。

　そうは思うけれど、すぐに水沢さんと別れる決意をすることはできなかった。

　会長が帰ったのを確認すると、私は大きく深呼吸して、いつも通りを心がけながらリビングへと戻った。

「ごめんなさい。ここのお風呂、広くて気持ちいいからつい長くなっちゃって」

　明るく振る舞うと、彼はさっきまでのつらそうな表情を一変させ、私に優しい眼差しを向けた。

「……遅いぞ。もう待ちくたびれた」

　私がぺろっと舌を出すと、水沢さんが両手を広げる。

「桃花、こっちにおいで」

　水沢さんの前まで行った私は、思いきり抱き締められ、チュッとキスを落とされた。

「やっぱりＤＶＤは明日にする」

「え？」

「桃花をひと晩中抱いていたいから」

　彼の声はとても切なくて、私は心の中で泣いた。

　好きになって……ごめんなさい。




　端正な顔立ちのイケメンが私の横で眠っている。

　そして、そんな彼の綺麗な寝顔を見つめながら唇を噛んだ。

　昨日から、寝ても覚めても会長が言った『この会社を背負っていく以上、結婚も仕事の内なんだ』という言葉が頭から離れない。

　きっと水沢さんは、会長の意見を無視して私を選んでくれるだろう。

　でも、本当にそれでいい？　それが彼の幸せに繋がる？

　会長の言う通り、もし私と結婚したとしても、水沢さんになんのメリットもないのは明らかだ。彼にはもっと見合った人がいる。その人と結婚するのが、本人のためにも会社のためにも一番いいのかもしれない。

　彼の幸せを考えるなら、やっぱり私はここにいるべきではない。

　私はずっと家政婦という立ち位置でいなきゃいけなかった。好きになっちゃいけなかったんだ。

　やっと竹原所長の『恋愛禁止』の意味がわかった気がする。お客様を好きになったら、なにもかも失うこともあるんだ。あれだけ禁止だって言われたのに、バレなければいいなんて思って……仕事も恋も失う結果になっちゃった。

　私は隣で眠っている水沢さんの髪をゆっくりと撫でた。

「んっ……桃」

　私にしか見せない無防備な顔に触れようとしたけれど、その手を引っ込めた。

　もっと一緒にいたい。もっと彼に触れたい。もっと愛されたい。

　でも、私が諦めれば全て上手くいく。

　私は水沢さんに気づかれないようそっとベッドを抜けると、急いで着替え、足早にマンションをあとにした。そしてそのまま竹原家政婦紹介所へと向かった。










遅く起きた朝に　ｓｉｄｅ水沢




　カーテンの隙間から差し込む長細い光に、瞼が反応した。

　俺は昨夜の余韻に浸るように、隣で眠っている桃花の身体を抱き寄せようと、腕を伸ばす。でも、その腕が温もりに触ることはなかった。

　違う場所にいるのかと思い、目を閉じたまま腕を動かして桃花の存在を探した。だが彼女の気配を感じられない。重い瞼をゆっくりと開け隣を見ると、やっぱりそこに桃花の姿はなかった。

　時間を確認しようとベッドサイドに置いてある時計に目をやると、十時三十八分を表示していた。こんなに遅くまで寝たのは久しぶりで、まどろみながら昨夜の桃花との甘い夜を思い出し、口元を緩めてしまう。

　ベッドの下に視線を向けた時、脱ぎ散らかした服が自分のものだけなことに気づいた。

　きっとシャワーでも浴びているんだな。

　彼女と会うまで俺は、女なんて面倒臭いとしか思っていなかった。俺のことをなにも知らないのに近づいてきて、一、二回言葉を交わしただけで、好きだの付き合ってだの迫ってくる。挙げ句の果てに、断れば泣きだすし……。

　パーティーなんてもっとひどかった。歩けば視線を感じ、名前も知らない女が急に話しかけてくる。面倒だからと軽くあしらえば、誰かの力を借りて縁談話を持ちかけてくる。

　だけど桃花は違った。はっきり言って、他の女たちと真逆だった。副社長の俺ではなく普段の……素の俺を好きになってくれた。〝彼女を大事にしたい〟と心からそう思った。

　だが、昨日のじいちゃんの言葉を思い出すと、ため息が出る。

　今まで一度だって俺の結婚を話題にすることはなかったのに、いきなり縁談話を持ちかけてきた。しかも、断るために桃花のことを話したら、結婚も仕事の内とか言いやがって。

　まぁ、桃花のことは、ちゃんと認めてもらえるよう、これから俺が頑張ればいいだけだ。

　……桃花なにやってんだ？　そろそろ戻ってきてもよくないか？　それとも、遅い朝食の準備でもしているとか？

　俺は下着を拾い上げて穿き、リビングへ行って彼女の名前を呼んだ。

「桃花？　……お～い」

　返事がないため、俺はバスルームを覗いた。でもそこにも彼女はいない。不思議に思いながら玄関に行くと、彼女の靴は……消えていた。

　どうして？　なんでなにも言わずに帰るんだ？　おかしいだろ。

　ベッドルームに置いておいたスマホで彼女に電話をかけた。でも、ひたすらコール音が鳴り続けるだけで、彼女が出る気配はない。

「……ちくしょう！　どこ行ったんだよ」

　なんでこんなに焦ってるんだ？　もしかしたら家に帰って着替えて戻ってくるかもしれない。だったら彼女のことだ、置き手紙があるかも。

　そう思ってリビングに戻った時、着信音が鳴った。

「桃花？」

　彼女がかけ直してきたのだと思い、電話に出てすぐ名前を呼んだ。でも、その期待はすぐに裏切られた。

『もしもし水沢さん？　竹原家政婦紹介所の竹原です』

　一気に力が抜け、相手が桃花じゃなかったことに少し苛いら立だちながら返事をする。

「こんにちは。なんでしょう？」

『申し訳ないんだけど、小野寺さん、退職することになったので、そのご連絡を』

「は？」

　言葉が出てこなかった。

　だって……昨日はそんなこと、ひと言も言ってなかった。

　だが驚いている俺を無視して、竹原さんは話を続けた。

『それで新しい家政婦の候補を出したいのですが、ご都合のいい日――』

「そんなのはもういらない！　なんで辞めるんだ？　彼女はいつ、なんで辞めるか教えてくれ」

　スマホを力強く握り、俺は声を荒らげた。

　新しい家政婦？　なに言ってんだ？　俺の家政婦は桃花だけだ。桃花以外の家政婦なんて必要ない。

　イライラを隠すことなくぶつける俺の耳に、竹原さんの感情のない声が入ってきた。

『なぜ彼女が辞めるかって？　それはあなたが一番よく知っているんじゃないの？』

　そのまま竹原さんに電話を切られ、俺は力なくその場に座り込んだ。

　……俺のせい？

　気を落ち着かせて、なにがいけなかったのか考える。

　桃花が家政婦を辞めなきゃいけなくなる理由……。

　家政婦と依頼者の恋愛は禁止だから？　もしかして、俺たちのことが竹原さんの耳に入ったのか？

　もしくは……昨日のじいちゃんとの会話を聞かれた？










家政婦辞めます




　水沢さんのマンションを出た私は、その足で竹原家政婦紹介所へと向かった。

　所長室をノックしようとした時、後ろから声をかけられた。

「あら、小野寺さん、おはよう。私になにか用？」

「は、はい」

　ぎこちなく挨拶すると、所長室へと促されたため、私は三人がけのソファーに腰を下ろした。

　ここに座るのはこれで三回目。でもそれも今日で最後……。

「で？　お話ってなにかしら？」

　私の向かいに座った笑顔の彼女に対し、姿勢を正した私は膝につくほど頭を下げた。

「勝手で申し訳ないのですが、ここを辞めさせてください」

　はっきりと言ってから、様子を窺うように、ゆっくりと顔を上げる。

　彼女は『突然どうしたの』と言いたげに一瞬目を丸くしてから、タブレットで私の情報ファイルを開いた。

「今担当してるのは……水沢さんよね。これを見る限り、契約もずっと自動更新されていてクレームもないけど、なにかトラブルでもあったの？」

　竹原所長は画面を食い入るように見ながら、手早くスクロールする。ひとり暮らしの男性宅を担当しているため、なにか問題があったのではと心配しているようだ。

　そんな彼女に向かって、私は首を横に振る。

「トラブル等は一切ありません……」

　私は膝に手を乗せ、俯きがちに小さな声で答えた。

「じゃあ、なにがいけないの？　いきなり辞めるだなんて。担当を変えるって方法もあるのよ？　その場合、お客様の了承を得ないといけないけど、理由はなに？」

　気にかけてくれるのはありがたい。担当を変えるという提案も、私を必要としてくれているからこそなんだよね。でも、だったら尚更……。

「すみません。私、規約違反をしてしまいました」

　その瞬間、竹原所長の顔が鋭いものに変わった。

「どういうこと？　規約違反って……まさか、あなた水沢さんと……」

　私は立ち上がって、さらに深く頭を下げた。

「すみません。言わなければ……黙っていればバレないって思ってました。だけど、それはお互いのためによくないって気づいて……」

　竹原所長は顔に手を当て、落胆の表情を見せた。

「バレなきゃ……ね。こんなこと言いたくはないけど、じゃあなんで私にわざわざ報告しにきたのよ」

「どれだけ好きでも、あの人と私じゃ住む世界が違うんだっていうことに気づきました。それに、私が解雇されるだけで済めばいいんですが、水沢さんがここを利用できなくなると彼だけでなく、彼のご家族にも迷惑をおかけするんじゃないかと思ったんです。だって水沢家とここは古くからのお付き合いですよね。この責任は私が取ります。なので、どうか彼とのお付き合いをやめないでいただけないでしょうか？」

「小野寺さん……」

　竹原所長ははぁ～と大きなため息をつくと、タブレットをテーブルの上に置き、ソファーにもたれかかった。

「私はあなたみたいな有能な人が来てくれて、本当に嬉しかったのよ。厳しい研修にも文句ひとつ言わず常にメモを取り、誰よりも早くデビューしたのに、私の選択ミスだったのかしら。確かに、なんとなく嫌な予感はしたのよね。それで恋愛禁止を強調したんだけど……」

　私は竹原所長に、水沢さんとの馴れ初めを話した。依頼主とは知らないまま、レンタルショップで出会った人に思いを寄せてしまったことを……。

　黙って聞いていた竹原所長が、仕方ないといった表情で頷いた。

「わかったわ……でも、あなたがいなくなるのは本当に残念なのよ。だけど規約は規約だから、ここで特例出しちゃうとね。ところで水沢さんはそのことを……」

「知りません。それで……本当に厚かましいのですが、竹原所長にお願いがあります」

　竹原所長の目を見て、握り拳に力を入れた。

　もし……自分の口から彼に家政婦を辞めると言ったら、きっと止められる。そうなったらきっと気持ちが揺らいでしまう。

　まだ好きで好きでたまらないし、本当はこんな選択はしたくない。でも。彼のためを思ったらこうするべきなんだ……。

　私の好きになった人が、ボサボサ頭のおしゃれにてんで無頓着な、肩書きのない水沢 尊だったらどんなによかったことか……。

「私が家政婦を辞めることを、竹原所長から水沢さんに伝えていただけませんか？」

　すると彼女は大きく息を吐きながら席を立ち、デスクの椅子に座り電話をかけた。

　淡々と話をしていたが、最後の竹原所長の言葉には胸が締めつけられる思いだった。

「なぜ彼女が辞めたかって？　それはあなたがよく知っているんじゃないの？」

　彼が悪いんじゃない。私がちゃんと状況を把握して、目先のことだけ考えていなければ、こういう結果にはならなかったのかもしれない。責任はやっぱり、それができなかった甘い私自身にある。

　竹原所長の言葉は全て、私に向けられたものと言ってもおかしくなかった。

　受話器を置いた竹原所長は、両手で顔を覆い、口を開く。

「これで、いいのね……」

　彼女がフッとため息をつきながら私を見上げたため、頭を下げてお礼を言う。

「ありがとうございます」

「うちではもう働けないけど、私の知り合いが庶民的なお客様をターゲットにした家政婦紹介所をやってるの。まだ家政婦を続けたいなら紹介するけど、どうする？」

　竹原所長は話しながら、椅子にぐっともたれた。

　秘書を辞めた時同様、先のことを全く考えていなかった私には、彼女からの申し出はもったいないくらいありがたい話だった。

「よろしくお願いします。ぜひやらせてください」

　私はもう一度、勢いよく頭を下げた。

「じゃあ、また連絡するわね。……水沢さんに、もしあなたの居場所を聞かれても、なにも言わないから安心しなさい」

　そして私は支給されたスマホを竹原所長に返却した。あとは、プライベート用のスマホから水沢さんの番号を消して、着信拒否にすれば、もう連絡は取れなくなる。

　でも、問題はマンションだ。パーティーの帰りに送ってもらったことで、私の住んでいる場所を知られてしまっている。

「引越し、しなきゃ……」







五章　恋より仕事










小さな彼氏!?




「ママ～ただいま」

　ドアを開けた途端、輝てるくんは保育園バッグと帽子を玄関に放り投げ、リビングへとかけていく。私はやれやれとそれを拾い上げた。

　竹原家政婦紹介所を辞めた私は、竹原所長に紹介してもらい、轟とどろき家政婦紹介所で働き始めた。所長の轟さんは竹原所長と親友だと言っていたけれど、見た目も性格も真逆だ。それこそ、私が最初にイメージしていた家政婦紹介所の所長に限りなく近く、まるで近所のおばちゃんのよう。そんな轟所長と同じで、今回はお客様も庶民的な人が多い。

　リビングのドアを開けながら、挨拶をする。

「ただいま戻りました」

「桃花さん。ありがとう」

　すると、里り沙ささんがおむつを替えながら声をかけてくれた。

　今、私が担当しているのは、一軒家に住む私と同い年の井いの上うえ里沙さん宅だ。

　ショートボブでぱっちりした目の彼女は、九ヶ月になる双子の女の子、亜あ美みちゃんと真ま美みちゃん、そして保育園の年中さんの輝てる基きくんの三人のお母さんだ。

　里沙さんは、大企業に入社して一年に満たないうちに妊娠が発覚した。ひとり娘を幼少期から有名な学校に入れ、名のある会社に就職できるよう頑張ってきたご両親は、ひどく落胆したそう。

　だけどそれはご両親の考えであって、里沙さんの希望ではない。彼女はそれよりも大好きな人と温かい家庭を作ることを望んだ。そして、親の反対を押し切って、自動車関連企業に勤める二歳年上の拓たく海みさんと結婚したため、里沙さんは実家と絶縁状態になってしまったらしい。

　生まれた時から身体が弱い亜美ちゃんは、一旦熱が上がるとなかなか下がらず、ひどい時は入院することもある。でも、ご両親に子育てのサポートを頼めないため家政婦を雇っているのだ。

　働き始めてかれこれ一ヶ月になる井上家での私の勤務は、大体週三日で一日三時間だ。仕事内容は、輝くんのお迎えや家事代行全般。井上家以外にも、お年寄りの通院のつき添いや、単発で依頼される集中的な掃除や片づけを担当している。でも、亜美ちゃんの体調によっては残業することがあるため、井上家がメインのシフトだ。

　みんなそれぞれいろんな事情を抱えているけれど、担当している人の喜ぶ顔を見ると自分も幸せな気持ちになる。だから今の仕事がすごく楽しいし、家政婦を辞めないでよかったと思っている。




「本当にいいの？」

　里沙さんが申し訳なさそうに私を見た。

　今日は里沙さん夫婦の結婚記念日。

　育児や家事で、最近拓海さんとゆっくり会話も楽しめていないという話を聞き、数日前に、せっかくの結婚記念日ぐらいふたりでデートをしたらどうかと私が提案したのだ。

　最初は遠慮していた里沙さんに、イベントは沢山あっても、ふたりきりで過ごせるのは結婚記念日ぐらいしかないのでは？と、結婚もしていない私が力説してしまった。

　幸い、輝くんは私に懐いてくれているし、双子ちゃんの世話も里沙さんとふたりでやっているようなものだから、不安はなかった。

「こんな時ぐらいしかゆっくりできないだろうし、久しぶりに恋人に戻った気分で楽しんでください。子供たちのことは心配しないで」

　私は自信満々の笑みを浮かべ、隣にいる輝くんと手を繋ぎガッツポーズをした。

「ママ。僕、桃ちゃんがいるからぜーんぜん大丈夫。パパとラブラブしてね」

　輝くんも空いている手を腰に当て胸を張った。大人顔負けの台詞に私のほうがびっくりしてしまう。

　そんな輝くんににこっと微笑みかけてから、里沙さんは私に目をやった。

「輝基は桃花さんがだーい好きなんだよね～」

「うん。僕ね……桃ちゃんと結婚するの。それでね、ママやパパみたいにずーっと仲良くするの」

　少し照れながら、里沙さん似の大きな瞳で私を見上げた。

「えええ？」

　突然のプロポーズに驚き、口に手を当てる私を見て、里沙さんは楽しんでいるかのようにニヤリと笑う。そして、輝くんの頭を撫でると、私に向かってからかうように言った。

「とりあえず、本命が現れるまでは、このちっちゃい王子で我が慢まんして。じゃあ、すみません。行ってきます」

　拓海さんとは彼の会社の最寄り駅で待ち合わせをすることになっているので、里沙さんはひとりで出かけていった。

「ママ～いってらっしゃ～い」

　段々小さくなる里沙さんの背中に向かって、輝くんが大きな声を上げ両手を振ると、彼女は振り向き、少し照れながらとても嬉しそうに微笑んで、歩いていった。

　……本命か。それは当分ないな。もうパワーを使い果たしちゃったし……。

　ふと、竹原家政婦紹介所を辞めた時のことを思い出した。

　当時は、自分の選択は本当に正しかったのか、本当に彼のもとを離れる必要があったのか、悩んでは落ち込み、目が腫れるまで泣き続けた。

　三年以上付き合っていた裕人と別れた時よりも、レンタルショップで出会って数ヶ月の彼との別れのほうが、涙の量が多くなるなんて思ってもみなかった。

　でも、それって長さじゃないんだよね。中身なんだ。

　無理やり同伴させられたパーティーで『大切な人』と紹介されたり、出張に同行させられたかと思えば京都の旅館に招待されたり、不思議と毎回レンタルショップで会ったり、一緒にご飯を食べながら黙って私の愚痴を聞いてくれたり、走ってくる自転車から私を助けてくれて……そしてキスしてきたり。

　彼との時間は短かったけど、あまりにも内容が濃かった。

　なにも言わずに姿を消したことを、きっとあの人は怒っている。でも、それでいい。できれば嫌いになって憎んで、そして私のことはちょっとした気の迷いだったと思ってほしい。彼には家政婦よりも、もっとふさわしい人がいるはずだから。

　でも私は、この先こんなにも胸が締めつけられるような恋愛は、もう二度としないだろう……。

　ふとエプロンの裾すそを引っ張られていることに気づき視線を落とすと、輝くんが上目遣いで私を見ていた。

「ねー桃ちゃん。さっきの本当だからね！」

「え？」

　いまいち言っていることがわからなかった私は、輝くんと同じ目の高さまでしゃがんだ。

「桃ちゃんと結婚するって言ったの、あれ本当だからね～」

　私が忘れてしまったと思ったのか口を尖らせる。そんな彼に思わず笑みがこぼれた。

「輝くん……」

「でも僕、スペースレンジャーレッドになって地球を守らないといけないから、それまで待っててね」

　輝くんは地球の平和を守るのが第一と考えているらしく、申し訳なさそうな目をした。そして握っていた手を離すと、大きな声で「スペースレンジャーレッド！」と叫び、変身ポーズをしながら走っていった。

　そんな輝くんを目を細めて見つめながら、地球を守ってからじゃ、私おばあちゃんになっちゃいそうなんだけど……なんてことを思った。

　輝くんのあとを追ってリビングへ戻ろうとした時、ポケットの中のスマホが鳴った。画面を確認すると、相手は……未来だった。

「もしもし？」

『もしもし？　じゃないわよ。桃、あんた今どこにいるの？』

　彼女の声は少々荒々しかった。

「どこって、私が担当しているお家だけど……」

　未来がなにに対して怒っているのかは察しがついたけど、私はとぼけたフリをした。

　すると受話器の向こうから、はぁ～と大きなため息が聞こえてきた。

『ちょっと会って話したいんだけど、いつならいいの？』

　〝拒否権なし〟といった口調に恐怖を感じ、消極的に答える。

「う～ん。今日はすごく遅くなるから……明日はどう？　明日は早く上がれるんだ」

　今日、夜遅くまで残業するから、明日は早く上がっていいと言われているのだ。

「わかった。じゃあ明日、私んちに来てよ。今、長期出張で旦那いないから。あと、お泊まり覚悟で来るように！　いい？」

　あまりの迫力に「わかった」と承諾するしかなかった。










言えない真実




　翌日、輝くんのお迎えを済ますと、いつもより早く帰宅した。そして着替えてから、早速未来の家へと向かった。

　到着すると、待ってましたとばかりに、未来が玄関から飛び出してくる。久しぶりに会う彼女のお腹は、少し大きくなっていた。

「はいこれ。未来の好きな『ｅｌｅｎｏｒｅエレノア』のシフォンケーキ」

　お土産を差し出すと、彼女は満面の笑みを浮かべた。でも、それはすぐに『こんなもので機嫌取っても無駄よ』と言いたげな顔になる。

　未来に促され、リビングに入った瞬間、沢山の料理が並べられたテーブルが目に入った。ピザ、チキン、サラダ……スナック菓子まである。まるでパーティーでも始めるかのようだ。

「す、すごいね」

　こんなに誰が食べるんだろう、と唖あ然ぜんとなった。

「そりゃ、聞きたいことがいろいろあるからね。手でつまめるようなもののほうがいいかなと思って」

『じっくり聞かせてもらうよ』と目で追いつめてきた。

　……用意周到さと、これから始まる尋問が怖い。

　とりあえずソファーに座り、カフェインレスのウーロン茶で乾杯した。だが、グラスに口をつけた未来はすぐにそれをテーブルに置き、早速本題に入る。

「一体いつ、引越ししたの？　妊婦検診で近くに行ったから、いるかな～って思ってマンション訪ねたら表札の名前が変わってたんだもん！　びっくりしたじゃん」

　やっぱりそのことか……。

　竹原家政婦相談所を辞めるのと同時に、私は以前住んでいたところからふた駅離れた、ワンルームマンションに引越したのだ。

「ん～一ヶ月前？」

　未来の怒りをごまかすように、わざとらしく答える。

「一ヶ月前!?　どうして引越さなきゃいけなかったの？　しかも私に黙って……。ちゃんと説明してよね」

　驚きつつも、連絡をしなかったことへの不満が滲む声を出す。

　未来には水沢さんのことを一切話していない。秘書である彼女に話したら、たちまち彼の耳に入りそうだったから。それに、妊娠中の未来に変な心配や迷惑をかけたくなかった。

「家政婦になってお給料下がったからさ。ちょっと経済的にあのマンションはきつくて。未来に連絡しなかったのは申し訳ないと思ってる。ごめん」

　だけど彼女は疑っているような視線を私に向けてきた。

「本当にそれだけ？」

「他になにがあるの？」

　とぼけた顔で否定してみると、未来は私の目をじっと見つめ、呟く。

「……男」

「は？」

　ウーロン茶を飲もうとした手が止まった。

　未来は口角を上げながら目の前のスナック菓子に手を伸ばし、淡々と喋りだす。

「最初ね～新しい彼氏ができて、同棲でもし始めたんじゃないかって思ったの」

「そんなわけないじゃん！」

　私が慌てて否定すると、未来は興味深げに顔をにやつかせた。

「でも桃が担当してたセレブって男だったんでしょ？　だから私、てっきりそのお客さんに恋して――」

「やめて！」

　気がつけば大きな声を出していた。ちらりと窺った未来の顔は、怒っているようにも心配しているようにも見える。

　きっと未来は全てお見通しなのだろう。これ以上彼女に隠すことは無意味だし、心配してくれる気持ちは単純に嬉しい。

　そう思った私は、断片的に本当のことを白状することにした。もちろん相手が水沢さんだということは伏せて……。

　話し終えた時、未来から返ってきた言葉は意外なものだった。

「バッカみたい。なにが彼の将来のためよ。悲劇のヒロインぶってんの？」

　彼女は開いた口が塞がらないという顔で私を見た。

「ひ、悲劇のヒロインって……そんな言い方……」

　まさかそんなことを言われるとは予想だにしていなかった私は、二の句が継げなくなった。

　心配してくれてると思ったから……勇気を出して話したのに。私だって好きで別れを選んだんじゃないのに……。

　いろんな感情が湧き上がり、目頭が熱くなる。

「だってそうでしょ？　どうせ桃のことだから、私が我慢すればいい、そう思ったんでしょ？　じゃあ、相手の人はどうなの？　思いが通じ合ってこれからだって時に、好きな人が自分の前から突然いなくなったら……それでも幸せになれるって思うの？　本気でそう思ってんなら、あんた相当のバカだね」

　腹立たしさをむき出しにして気持ちをぶつけてくる未来に対し、私は唇を噛み、拳を強く握り締めた。

　未来の言うことは間違っていない。だけど……。

「本当はもっと一緒にいたかったよ。本気で好きになったんだもん。遊びで付き合えるなら楽だった。でも私そういうことできないし、やっぱり好きになる人との将来を考えちゃうの。でも彼は立場がある人で、私は家政婦……住む世界が違うのよ。取り返しがつかなくなる前に別れたほうがお互いにとっていいと思ったの」

　一度心の内を口に出した途端、言葉が溢れ出してきてしまった。そんな私を未来は複雑な表情で見つめる。

　ふたりのあいだにしばらく沈黙が続いたあと、未来が静かに話しだした。

「ごめん……。桃は桃なりに考えて決断したんだよね。でもね……桃を見てると全然吹っ切れてないのがわかるんだよ。桃は元気なフリをしてるかもしれないけど、私にはわかる。……悔しいのよ。なんで友達なのに、一番つらい時に頼ってくれなかったのかって」

　未来は後悔の念を滲ませながら、私の握った拳に手を乗せた。

「ごめん……未来」

　それ以上の言葉が見つからず、私は重なったふたりの手に目を落とした。

　そして再び未来を見ると、彼女はなにかを言おうかどうか悩んでいるようだった。

「未来？」

　私が名前を呼ぶと、ウーロン茶をぐっと飲んで意を決したように私に視線を戻した。

「あのね、最近、水沢副社長の様子がおかしいのよ」

「え？」

『水沢副社長』という言葉に心臓が大きく跳ねる。

　なんで未来がこのタイミングで彼の名前を出すのかわからなかった。だって彼女はなにも知らないはず……。

「私が秘書になった頃の水沢副社長って、本当に無駄のない動きで淡々と仕事をこなしていたの。スケジュールも私に頼ることなく把握していて、秘書なんか必要ないんじゃないかってくらい。なのに、一ヶ月くらい前からかな。心ここにあらずというか、時々なにか思いつめているみたいで、たまに仕事も手についていない時があったりして……」

　それって私がいなくなってから？

「それで、ある時急に、水沢副社長が桃の名前を出したの」

「私？」

　全身に緊張が走り、自分に向けた人差し指が少し震える。

「うん。それがね『小野寺くんが働いていた家政婦紹介所なんだけど、一度利用してみようと連絡してみたんだが、彼女辞めたって言われたんだよ。相沢くん、なにか知ってる？』って聞かれたんだよね。なんでそこまでして桃に家政婦を頼みたいのかなーって思ってね」

　未来の表情が急に不敵なものへと変わった。その変化に心拍数が上がってしまう。

「み、未来？」

「ま～それは置いといて。水沢副社長に頼まれたから、一応聞くだけ聞いてみようと思って桃にメール送ったんだけど、読んでないよね～」

　未来は窺うような目つきで私の返事を待った。

「え？」

　本当にそんなメールには覚えがなかったから、いっそう鼓動が速くなった。

「やっぱりね～。返信ないから多分読んでないと思ったの。それで妊婦検診の帰りに桃の家に寄ったら、引越したあとだもん」

　未来は私の反応を探っているようだった。まさか……。

「それでね、桃とは連絡がつかなかったことと、引越ししていたことを水沢副社長に報告したら、うなだれっちゃって」

　私をちらりと見やり、小さくため息を吐いてから言葉を続ける。

「ねえ、桃の好きなセレブって……水沢副社長でしょ？」

　未来の確信めいた顔に、私は息を呑んだ。

「な、なに言ってるの？　そんなこと――」

「もう～楽になっちゃいなさいよ。私はいつだって桃の味方なんだから」

　慌てて否定しようとする私の言葉を未来が遮る。

　彼女の言葉が『頑張らないで』と言っているように感じられて、今まで押し込めていた思いが一気に涙となって溢れてきた。

　未来はまるで小さな子供を慰めるように、ゆっくりと私の背中を撫でてくれた。










消えない思い　ｓｉｄｅ水沢




　仕事を終えて家に帰ってきた俺は、着替えもせず、冷蔵庫から缶ビールを取り出した。そしてソファーに座ると、ビールを勢いよく喉に流し込む。

「はぁ……」

　何度目のため息だろう。ふと桃花のことを思い出す度に、ため息をついてしまうようになった。

　彼女が俺の前から消えて、すぐに彼女のマンションに行ったが不在。仕事帰りに寄ってもやっぱり不在。そしてその数日後には、表札から彼女の名前がなくなった。竹原さんに桃花の居場所を尋ねたが取り合ってくれず、秘書の相沢には桃花と連絡が取れなかったと言われた。

　もちろんそのあとも行方を捜すために方々手を尽くしたが、なにも手がかりをつかめないまま、気がつけば一ヶ月が過ぎた。

　心のどこかにある、彼女がここに再び来てくれるのでは、という微かな期待と望み。それだけのために、俺は毎日寄り道もせず真っ直ぐ帰宅する。けれど、桃花が来た形跡は全くなかった。

　竹原さんから新しい家政婦の候補者を何人か提示されたが、桃花以外の家政婦なんて考えられず断った。だから、食事はコンビニ弁当や外食に変わり、洗濯物は溜まっていく一方。テーブルの上には新聞が山積みになっていて人も呼べないような有様だ。

　桃花がこの部屋を見たらなんて言うだろう。

『なんですか、これは……私がいなきゃダメじゃない』なんてブーブー文句をこぼしながらもささっとこなすんだろうな。文句を言われてもいい。それでも戻ってきてほしいと思うのは女々しいだろうか……。

　俺は何度読み返したかわからない桃花との連絡ノートを胸に置き、ソファーに寝転がった。桃花に着信拒否されているらしく、全く連絡が取れなくなった今、俺と桃花を繋ぐものはなにもない。

　本当だったら両思いで幸せなはずだったのに、両思いになった途端どん底、ってありえないだろ……。

　これがダメならもう諦める覚悟で、俺は再び竹原家政婦紹介所へ向かった。

　彼女の居場所を知るために。




「教えてくれ、竹原さん。桃花が……彼女がなにをしているか、どこにいるか、知りたいんだ」

　俺が問いつめるような勢いで訴えると、デスクに座っている竹原さんは口をつぐんだまま、険しい顔で俺に目をやった。

「彼女がなんのために、あなたの前から姿を消したかわかる？」

　どんな思いで決断したかは、わかってる。

　気を遣う彼女はきっと俺の家、俺の仕事、俺の将来を考えて姿を消したのだろう。黙って、なにも言わずに……。

　桃花にこんな真似をさせた自分に苛立ちを隠せなかった。

　だけど、俺はそんな薄情な男に映っていたのか？　どこかの金持ちの女と結婚すれば、俺が幸せになるとでも思ったのか？　副社長と家政婦っていうくくりで人を評価するような男に見えたのか？

　俺は純粋に桃花が好きなんだ。余計な気など遣わずに、俺に全部委ねてくれればよかったのに、桃花は自分が離れることで全て上手くいくと考えたのだろう。

　大きく息を吐いてから、口を開く。

「竹原さん……」

「なに？」

　彼女は表情を変えずに俺を見た。

「俺の幸せはこんなんじゃねーんだよ。住む世界が違うって桃花が言うのなら、副社長なんて肩書き糞くそくらえだよ。仕事で若造扱いされるのが嫌で人一倍頑張って成果を上げてきた。そんな時、桃花と出会って彼女を好きになった。桃花も素の俺を好きになってくれた。副社長じゃない俺を……」

　俺は胸にずっと溜まっていた自分の思いを吐き出してから、竹原さんの目をじっと見つめ、決意表明をするように言う。

「俺……桃花のこと、絶対諦めませんから」

　それだけ伝えると、一礼して回れ右をした。そしてドアノブに手をかけた時……。

「彼女は今も家政婦として頑張ってるわよ」

　俺は慌てて振り向いたけれど、竹原さんは窓のほうを見ていた。

　桃花はどこかでまだ家政婦として働いているってこと？

　俺は竹原さんにもう一度一礼した。

　〝家政婦〟という情報を頼りに、片っ端から探してやる。絶対に見つけ出して、二度と離さない。










本当の幸せって




　今までひとりで思い悩んでいたことを未来に話せたことで、少し落ち着くことができたが、三日経った今も思いとどまってしまう自分がいるのも事実。

　自分の生真面目さにため息が出るけれど、これが私なんだ。たとえ自分の選択が間違っていたとしても……。

　もうここまできたら、家政婦を極めて仕事に生きようかな。




　今日も私は保育園に輝くんを迎えに行った。

「ママ～ただいま～」

　いつもと同じく輝くんの元気な声とともに帰宅すると、里沙さんが唇に人差し指を当てながら玄関までやってきた。

「輝くんおかえり～。でも今日はちょっと静かにできるかな」

　小声で話す里沙さんから状況を察した私は、彼女に尋ねてみる。

「亜美ちゃん、お熱出ちゃったんですか？」

　里沙さんは申し訳なさそうに頷いた。

「うん。今は様子を見てるけど、もう少し熱が上がったら病院に連れていこうと思う。でも、拓海くんが今大きなプロジェクトを抱えていて帰りが遅いの。桃花さんには急で悪いんだけど、残業頼んでもいい？」

「大丈夫ですよ。特に予定もないし」

　ひとりでいると余計なことばかり考えてしまうから、私にはちょうどよかった。

　私が笑顔で返事をすると、里沙さんは深く頭を下げた。

「病院に行くことになったら、子供たちのことお願いします。今は少し落ち着いてるから、ちょっと休憩しましょうか」

　里沙さんがお茶を用意してくれているあいだに、私は轟所長に電話をかけた。

「もしもし、小野寺です。お疲れ様です」

　残業することになった旨を伝え終わった時、少し慌てた様子の轟所長が口を開いた。

『そうそう、小野寺さんにちょうど話があったのよ』

「なんですか？」

　仕事の依頼かな？ぐらいの気持ちでいると、轟所長は少し不審がっているような声を出した。

『実はね、三十分くらい前に水沢さんっていう男性から電話があって、『小野寺桃花さんはそちらで働いていますか？』って聞かれたの』

「えっ！」

　〝水沢〟という名前を聞いた途端、全身に緊張が走った。

　どうして？　どこで私のことを知ったの？　私がここで働いていることは誰にも教えていない。親友の未来にも……。なぜ？

　動揺する私に気づかない轟所長は、そのまま話を続ける。

『でも、急に教えてほしいと言われてもと思って、『どういったご関係ですか？』って聞いたら、いとこだって言うもんだから……働いてること教えちゃったんだけど、よかったかしら。もちろんそれ以上はなにも言ってないけど、電話切ったあとに急に不安になってね』

　轟所長は自分の発言で私に迷惑をかけたんじゃないかと心配しているようだった。

「……わ、わかりました。すみません、ご迷惑おかけして」

　私は平静を装って、あえて元気に答えた。

『私はいいのよ。……で、水沢さんって本当に小野寺さんのいとこなの？』

　ここで『違います』なんて言ったら、轟所長ひっくり返るだろうな。きっと純粋で疑うということをあまりしないから、話しちゃったんだろう。

「……はい、そうです。すみません」

　根掘り葉掘り聞かれないよう、申し訳なさそうに答える。

『ならよかったわ。残業の件は了解しました』

　安心したような声で言われ、電話は切れた。だけど正直、私は残業どころじゃなかった。

　どうしよう……嘘でしょ？

　私の様子がおかしいことに気づいた里沙さんが、心配そうにこちらを見る。きっと今、私は相当ひどい顔をしているのだろう。

「桃花さん？　どうかした？」

「な、なんでもないですよ」

　けれど顔に出てしまう私のことだ。そんな嘘が通用するはずもなく、テーブルの上にカフェオレの入ったマグカップを差し出す里沙さんから、もう一度「なにかあったの？」と尋ねられた。

　私は、すでに座っている里沙さんの向かいに腰を下ろす。そして、彼女に話すべきか少し悩んだすえ、電話の内容を伝えることにした。

「実はある人が、家政婦紹介所に私が在籍しているか、確認の電話をしてきたんです」

　マグカップに視線を落としながら小さく息を吐くと、里沙さんは心配そうな表情を浮かべた。

「……それって、誰？」

　なんと答えるべきか悩み、結局私は「忘れたいのに忘れられない人」と言った。

　その言葉に里沙さんは目を細める。

「桃花さんてすごく明るいし、仕事もしっかりやってくれて、本当にいい人だなって思ってる。……でも、ふとした時にとても寂しそうな顔をするのを何度か見て、なにかあったのかなって心配してたんだ。興味本位で聞くべきじゃないってわかってたから、あえて聞かなかったんだけど……」

　言葉を選ぶような話し方から、里沙さんが心から私のことを気遣ってくれていることが伝わってきた。彼女は山岡物産とは無関係だし……と思った私は、詳しい名称は言わずに、ここで働くまでになにがあったのかを話すことにした。

「実は……」

　私の話をうんうんと頷きながら聞いていた里沙さんが微笑んだ。そして今度は彼女が自分のことを話し始めた。

「前にも少し話したと思うけど、私の父は、とある企業の役員でね。だから私は……どちらかというと裕福な家庭に育ったの。なに不自由なく育ててもらって、幼稚園から大学まで私立の女子校。拓海くんとは高校生の時塾で出会って付き合うようになったの。もちろん親には内緒でね」

　少し得意げに言うのは、今とても幸せだからなのだろう。

「でもね、私立の学校に入れてもらって、勉強頑張って、せっかくいい会社に入ったのに妊娠。もう親の怒りはすごかったのよ。なにが悲しかったって、お腹の子を堕ろせって言ったのよ。しかも両親は拓海くんを家に呼んで、里沙は身の丈にあった人と結婚させるから別れろって……もう信じられなかった」

　彼女は過去を思い出しながら、怒りに満ちた顔を浮かべた。

「それで？」

「彼は、私と別れるって言ったの」

　里沙さんは口を尖らせながら呟いた。

「え？」

　私は胸に重りが落ちてきたような感覚がした。彼女はそんな私を見てフッと小さく笑う。

「これ……誰かさんと似てない？」

　……それって、私？

「彼ね、僕といたって幸せになんかなれないって。私の両親に従って私に見合った人と一緒になれって言ったのよ！　許せる？　こんなに好きなのに、私と私のお腹の子とさよならしようとしたのよ」

　里沙さんは悲しそうにマグカップに視線を落とした。

　確かに自分が同じ立場なら許せない。

　里沙さんはカフェオレをひと口飲んでから、私をじっと見つめた。

「許せないよね……でも桃花さんも、あの時の拓海くんと同じようなことをしてるんじゃないかなって思ったの」

　里沙さんの鋭い視線が私に向けられ、返す言葉が出てこなかった。

「拓海くんは、父のように地位のある人間と結婚すれば私が幸せになれるとでも思ったんだろうね。でも私に言わせれば、ふざけんなよ！って感じ。本当に好きな人と一緒にいることが幸せなんじゃないのって。だから、親と絶縁しても一緒にいるって拓海くんの家に押しかけたのよ。それでね『私の幸せはここにあるの。だから絶対に別れない』って言ったの。だから桃花さんを必死に探しているその彼も、きっとそういう思いなんじゃない？」

　彼女が語ったひとつひとつの言葉が、私の心に突き刺さった。

「里沙さん……」

「結婚して、こうやって子供が三人いるってことを私の親は知らないと思うけど、私は胸を張って幸せだって言える。私の選択は間違ってなかったって断言できる。もしあのまま親の言いなりになってたら、私は絶対幸せにはなれなかった」

　里沙さんはリビングで楽しそうに遊んでいる輝くんを見つめ、目を細めながら微笑んだ。その表情が今の気持ちを全て表しているようで、私は自分がどうしたらいいのかわからなくなった。

　その時、奥の部屋で寝ていた亜美ちゃんと真美ちゃんが同時に泣きだした。里沙さんは重い腰を上げるように立ち、私を見る。

「桃花さんも彼が好きだから……彼の幸せを願っての決断だったかもしれないけど、逃げないでもう一度彼と向き合うべきだと思うよ」

　彼女はにこっと笑い、亜美ちゃんと真美ちゃんのもとへ行った。

　私は、しばらくその場から動けなかった。




「じゃあ、子供たちのことお願いします」

「はい。こっちは大丈夫なので、里沙さんも気をつけて」

　亜美ちゃんの熱が上がってしまい、救急外来で診てもらうことになった。

　時間は二十一時。里沙さんが輝くんと真美ちゃんを寝かしつけてくれたため、私はとりあえずここで待機する。

　そのあいだ、今日里沙さんが話してくれたことを思い出し、改めて自分の取った行動は本当に正しかったのか考えると、正直自信がなくなってきた。

　彼が好きだから、彼に幸せになってほしかったから、自ら身を引くことにした。でも、本当にそれが相手にとっての幸せだったのだろうか。

　自分が水沢さんの立場だったら、ということを考えていなかったことに思いいたる。

　都合よく彼のためとか言って、実は私が全てから逃げていたんじゃない？　裕人の時のように、また傷つくのが嫌だったから……。

「私って……最低」

　私は眠っている、輝くんと真美ちゃんの可愛い寝顔を見ながら、心の中で泣いた。




　それから二時間後に里沙さんが帰ってきた。点滴を打ったらかなり落ち着いたらしく、私もそれを聞いて安心した。

　それからすぐ、拓海さんも帰ってきて、リビングに入ってくるなり頭を下げた。

「桃花さん、こんなに遅くまで本当に申し訳ない。僕がもっと早く帰ってこれたらよかったんだけど……」

「謝らないでください。これが私の仕事なんですから」

　里沙さんが亜美ちゃんを寝かしつけて戻ってきたので、そろそろ帰ろうとエプロンを外している時、声をかけられた。

「さっきはちょっときついこと言っちゃって、ごめんなさいね」

　里沙さんは拓海さんの横に来て、申し訳なさそうに謝罪を口にした。

「そ、そんな……きついだなんて思ってないです。気にしないでください」

　慌てて否定すると、私たちの会話が気になったのか、拓海さんが口を挟む。

「どうした？　桃花さん、里沙がなにか失礼なことでも？」

　私は思いっきり首を横に振った。

「違うんです。今日、おふたりの結婚の馴れ初めを聞かせていただいたんです」

　拓海さんが驚いたように里沙さんを見ると、彼女は舌をぺろっと出して笑った。

　すると拓海さんは少しバツの悪そうな顔で口に手を当てた。恐らく自分が里沙さんのために身を引こうとしたことを思い出したのだろう。

「そうだ！　拓海くん、先輩として桃花さんにアドバイスしてあげて！」

　里沙さんはニヤリと笑いながら、背中をバチンと叩いた。拓海さんは、なんのアドバイスなのかさっぱりわからないようで、「え？　え？」と少々挙動不審な動きをする。

「桃花さんが、昔の拓海くんみたいなことしてるのよ」

　里沙さんが心配そうに私を見ると、拓海さんはきょとんとしながら私と里沙さんに交互に目をやった。

「昔の僕？」

「私から一度身を引こうとしたよね」

　口角を上げ、昔の傷をえぐるような言い方をする里沙さんに、拓海さんは申し訳なさそうな表情をする。

　そして里沙さんが私のことを話した。全てを聞いた拓海さんは、今にも泣きだしそうな私に同情の眼差しを向け、安心させるような優しい声を出す。

「桃花さん。あの時の僕も、今の桃花さんと全く一緒だったよ」

　拓海さんはその頃の自分を思い浮かべているのか宙を見上げ、それからゆっくりと里沙さんに笑顔を向けた。里沙さんも拓海さんに応えるように笑顔を返す。

「里沙の実家はすごい豪邸でね、今の見た目からは想像できないけど、お嬢様だったんだよね、ってイッテ～」

　どうやら『今の見た目からは想像できない』という言葉が気に食わなかったらしく、里沙さんが拓海さんの足を蹴った。私はそれがなんだかおかしくて、笑いそうになってしまった。

「妊娠がわかった時は本当に嬉しかった。だけど彼女の両親は、僕たちを絶対に結婚させたくないようだった。育った環境が違うだけで僕は論外だったみたいで……」

　拓海さんは横にいる里沙さんを愛おしそうに見つめた。

「どんなに彼女を愛していて、どれだけお腹の子の誕生を心待ちにしていても、一緒にいることは叶わないんだ……だったら今自分にできることは、彼女のこの先の幸せを願うことだけだ……。そう考えて、一度は里沙と別れると決めた。だけど、彼女の本当の幸せって、彼女自身にしかわからないんだよね」

　苦笑いしながら、ちらりと里沙さんに視線を向け、情けなさそうにため息をついた。

　黙って聞いていた里沙さんが大きく頷く。

「自己完結ほど嫌なものはないの。そんなのは単なる自己満足」

　拓海さんは苦笑いを浮かべながら話を続けた。

「里沙の言う通り、僕の取った行動は単なる自己満足だった。親と縁を切ることになってしまったのは申し訳ないと思ってる。でも、今こうやって家族五人で暮らせてすごく幸せなんだ。桃花さんの好きな人もきっと、一緒に幸せになりたくて君を探していると思うよ。経験者の僕たちが言ってるんだから間違いない」

　ふたりは優しい眼差しで私を見つめる。本当に心配してくれていることが嬉しい。

「ありがとうございます。私のことなのに、こんなに親身になってくれて」

「なに言ってるの。桃花さんは家族みたいなものだから」

　その言葉だけで、私は胸がいっぱいになった。

　時計を見るともうすぐ日付が変わろうとしていて、里沙さんは慌てた様子を見せる。

「あらやだ、もうこんな時間なの？　ごめんなさい、すごく遅くなっちゃった」

「私なら大丈夫ですよ。むしろこんなに遅くまで私のためにお話してくださって申し訳ないです」

　おろおろしている里沙さんに頭を下げる。

「いいの、いいの、そんなことは。今日遅くなっちゃったから、明日は輝のお迎えの十五時からでいいから」

　そう言ってくれた里沙さんの言葉に、私は甘えることにした。

　夜中に女性のひとり歩きは危険だからと、拓海さんが家まで送ってくれることになり、井上家を出て一緒に車に乗り込んだ。拓海さんは早速発車させ、運転しながら里沙さんには秘密にしている〝あること〟を話してくれた。

　それは、子供たちの写真を里沙さんのご両親に定期的に送っているという内容だった。でも、里沙さんのご両親からの返事は一度もないらしい。

　だけど拓海さんは、それでもいいと言った。

「別に僕のことを認めてほしくてやってるわけじゃないんだ。ただ子供に罪はないから、おじいちゃんとおばあちゃんに孫の元気な姿を見てもらいたいだけなんだ。……このことは里沙には内緒だからね」

　少し照れたように話す姿が、私の目にはとても凜り々りしく映った。

　里沙さんが拓海さんを好きなのも、井上家が素敵な家族なのも、拓海さんを見ていればよくわかる。

　自分のこの先の将来に、こんな幸せが訪れることはあるのだろうか。

　水沢さんの顔が脳裏をよぎり、胸の奥をざわつかせる。

　そしてふと気づいた時には、車は私のマンションの前で停車していた。

「桃花さん、今日はありがとう。本当に助かったよ」

　拓海さんに笑顔でお礼を言われ、私も微笑む。

「いいえ、こちらこそ。私のことで時間を取らせちゃってすみません。でも大変な時はお互い様です。だってもう家族みたいなもんなんですもんね」

「そうだね。じゃあ、明日もまたお願いします。おやすみなさい」

「おやすみなさい」

　私は挨拶を返して車から降りると、テールランプが見えなくなるまでその場に立っていた。

　そして部屋へ帰ろうとしたその時、マンションの入口に立つ〝あの人〟に気づいた。










愛の告白は掃除のあとで




　嘘でしょ……。

　私はその場から動くことができなかった。

　私が好きになった、パーカーに細身のジーンズ姿の彼が、マンションの入口の壁にもたれ、顔だけをこちらに向けている。一ヶ月ぶりの水沢さんは前よりも少し髪の毛が伸びていて、ちょっと痩せたみたいだった。

　なにか言わなきゃ、謝らなきゃ……そう思うのだけれど、なにをどう話せばいいのかわからず言葉に詰まる。

　そんな私に、水沢さんはゆっくりと近づいてきた。辺りが暗くてどんな表情をしているかは見えないけど、彼が歩を進めるごとに、私の鼓動が跳ね、目頭は熱くなり、今にも泣きだしそうになる。それと同時に、私はやっぱり水沢さんが好きだと実感していった。

　でも、怒ってるよね。だって黙って消えたんだから……私はどうしたらいいの？

　けれどその予想に反して、私のすぐそばで立ち止まった水沢さんは、安あん堵どしたように目を細めた。

「お前がいねーと、俺……全然ダメなんだよ……」

　水沢さんから出た言葉が私の胸を突き刺した。でもその時、会長が水沢さんに言っていた台詞が頭をかすめる。

『いずれはお前がこの山岡物産を背負っていかなきゃならん。そうなると、好きだからというだけでは結婚できないんだ』

　水沢さんのことが好き。里沙さんと拓海さんの話に心を動かされた。でも、会長のことを思い出すと、どうしても素直に彼の胸に飛び込むことができない。

「私なんかといたらダメだよ。私とのことはきっと一時の迷い……。水沢さんには水沢さんに見合った人がきっといるはずだから……」

　声を振り絞り、視線を落とした。

　鼻の奥がつんとする。きっと、このままここにとどまっていると泣いてしまうだろう。

　私は水沢さんを避けてマンションの中に入ろうとするけれど、彼がそれを許してくれなかった。

　水沢さんは私の腕をつかみ、自分のほうへ引き寄せると、怒りに近い声で悔しさを露わにする。

「なんだよそれ……なんだよ、俺に見合ったって……副社長だから好きでもない金持ちの女と結婚すればいいってことか？　それが俺の幸せ？　冗談じゃねーよ。結婚したい女の条件なんかひとつなんだよ。自分が心底好きになった女……桃花、お前なんだよ！」

　水沢さんの気持ちがまだ私にあることは嬉しい。でも、私が家政婦だということに変わりはなく、埋まらないふたりの立場の差に涙が浮かぶ。次の瞬間には、ひと筋の涙が頬を濡ぬらしていた。

　それに気づいた水沢さんが、空いているほうの手で流れる涙を拭った。

「自分が全てを背負えば丸く収まるって思ったんだろうけど、残された俺の気持ちはどうなる？　なんでひとりで抱え込むんだ？　俺じゃ頼りないから？」

　水沢さんの愛おしそうに私を見る眼差しと、優しく語りかけてくれる声に、胸が張り裂けそうになる。

「……違う」

　私は俯き、首を振って否定した。そして気づいた時には、口が勝手に本音を語っていた。

「そうじゃないの……自分が傷つくのが怖かったの。家政婦という仕事を誇りに思っていながら、どこかで自分を過小評価してた。私みたいな女が大きな会社の副社長と恋人だなんて周りが許すはずがないって。……もし、あなたから別れを切り出されたら、それに耐えられる自信がなかったの」

　次から次へと涙を溢れさせながら、私は一気に言った。

『自己完結ほど嫌なものはないの。そんなのは単なる自己満足』

　里沙さんの言う通りだ。彼のためと言いながら、私はただ逃げていただけだった。自分を守るために。

　すると突然、水沢さんが私を力一杯抱き締めた。

「俺を、そんなくだらないことでお前を手放すような男だと思ってたのか！　冗談じゃねーよ。あとな、家政婦って仕事を過小評価すんな！」

　まくし立てるような声が耳に響き、胸が張り裂けそうになった。

　水沢さんが私から離れたため、思わず顔を上げると、彼と目が合いクスッと笑われた。

　なぜこんな時に笑えるのかがわからず反応に困っていると、ポケットからハンカチを取り出して手渡された。

「な、なんで？」

　あまりに余裕な態度を取られ、少し動揺しながら尋ねる。

「目と鼻から大量の水出してんじゃねーよ。これで拭け」

　ぶっきらぼうな言い方だけど、向けられた眼差しは優しい。

　自分の顔がすごいことになっているなんて気づいていなかった私は、慌ててハンカチを受け取り、使わせてもらった。

　すると、水沢さんにいきなり腕をつかまれた。

「行くぞ！」

　有無を言わせない強い口調に驚きながら彼を見る。

「え？　行くって？」

　けれど、その質問に返事はなく、水沢さんは私の手を引っ張り、歩きだす。私が口を開こうとすると「話はあとでまとめて聞く。もうこれ以上なにも言うな！」と、はね除けられた。

　そして私はあれよあれよという間に、近くに停めてあった彼の白いスポーツタイプの高級セダンの助手席に座らされた。水沢さんは運転席に乗り込み、手を伸ばして私のシートベルトを装着すると、ゆっくり発車させた。

　車に乗ること三十分。着いた場所は、私が一ヶ月前までほとんど毎日通っていた水沢さんのマンションだった。もうここに来ることはないと思っていた。というより、もう来てはいけないと思っていたのに……。

　水沢さんが地下駐車場に車を停めたため、ドアを開けて降りる。すると、彼に促されるように背中を押され、エレベーターに乗せられた。エレベーターが高速で上がっていくあいだ、私の気持ちはずっとざわついていた。

　水沢さんの家がある階に到着し、彼の部屋の前まで連れていかれる。鍵を開けながら、水沢さんがバツが悪そうに私に言った。

「悲鳴を上げるなよ……」

　悲鳴？　……私、なにかされるの？

　急に心拍数が上がり、この場から逃げたい衝動にかられる。けれど、水沢さんがしっかりと私の肩をつかんでいて、動くことはできなかった。

　彼はドアをゆっくり開けると、先に私を部屋に入れ、後ろ手でドアを閉めて鍵をかけた。部屋に上がるよう言われた私は、さらに心拍数を上げながら、靴を脱ぎ、廊下を進む。そして、不安いっぱいの中リビングのドアを開けて、明かりをつけた時……。

「ちょ、ちょっとこれ……」

「だから言ったろ？　……悲鳴を上げるなよって」

　絶句する私の横で、水沢さんは恥ずかしそうに少し顔を赤らめている。

　どうしたらこうなるのだろう。

　以前の綺麗なリビングの面影はなく、テーブルの上には読んだ形跡のない新聞が積み重なり、ソファーには洋服が散乱している。洗濯機の周りも似たようなものだということは見なくても大体想像がつき、あまりにも悲惨な状態に、悲鳴を上げる余裕すらなかった。

　一体いつからこんな生活をしているの？

　私が初めてこのマンションに来た時だって、家政婦なんて必要ないほど綺麗だった。それなのに、今はとんでもない荒れ方をしている。

「家政婦さんは？　私、竹原所長に次の家政婦さんをお願いしたはずです」

　振り返って問いただすと、水沢さんはふてくされ気味に答える。

「そんなものいらないって断ったよ！」

　いらないって……そんなこと言えるような状態じゃないでしょ。

「こんな部屋にしておいて、なに断ってんのよ！」

　信じられない、という思いから、怒りに近い感情が沸々と湧いてきた。

　だけど彼は、そんな私に鋭い視線を投げかける。

「俺の家政婦は、お前以外いないんだよ！」

　吐き捨てるように放たれた言葉が私の心を突き刺した。

「……水沢さん？」

　水沢さんの言葉に胸を打たれ、それ以上なにも言えないでいると、彼は続けた。

「お前が作るご飯以外食いたくないし、お前が洗濯してアイロンがけしたシャツしか着たくない。お前が掃除してくれた部屋じゃないとくつろげないし、お前が整えてくれたベッドじゃないと……寝たくないんだ。お前以外の人間に俺の世話はしてもらいたくねーんだよ。だからこんな状態になってんの」

　顔を真っ赤にしながら話す水沢さんは、駄々をこねる男の子のようだった。だけど悔しいかな、彼に必要とされていることに嬉しいと思う気持ちもあって、不覚にもドキドキが止まらなくなっている。

　水沢さんはダイニングの椅子にどかっと座ると、近くまで来いと手招きをした。

　一瞬ためらったけど、ゆっくりと彼のそばまで行く。すると、水沢さんは見上げながら私の手を取り、ぎゅっと握り締めた。

「お前、自分を過小評価して、俺とは住む世界が違うみたいなこと言ってるけど、お前がこの家で栄養のバランスが取れた食事を作ってくれて、シャツに綺麗にアイロンがけをしてくれて、綺麗に整えてくれたベッドに寝れたから、俺は仕事を頑張れて、成果を上げることができたんだ」

　水沢さんは、もう片方の手を私の手の上に乗せた。

「それなのに勝手に俺の前から消えやがって。俺がどんな思いでいたか、わかるか？」

　語りかけるような優しい声と、打ち明けられた本音に心が震え、胸の中が彼への思いでいっぱいになる。

「水沢さん……」

　これ以上言葉を発したら、涙腺が決壊しそうだ。

「なあ、一生に一度くらい、すげー我がままになってもいいんじゃない？」

　水沢さんが私の腕をつかんで、自分のほうへと引き寄せる。

「え？」

「なにがあっても俺から離れたくないとか、ずっと一緒にいたいとか、そのくらいの我がまま言ってくれよ。俺が全部受け止めてやるから……っていうか、俺がお前を離すつもりないけど」

　彼は温かさと強い意志を感じさせる目で見つめながら、私の腰に手を回し、お腹に顔をうずめた。

「俺はもうお前を悲しませたり、泣かせたりしない。だから俺の我がままを聞いてくれ」

　すると水沢さんは立ち上がり、すっと目を細めて、私の頬に手を当てた。

「ずっとそばにいてくれ。もう急に俺の前から姿を消さないでくれ……」

　甘く切ない声で懇願するように呟かれ、目頭がかーっと熱くなる。言葉を発したいのに、唇が小刻みに震えて上手く喋れない。

　俯きながら、今にも溢れそうな涙をぐっとこらえて、なんとか口を開く。

「……ずるいよ」

「桃花」

　水沢さんは私の顔を覗き込み、不安そうに名前を呼んだ。

　私の目に溜まった涙は、あと一回瞬まばたきしたら一気に溢れ出すだろう。

「なんでそんなに優しいのよ。私を嫌いになってくれたほうが、楽だったのに……。我がまま言ってとか、ずるいよ」

　水沢さんは首を横に振り、微笑んだ。

「仕方ないだろ。お前のこと、めちゃくちゃ好きなんだから」

　やっぱりずるいよ……そんな愛おしそうに見つめながら言わないでよ。

「ずっとずっと我慢してたのに……」

　絞り出すように私が言葉を紡ぐと、彼は包み込むような眼差しを私に向け、小さく頷いた。

「うん」

「そんな優しいこと言われたら、私、我がままになっちゃうよ。もう、我慢しない。あとでそれなし、とかダメなんだからね」

　握り拳に力を入れ、小さく睨みながら念を押す。

「うん」

　彼の返事を聞いた私は、大きく深呼吸をして言い放つ。

「とりあえず、この部屋なんとかしたい！」

「はぁ？」

　きっと甘い展開を想像していたのだろう。予想外の私の言葉に、水沢さんは拍子抜けした声を出した。

「だって、こんな汚部屋、許せないんだもん。我慢しなくていいんだよね。……片づけが終わったらちゃんと伝えるから」

　明らかに不服そうな顔をした水沢さんは、肩をガクッと落とし、さっきまで座っていた椅子に再び腰を下ろした。

　そりゃそうだよね……。普通だったら、ここで私がちゃんと自分の気持ちをぶつけて盛り上がるはずだ。でも、ダメダメ。家政婦魂がこの状況を許さないんだから。

　私は流れそうになった涙を拭い、ちょうどテーブルの上に置いてあったティッシュを勢いよく取ると、思いっきり鼻をかんだ。そしてバッグから取り出したエプロンを素早く身につけ、腕まくりをする。

　時計を見ると、もう深夜一時を少し過ぎていた。でも、明日は十五時に出勤すればいいから問題ない。

　早速キッチンに向かい、引き出しからゴミ袋を抜き取った。そんな私を見て、さっきまで呆ぼう然ぜんとしていた水沢さんが急に笑いだす。

「ちょっと！　水沢さんも手伝ってください！　じゃないと、言おうと思ってること言わないんだから！」

　私は口を尖らせ、乱暴にゴミ袋を差し出した。すると彼は素直に受け取り、さっきまでとは違う嬉しそうな顔でまた笑った。

「やっぱ、お前最高だよ」










もう離さない




「はぁ～やっと、どうにか片づいた」

　時計を見るともうすぐ夜中の三時。さすがに洗濯機を回すのは近所迷惑になるので、白物と色物を分けていつでも洗濯できるよう準備した。そして、溜まった新聞や雑誌を紐ひもで縛って玄関へ持っていく。

　しかし、どうしたものだろう。手伝ってとお願いしたのに、ここの家主は疲れたのかソファーで寝ている。起こしたい気持ちはあるものの、それはやめた。きっと仕事を終えてから私を待っていたのだろうから。

　ふと横を見た私は、書斎のドアが少し開いていることに気づき、吸い寄せられるようにそこへ入っていく。

　私がここの家政婦だった時も、ただの一度だけほんの少しドアが開いていたことがあった。もし、あの時ドアが開いていなかったら、私は今もこの家で働いていただろうか……。

　部屋の中は当時のままで、ここだけは散らかっていなかった。机の上には、かなりくたくたになった見覚えのあるノートが置いてある。

　これは水沢さん、いや副社長との連絡に使っていた、いつの間にか交換日記のようになったノート……。

　それを手に取り、懐かしく思いながらページをめくる。

　最初は堅苦しい事務的な内容だけを書いていたんだよね。でも、徐々にくだけていって、イラストつきになってからは、ぐっと距離が縮まったような気がしたっけ……。

　ここには私と副社長の思い出が溢れていた。

　ほんの一ヶ月前のことなのに、すごく昔のことのように感じながら、パラパラとめくっていく。白紙のページになり、ノートを閉じかけた時、最後のページで私の手が止まった。

「これって……」

　そこには私に向けてのメッセージが書いてあった。

『小野寺様　お仕事ご苦労様です。そしていつも美味しい夕食を用意してくれてありがとう。毎日ただ寝に帰るだけのつまらない家だったのに、君が俺の家政婦になってから帰宅するのがすごく楽しくなった。これからもずっと俺だけの家政婦でいてほしい。　水沢』

「なによこれ……いつの間にこんな」

　まるでラブレターのようなメッセージに胸の奥がぎゅっと締めつけられた。

「……桃花が俺の秘密を知るちょっと前だったかな。俺の家政婦は桃花じゃなきゃダメだって伝えたくて」

　突然後ろから声がして振り向くと、寝ていたはずの水沢さんが書斎の入口に立っていた。驚く私を見て、彼は少し恥ずかしそうに視線をそらす。

「いつからいたの？」

「ほんのちょっと前。起きたら桃花がいなくて……また俺の前から姿を消したのかと思った」

　水沢さんは、私がまだこの家にいたことへの安堵と、メッセージを見られた照れを滲ませた複雑な表情を私に向けている。

　胸が締めつけられる思いを悟られまいとして、私は彼に背を向け机の上にノートを置いた。

　すると水沢さんが近づいてきて、私の肩をつかみ自分のほうを向かせた。

「で？　桃花の気持ちは？」

　じっと見つめてくる彼の瞳に吸い込まれそうになる。

「私……」

　唇が小刻みに震えて、言葉がすっと出てこない。

　でも、もう自己完結はやめよう。逃げずに彼と向き合おう。

　私は小さく深呼吸をして心を落ち着かせると、水沢さんの目を見て、今の素直な気持ちをぶつけた。

「私は、水沢さんの家政婦なんて嫌！」

「桃、花？」

「我がまま言っていいんでしょ？　私は、料理だって洗濯だって掃除だって、なんだってやる。だけど……それは家政婦としてじゃなくて、水沢さんの彼女としてしてあげたいの！」

　もっと可愛い言い方をしたかったのに、勢いあまってすごく上からの発言になってしまった。素直に好きって言えばいいのに。

　恥ずかしさのあまり下を向くと、水沢さんは優しく私の頭を撫でた。

「バーカ。俺の中では、お前はずっと俺の彼女なんだよ」

　鼓動が跳ね上がった瞬間、ぐっと抱き締められた。

「どうせ我がまま言うなら、『家政婦じゃなくてお嫁さんにして』ぐらい言えよ」

「えぇぇ!?」

　驚きのあまり大声を出してしまった。

　だってこれってプロポーズと一緒じゃない？　確かに付き合うなら遊びではなく将来を見据えて、と思っていたけど……。

「嫌か？」

　水沢さんが私の顔を覗き込むように見つめた。

　声色は優しかったけど、目は拒否できないほど鋭くて、ここまできたらもう相手がどんなにすごい人でも腹をくくるしかない、と私は決心した。なにより、私も水沢さんのことを諦めることはできないのだから。

　私は首を横に振り、頬を赤らめながら彼の顔を見上げた。

「嫌じゃない。だけど……少しは恋人としての時間も欲しい」

　これくらいの我がまま許してくれるよね。

　水沢さんはくしゃくしゃな笑顔でもう一度強く私を抱き締めた。

「もう、絶対に離さない」

　それは私も同じ気持ちだよ。

　彼は一旦腕の力を緩め、私の手をつかんだ。

「水沢さん？」

　名前を呼ぶと彼は、フッと笑って歩きだした。

「つかまえておかないと『じゃ～帰ります』とか、お前は言いかねないからな」

　よくわかってらっしゃる。……でも今は違う。

「帰らないよ」

　ぼそっと呟くと、水沢さんの動きが止まった。

　不思議に思い私が首を傾げると、耳を真っ赤にした彼が振り向く。

「可愛すぎるだろ！　もう、どうなっても知らねーからな」

　そう言うと彼は、いきなり私を肩の上に抱きかかえると、書斎を出てすぐに寝室へと入った。そしてベッドの上に優しく私を横たえ、甘く唇を塞ぐ。

「んっ、んっ……」

　まるで会えなかった時間を取り戻そうとするような荒々しいキスの嵐に、私の全身が溶かされそうになる。それと同時に、水沢さんの気持ちが唇を通して伝わってくるようだった。

　熱いキスは終わるどころか激しさを増していく。

　耳を甘噛みされ、自分じゃないみたいな声を発してしまう。恥ずかしくて顔を横に背けても、水沢さんはまるでそれを楽しむかのように繰り返してくる。

「あっ、いやっ……くすぐったい」

　肩を耳の近くまで上げて抵抗すると、「散々俺を待たせた罰だ……」と耳元で囁かれた。

　キスが首筋から徐々に降りてくるのと同時に、水沢さんの手が私のカットソーの中に滑るように侵入する。

　段々息遣いを荒くしながら、私は水沢さんにしがみつく。

「どれだけこうしたかったか、わかるか？」

　絞り出すような声に余裕のなさを感じた。その声のあまりの色っぽさにドキドキしてしまう。

「多分今日の俺は余裕がなくて、がっついちゃうから覚悟……しろな」

　水沢さんは私を見下ろし口角を上げると、私が身につけているものを全て脱がせ、何度も何度も私を愛した。




　どのくらい寝たのだろう……。

　カーテンの隙間から光が入ってきているけれど、時計を見ないと正確な時刻はわからない。かなりのだるさを感じつつも、それは決して嫌なものではなかった。

　もうちょっとベッドの中でまどろんでいたい。もちろん大好きな人と。

　私は水沢さんにしがみつこうと寝返りを打つけれど、隣に彼はいなかった。

「え？」

　私は飛び起きてきょろきょろと辺りを見渡す。

　……いない。

　ベッドから下りて水沢さんを探そうと思ったけれど、着ていたはずの服がベッドの上にも下にもない。さすがになにも身につけないままは恥ずかしくて、私は彼を呼んだ。

「水沢さん？」

　しばらくすると、彼がやってきてホッとした。そんな私の顔を見て水沢さんはしたり顔をする。

「びっくりしたろ？　起きたらいないって」

「もしかしてわざとですか？」

　口を尖らせ睨んだ。

「あの時の俺も、今の桃と同じ気持ちだった……」

　意地悪そうな笑みを浮かべるものの、声は優しかった。

　水沢さんはベッドに入り、横になって私を抱き寄せた。

「俺はどこにも行かない。この先もずっと……」

　私をじっと見つめるその目に嘘はなく、私もその気持ちに応えるように水沢さんに抱きついた。すると彼は口元を緩め、なにか企んでいるような表情をする。

「朝からいい眺め。もしかして昨日のじゃまだ物足りない？」

　なんのことかわからず、きょとんと水沢さんを見ると、彼が私の胸を指差した。

「あっ！」

　なにも身につけていなかったことをすっかり忘れていた私は、慌ててベッドの中に潜り込む。

　昨夜は真っ暗だったけど、今はもう明るいから……しっかり見られちゃった。

「水沢さん！　私の服は？　さすがにこの姿は恥ずかしい！」

　悲鳴に近い声で訴えても、水沢さんは楽しそうに私を見ているだけだった。

「桃花の服なら全部、リビングのソファーの上」

　そう言って彼は、不敵な笑みを浮かべる。

「えええ？　なんで？」

　水沢さんを睨むと、彼が覆いかぶさってきた。そして顔をぐっと近づけて口角を上げる。

「それはね……さっきの続きをするため」







六章　幸せになるために










意外な繋がり




　昨日、里沙さんに今日の出勤は十五時からでいいと言われたため、私はお昼まで水沢さんのマンションにいた。そして、十二時過ぎの現在、一度マンションへ戻るために、私は会社へ行く水沢さんと一緒に家を出た。

「仕事、大丈夫なの？」

　こんな思いっきりプライベートな都合で、半日会社を休んでよかったのだろうか。

「大丈夫。桃花が寝ているあいだに、電話で相沢にスケジュールの確認をしてもらったんだ。重要な仕事はなかったから、午後から出勤するって伝えておいた」

　久しぶりに副社長らしい水沢さんの姿を見て懐かしさを覚える。

　未来に連絡したんだ。……未来には随分心配かけたから、ちゃんと話さなきゃな。

　そう思いながらエレベーターに乗り込むと、彼は地下のボタンを押しながら、なに食わぬ顔で言う。

「桃花と付き合ってるって、相沢に報告しておいたから」

　私は思わず「えっ!?」と大きな声で叫んでしまった。

「バーカ。彼女、俺たちのこと心配してくれてたんだから、お前もあとで連絡しとけよ」

　確かにそうだよね。今日の夜にでも未来に電話しよう。

　それから私は、水沢さんに車でマンションまで送ってもらった。エントランスの前に着いたため車から降りようとすると、なにげなく彼が口を開く。

「桃花、近いうちに今住んでる部屋の荷物、整理しとけよ」

「は？」

　間抜けな返事をした私に、水沢さんは少し呆れ顔をしながら言う。

「一緒に暮らすからに決まってんだろ」

　当たり前のような口ぶりに、驚くしかなかった。私が二の句を継げずにいるにもかかわらず、彼は勝手に話を続ける。

「仕事が終わったら連絡くれ。今日の晩飯は……やっぱり和食がいいな。っていうかＤＶＤ！　一緒に買い物に行って、それからレンタルショップでＤＶＤ借りるぞ！」

　ビシッとスーツを着こなす水沢さんが、夜の予定をすごく楽しそうに話す姿を見て、私は理想にしていた、ふたりの水沢さんを足した人そのものだと思った。




「ただいま戻りました～」

「ママ～ただいま～トイレ～」

　輝くんは保育園の帰り、あともう少しで家に着くというところで、トイレに行きたいと言いだした。近くに公園やコンビニもなかったため、手を繋ぎ、ダッシュで帰ってきたのだ。

　お恥ずかしい話、昨夜……いやお昼まで水沢さんと一緒にいたためまだ身体が重く、しかも久しぶりに全力で走ったこともあり、肩で息をしてしまう。

　そんな私の姿を見た里沙さんの口から、からかうような言葉が飛び出す。

「ウフフ、桃花さん、いいことあったでしょ～」

　興味津々な表情で見られ、顔が真っ赤になった。どうやら全てを見透かされているらしく、気まずさを感じた私は視線を泳がせる。

「あ～すっきりした」

　トイレから出た輝くんがやってきて、玄関で立ち尽くしている私を不思議そうな目で見る。

「あれ？　桃ちゃん、入んないの？」

「は、入るよ」

　動揺を隠すように慌てて靴を脱ぐ私を見て、里沙さんがニヤニヤと笑った。

「その様子だと……輝は失恋かな～」

「え？」

「輝が『桃ちゃんと結婚するの』って言ってたじゃない。でもその幸せそうな顔を見る限り、輝の失恋は確定だね」

　追い打ちをかけるように意味深発言をする里沙さんの顔を直視できない。やっぱり私って顔に出るのかな、と両手で頬を押さえる。

「じっくりお話聞かせてもらうね。とりあえず、お茶でも飲もう～」

　里沙さんは声を弾ませながら、キッチンへ行ってしまった。

　……今日は仕事にならないかも。

　彼女のあとに続き、ダイニングテーブルに向かい合って座ると、私は昨日のことを全て話した。

　里沙さんは終始笑顔で、私と水沢さんの距離が再び縮まったことを喜んでくれた。

「里沙さんの助言がなければ、多分私は彼から逃げていたと思います。本当にありがとうございました」

　感謝の気持ちを込めて頭を下げた。

　すると里沙さんは「自分の経験談を話しただけよ」と言って微笑んだ。

「ところで、桃花さんの彼氏さんってすごいセレブなんだよね？　どこの会社にお勤めなの？」

　そういえば、細かいことはなにも話していなかった。

「山岡物産って聞いたことありますか？　そこの副社長なんです」

「山、岡……物産？」

　里沙さんの表情が一瞬にして強張った。

「大丈夫ですか？」

　急に顔色が悪くなったため驚いて尋ねると、さっきまでの雰囲気から一変、重い空気が流れた。

「……それ、私の父が勤めてる会社なのよ……」

「え？」

　里沙さんのお父さんは会社の役員をやってるって言ってたよね。ということは、もしかしたら私の知ってる人かも……。

「里沙さんの旧姓ってなんですか？」

「安あん藤どう」

　彼女はぼそっと呟いた。

「安藤って……まさか安藤専務？」

　私が大きな声を上げると、テレビを見ていた輝くんが振り向いた。

　秘書時代、会議などで安藤専務とご一緒する機会が何度かあった。仕事に対してはとても厳しいけど、優しい面も持っている。お昼休みに社員食堂に顔を出し、いろんな社員に声をかけている姿をよく見たものだった。そのせいか他の役員よりも人気があったのを覚えている。

　だからどうしても、昨日里沙さんから聞いた結婚までの経緯が信じられなかった。私には安藤専務が、娘と縁を切って孫と会おうともしない人には見えなかったからだ。

　里沙さんは「親のことは過去のことだから」とそれ以上はなにも話さなかった。だけど、どちらもよく知っている人なだけに、私は気になって仕方がなかった。

　……でも、よその家庭の問題に首を突っ込むべきじゃないよね。




「今度はなんだ？」

「え？」

　十八時に仕事が終わってメールをすると、水沢さんが里沙さんの家の近くのコンビニまで迎えに来てくれた。スーパーで夕食の買い物をしたあと、久しぶりにレンタルショップにやってきているのだけど、心ここにあらずなのが顔に出ていたみたいだ。

「どう見ても俺以外のこと考えてたろう？　今俺が適当にホラー映画を差し出して『これ見る？』って聞いたら『見る』って言うし」

　おぞましいお化けのパッケージのＤＶＤを私の目の前で振ってみせる。

「うっ」

　しまった！とバツの悪い表情を浮かべながら、視線をそらす。

「とりあえず帰ったらゆっくり話を聞くけど、ＤＶＤを見る気はある？」

「……ある」

　私が何度も頷くと「だったら」と言って、水沢さんは私の好きそうな新作のラブコメを借りに行った。

　それからマンションに帰り、部屋に入ると、私は夕食の支度をするために、すぐにキッチンへ向かった。水沢さんが和食を食べたいと言うので、生しょう姜が焼きと温野菜サラダ、揚げ出し豆腐、そして味み噌そ汁しるを作り始める。すると、気づけば笑顔の彼がぴったりと私の横に立っていた。

「どうしたの？　リビングでまったりしてていいよ」

「いや、桃花が料理してるところを見たいんだよね」

　水沢さんは、興味津々な顔でフライパンを覗き込んだ。

「そ、そうですか。でも、そんなジロジロ見られると……」

　磁石のようにぴったりとついてくるもんだから、身動きが取れない。

「見られると？」

「すっごくやりにくいのでごめんなさい……リビングで待ってて」

　水沢さんに離れる気配がないため、申し訳ない気持ちでお願いした。

　料理の一部始終をまじまじと見られて、緊張しないわけがない。

　水沢さんは少々ふてくされながらも私の言うことを聞いてくれた。




「あ～、まじでうまかった。やっぱり桃花の和食は最高だね」

　嬉しそうにお腹をさする仕草が可愛くて、私の口元が緩む。

「これからは、コンビニ弁当ばかり食べちゃダメだからね」

　水沢さんをちらりと睨むと、彼は決まりが悪そうな顔をしながら「はいはい」と返事をして席を立った。リビングに向かった水沢さんにつられるように私も移動して、ソファーに座った彼の隣に腰かける。

「で？　心ここにあらずだった理由をゆっくり聞こうかね」

　気になっていたようで、ＤＶＤを見るより先に私に話すよう促す。

　お客さんのことを人に話すのは、仕事柄あまり好ましくはない。でも、今回は私も水沢さんもよく知っている人のことだから相談したかったし、アドバイスも欲しかった。

　お父さんが安藤専務だということはとりあえず伏せて、里沙さんのことを話した。

「……じゃあ、今もご両親とは絶縁状態ってことか」

　水沢さんはソファーにもたれて腕組みをしながら言う。

「うん。でも拓海さんは里沙さんに内緒で、彼女の実家に子供たちの写真を送ってるの」

「そうか。で、ご両親からなにか返信とか……」

　視線だけをこちらに向ける水沢さんの言葉が終わらないうちに、私は首を横に振った。

「一度もないのか」

　私が眉間に皺を寄せながら頷くと、彼も顔をしかめた。

　私は大きなため息をつきながら、ソファーの背にもたれかかり、天井を見上げる。

「それで桃花は、里沙さんとそのご両親を和解させたいと？」

　普通はよその家庭の事情に私が悩む必要などない。だけど……。

「できれば、の話。で、その里沙さんのお父さんがね……」

「うん」

　まだ父親が誰か知らない水沢さんは軽く返事をした。そんな彼を、私は険しい表情を浮かべながら見る。

「私たちがよく知ってる人なの」

「え、俺と桃花が？　そうなると、会社の人間？」

　驚いたのか、彼はソファーから身体を起こして尋ねる。私は大きく頷いた。

「うん」

　水沢さんは腕を組みながら、少し考えるように宙を見る。

「俺も桃も知ってる人間となると……役員か。桐山専務のとこは……男だったよな。で園村常務は……あっ」

　私と裕人のことを思い出したのか、バツの悪そうな声を上げた。

「大丈夫。水沢さんのおかげでもうすっかり忘れてるから」

　裕人のことは完全に頭から消えているため、私は彼に笑顔を向けた。

「……ってことはもしかして、安藤専務？」

　自信なさげに私の反応を待つ水沢さんに黙って頷くと、彼は目を丸くして私を見た。

「世間狭すぎだろ～」

「だよね。でも、私の知ってる安藤専務って、役員なのにおごったところがなくて、人当たりもいいの。娘さんと絶縁状態だなんて、とてもそんな人には見えないというか。でも実際はそうで、頭がごちゃごちゃになって……」

　自分の持っていたイメージと現実のギャップに、混乱してしまう。意見を求めるように、困った表情で水沢さんに視線を送る。

「俺もそう思うよ。俺、あの人にはいろいろと仕事のことを教わったし」

　信じられないという様子で水沢さんがそう言ったあと、私は心の内を全部吐き出した。

「安藤専務、絶対いいおじいちゃんになると思うの。それに、子育てってすごく大変で、周りに頼れる人がいるのといないのとでは全然違うの。里沙さんと安藤専務が和解すれば、今よりもっと楽になるはず。家政婦がお手伝いするといっても限度があるから」

　私は必死に伝えた。だって悲しいじゃない。ひとりひとりはみんないい人なのに。

　すると水沢さんが、私の肩をぐっと抱き寄せた。

「桃花は井上さん家族が好きなんだな」

　私は大きく頷いた。

「私の理想なの。でも里沙さんとご両親が……」

　歯痒さで、私は唇を噛んだ。

「問題は親子の確執、か。俺にできることがあるなら協力するよ」

「ありがとう！」

　私は自分のことのように嬉しくて、水沢さんの肩にもたれかかった。私はその状態で、ある作戦を考えていた。










作戦開始




　私はある作戦を立てたけれど、勝手にことを進めるのはよくないと思い、拓海さんに全面協力をお願いすることにした。緊急連絡先として教えてもらっていた拓海さんのスマホに連絡をして、家政婦の仕事が休みの今日、十七時半に落ち合うことになった。これからやろうとしていることを里沙さんに知られては困るため、待ち合わせ場所は拓海さんが勤める会社の前だ。

　水沢さんにも時間を作ってもらい、近くのパーキングで待機してもらっている。

　そして、拓海さんが会社から出てくるのをひとりで待つこと十分。拓海さんが小走りで私の前に現れた。

「すみません、遅くなって。で、どうしたんです？　わざわざこんなところまで」

　詳しい内容を話していないため、拓海さんは不思議そうな顔をする。そんな彼に私は真剣な表情と口調で言う。

「拓海さんに、折り入って話があるんです」

「は、はあ」

　拓海さんが戸惑いながらも頷いてくれたので、私は水沢さんのもとまで案内した。

　水沢さんは私たちの姿を見ると、車から降りた。

　拓海さんは、私が好きな人と再びお付き合いできることになったということだけは、里沙さんから聞いているらしい。でも名前や勤め先などは知らない。

「はじめまして、水沢と申します」

「はじめまして、井上です」

　水沢さんと拓海さんが互いに挨拶を交わし、名刺を交換した。

　そして水沢さんの名刺を見た拓海さんは驚きを隠せない様子で、水沢さんと私に交互に目をやった。

　拓海さんには、あとで説明するからと言って、全員で車に乗り込んだ。十分ほど車に揺られて着いたのは、木造二階建ての年季が入った居酒屋だった。

　水沢さんは車から降りて私に視線を向ける。

「ここなら人目にもつかないだろ？」

「うん」

　店の引き戸を開けると、奥行きのある店内にはカウンターに約十席と、三つの座敷席があった。カウンターの中の棚にはキープされたボトルがずらりと並んでいる。若いお客さんはわずかで、年配の常連さんといった感じの人がほとんどだ。

　水沢さんに気づいた女将さんらしき人が「ご用意してあるわよ。尊くん」と言って奥の座敷に案内してくれた。私と水沢さんが並び、私の前に拓海さんが座る。

「ビールふたつとウーロン茶、あと料理はお任せで」

　水沢さんが女将さんに素早く注文を済ませてくれたため、すぐにドリンクが運ばれてきた。軽く乾杯をしてから、私は早速本題に入る。

「里沙さんのお父様が山岡物産の安藤専務だということを先日知りました。私が家政婦になる前に秘書をしていたことはご存知だと思いますが……。実は、山岡物産で働いていたんです」

　拓海さんは目を見開いた。

「驚きますよね。担当ではありませんでしたが、安藤専務のことはよく存じております。役員でありながら、いつも社員とのコミュニケーションを大事にして、会社でとても人気のある方なんですよ」

　私は山岡物産で働いていた時のことを思い出しながら話した。

「え？　そう、なんですか？」

　きっと拓海さんはそういった部分を見たことがないのだろう。自分の知っている義父とあまりに違うからか、戸惑いを見せた。

　そんな拓海さんを見て、水沢さんが話しだす。

「私、副社長って肩書きを背負っていますが、もともとは安藤専務の下で仕事を教わったんです。だから知ってるんですが、実は不器用な人でもあるんですよ。彼女から聞きましたが……奥さんに内緒で、安藤専務にお子さんの写真を定期的に送っているそうですね」

　拓海さんは苦笑いしながら頷いた。

「一度も返事はないんですけどね……最初はすごく軽く考えていたんです。今は僕たちのことを反対しているけど、孫の顔を見れば許してもらえるんじゃないかって。でも現実はそんなに甘くないんですよね……」

　うなだれながら半ば諦めにも似た表情で、拓海さんは手に持っていたグラスのビールを呷あおった。

「そんなことないですよ」

　水沢さんは笑顔で断言すると、胸ポケットからスマホを取り出し、拓海さんにある画像を見せた。

　その途端、拓海さんはかなり驚いた様子で画面に見入った。

「……こ、これって」

　私もスマホを見せてもらった。そこに写っているのは専務の机のようで、その机の上には輝くんと亜美ちゃん、真美ちゃんの写真が飾ってあったのだ。

「本当は会いたいと思ってるんですよ。だけど、安藤専務って意地っ張りなところがあって……もしかして、里沙さんもそうなんじゃないですか？」

　水沢さんが優しく問いかけると、拓海さんは苦笑いで返した。

　そこで私は一度姿勢を正した。

「私は、里沙さんと安藤専務が和解するためのお手伝いをしたいんです。私がこうやって水沢さんと一緒にいられるのは、拓海さんと里沙さんの助言のおかげです。だから次はおふたりが今以上に幸せになってほしいんです」

　拓海さんは、上手くいくとは思えなさそうな表情を見せたが、私の気持ちは変わらなかった。

「前におふたりは言いましたよね。私は家族同然だって……。だから家族の一員として、輝くんや真美ちゃん亜美ちゃんをおじいちゃんとおばあちゃんに会わせてあげたいんです。そして、みんなの笑顔が見たいんです。だけどそれには拓海さんの協力が必要なんです」

　しつこいとは思ったが、私は必死に訴えかけた。そんな私の言葉を聞いて、拓海さんは無言で考えているようだった。

　確かに、子供たちの写真を送り続けてもなんの進展もなかったのに、簡単に和解するとは思えないだろう。

　すると拓海さんは急に姿勢を正し「ありがとうございます。こちらこそよろしくお願いします」と頭を下げた。私の気持ちが通じたようだった。




　それから一週間、私たちはホテルの一室で、安藤専務と井上家を対面させるための準備に明け暮れた。

　まず、安藤専務に時間を作ってもらうため、水沢さんが「婚約者に会ってほしい」とお願いした。いきなりホテルの部屋で待ち合わせと言うと不審がられてしまうので、婚約者のことは周囲にはまだ秘密にしているから、と理由をつけたらしい。

　そして安藤専務と日程を決めたところで拓海さんに知らせ、その日だけは定時で帰れるよう調整をしてもらった。

　そして私はというと……。

「ダメですか？」

「ダメじゃないけど……そんなことしてもらうほど私、なにもしていないわ。逆に私たちが、桃花さんにお礼をしなくちゃいけない立場だと思うんだけど」

『水沢さんと付き合うようになったのは、里沙さんたちのおかげだから、お礼にごちそうさせていただけませんか？』と食事に誘ったのだ。

　里沙さんから返ってきたのは、予想通りの言葉。でも、それでは困る。

「とんでもないです。私はお給料をいただいているんだから、そんなこと言わないでください。とにかく明日、子供たちも一緒に食事に行きましょう。それに私の彼にも会ってほしいんです。拓海さんにも伝えておいてくださいね」

「桃花さんがそこまで言うなら」

　なんとか里沙さんを頷かせることに成功した。

　もちろん拓海さんは全て知っているけれど、ここは演技しなくちゃね。これで準備万端！




　そして作戦決行の当日を迎えた。

　私は少しおしゃれなワンピースを着て、拓海さんの帰りを井上家でみんなと一緒に待っていた。

　上手くいけばいいけど、失敗したら里沙さんの担当を外されるかもしれない。でもやってみなくちゃわからないし、そうなったらそうなった時だよね……。

　そんなことを考えていると、人一倍外食を楽しみにしている子がいつも以上にはしゃいでいた。

「わ～い、わ～い、お外でご飯！　ねーねー、桃ちゃんはなに食べるの？」

「うーん、どうしようかな。輝くんはなに食べたい？」

　輝くんの目線にしゃがんで、微笑みながら尋ねる。

「オムライス！　旗がついてるやつ。あっ！　お子様ランチでもいいな～」

「そっか、そっか」

　本当に嬉しそうな輝くんを見ながら、無事おじいちゃんと一緒に食事ができますように、と私は心から願った。

　みんなの支度が整った頃、ちょうど拓海さんが仕事から帰ってきた。

「桃花さん、今日は本当にすみません。お言葉に甘えさせてもらいますね」

「いえいえ。今日は好きなものを食べてくださいね」

　笑顔で答えるものの、私と拓海さんは完全にお芝居だ。

　みんなで外に出ると、拓海さんは亜美ちゃんと真美ちゃんを順番にチャイルドシートに乗せた。続いて輝くんと里沙さんが乗り込み、私は助手席にと言われて座った。

　水沢さんから事前に聞いていたホテル名をナビに入力し、車は目的地へ向けて出発した。

　車に乗ること二十五分。

「もっと普通のレストランかと思ってました」

　到着した場所がホテルだったことに、里沙さんはかなり驚いていた。そんな彼女のほうを見て、私が理由を説明する。

「彼が一度みなさんにお会いしてちゃんとお礼をしたいからって、ここを予約してくれたんです」

「そうなの。でもこんな立派なところじゃなくても……」

　遠慮する彼女に「気にしないで美味しいものを食べてください」と言って笑った。

　地下の駐車場に車を停めて車から降りると、視線を輝くんに向けて手を繋いだ。

「お子様ランチ、きっとあるよ～」

「やったー」

　輝くんは屈託のない笑顔を私に見せた。

　そうすんなりことが運ぶとは私も拓海さんも思ってはいない。でも、どうか上手くいきますように……。

　里沙さんは双子ちゃんたちをベビーカーに乗せ、拓海さんは誰よりも緊張した面持ちで車をロックしていた。

　みんなでエレベーターに乗り、私は二十四階のボタンを押した。レストランのある階を押さなかったことを里沙さんが疑問に思ったかもしれないけど、墓穴を掘るといけないので、こちらからはなにも話さなかった。

　そして目的の階に着くと一気に息が詰まった。それを顔に出さないように、必死に平静を装いながら部屋へと案内する。

　チャイムを鳴らすとすぐに水沢さんが出てきた。すでに安藤専務は来ているらしく、彼は少し声を小さくして、里沙さんの家族に挨拶をした。

「はじめまして、水沢 尊です。今日は来てくださってありがとうございます。お話したいことは沢山あるんですが、食事の前に会ってもらいたい人がいるんです」

　真剣な面持ちで、拓海さんと里沙さんを見た。

　状況が全くわかっていない里沙さんは、拓海さんに視線をやる。だが拓海さんは、そんな里沙さんの背中を軽く押して、部屋の中に入っていった。私も輝くんの手をしっかりと握り、みんなに続いた。










家族再び




　部屋の中に足を踏み入れると、そこには広いリビングルームがあり、大きな窓から夜景が一望できた。だけど、それを見てうっとりする余裕などあるはずなく、そのただならぬ空気に緊張が走る。

「これは……どういうこと？」

　窓の前に立っている安藤専務を見た里沙さんから、驚きと不快感を露わにした声が発せられた。そして振り向いた里沙さんから、彼女の一歩後ろにいる私に鋭い視線が向けられる。

「副社長！　一体、これはどういうことなんだ!?」

　安藤専務も同じように、私の横に立つ水沢さんに、怒りに近い声で抗議した。

　その場にはいっそうの緊迫感が漂った。だがその空気を打ち消すように、水沢さんがふたりに近づき、あいだに立つ。

「どういうことって、さっきも言ったように僕の婚約者を紹介するんですよ」

　水沢さんは表情ひとつ変えずに里沙さんと安藤専務を見ると、堂々とした態度で話した。そして彼は私に視線を向けると、こっちにおいでと手招きする。

　私は輝くんに「ちょっと待っててね」と言って手を離した。

　ちょうど里沙さんの影に隠れるように立っていたため、私が水沢さんの横に行くと安藤専務が「えっ？」と驚いた。

「君……桐山の秘書だった、小野寺くんか？」

「安藤専務、ご無沙汰しております」

　私は姿勢を正し一礼した。だが安藤専務はいまいちこの状況を理解できていないようで、厳しい表情に戸惑いを滲ませている。

　水沢さんはそんな安藤専務に私を紹介した。

「小野寺は今、家政婦をしているんです」

「家政婦？」

　なぜ？というような目で私を見た。

　驚くのも無理はない。秘書を辞めて、異業種である家政婦に転職することはあまりないだろう。

「はい。今、家政婦をしているんです。それで今はこちらの……井上さんのお宅で働かせていただいているんです」

　明るく話したものの、安藤専務の厳しい雰囲気に変わりはなかった。

　なにか言いたいことがあったのだろう。安藤専務が口を開きかけた、その時。

「桃花さん。私は桃花さんたちと食事をするために来たんです。こんなことなら帰らせてもらいます。それと……今後のことも考えさせてもらいますね」

　感情のない、いや怒りのこもった声だった。こうなることは想定内だったけど、里沙さんの言葉がぐさりと心に刺さった。

　里沙さんはドアのほうへとベビーカーごと向きを変えた。そして輝くんを探すように自分の左右を見る。

「輝？」

　里沙さんに名前を呼ばれた当の輝くんは、安藤専務の目の前に立ち、興味津々な様子で見上げていた。

「ね～おじちゃん……誰？」

　里沙さんが慌てて連れ戻そうとしたが、それを拓海さんが止めた。

　安藤専務はどう答えていいのかわからないのか、複雑な表情で輝くんを見つめていた。

「ねーねー。おじちゃんはママのお友達なの？」

　屈託のない笑顔で質問する輝くんを目の前にして、安藤専務の雰囲気に変化が起きた。

　里沙さんは口を開こうとするが、拓海さんが黙って見てろと言うように首を横に振ったため、不満そうに押し黙る。

　すると無言で見下ろしていた安藤専務が、輝くんの視線に合わせるようにしゃがんだ。そして……少しためらいがちに言葉を発した。

「おじちゃんは……」

「うん」

　輝くんは大きく頷き、安藤専務の言葉を待っていた。

「君の……おじいちゃんだよ」

　輝くんの小さな両肩に手を乗せ、震えそうな唇でゆっくり伝えると、今にも泣きだしそうなくしゃくしゃの笑顔を輝くんに向けた。

「おじいちゃん？　僕のおじいちゃんなの？」

　輝くんは、目を大きく見開き、声を弾ませた。

「うん」と安藤専務が頷くと、輝くんは自分におじいちゃんがいたことが嬉しかったのか、興奮しながらその場でぴょんぴょんとジャンプした。

「この人は……おじいちゃんなんかじゃない！　輝、帰るよ」

　里沙さんは納得できないようで、声を荒らげ、立ち上がった安藤専務を睨む。そして、輝くんの手をつかもうとすると、輝くんは自分の両腕を後ろに回して首を横に振った。

「帰りたくない！　おじいちゃんと遊びたいの！　おじいちゃんとご飯を食べるの！」

「だから、この人は輝のおじいちゃんなんかじゃないの！　今まで一度だって連絡してこなかったのに、そんな人におじいちゃんだなんて言ってほしくない！　輝、帰るわよ！」

　里沙さんは、今にも泣きだしそうになるのを必死にこらえているようだった。

「嫌だ！　帰らないもん」

　輝くんは口を膨らませながら拒否をする。

　しばらく輝くんと里沙さんの、帰る帰らないの押し問答が続く中、安藤専務はそれを見ているしかないようだった。

　すると今まで黙っていた水沢さんが、突然自分のスマホを差し出す。

「里沙さん、これを見ていただけますか？」

　水沢さんのスマホを受け取った里沙さんは、目を見開き驚いた様子で凝視する。

「これって……これって、え？　な、なに？」

　画像は安藤専務の机の上に飾られた写真立てだった。もちろんそこに写っているのは、三人の子供たち。今まで一度も会いに来なかった人が、なぜ孫の写真を飾っているのか不思議なようで、里沙さんは動揺している。

「僕が送っていたんだ」

　拓海さんはそう言うと、里沙さんの肩をぽんと叩き、内緒にしていたことを謝るように苦笑いした。

　里沙さんは無言で拓海さんを見つめる。

「里沙が俺を選んだことで、ご両親と絶縁関係になってしまったことは、申し訳ないと思ってる。でも大人の勝手な理由でおじいちゃん、おばあちゃんに可愛がってもらえない輝や亜美、真美のことを考えたら、なんだか切なくて。だから写真を送ることでせめて子供たちの存在や成長を知ってもらいたかったし、子供たちを通して里沙とご両親がもう一度親子に戻ってくれたらと思ったんだ」

　拓海さんの言葉通り、歩み寄ろうとしない親子の溝を埋めようとしているのは、里沙さんの子供であり、安藤専務の孫の輝くんだった。

「いつから……写真送ってたの？」

　里沙さんが画像を見ながら小さな声で尋ねると、拓海さんは目を伏せて話しだした。

「輝が生まれてすぐかな。最初は、写真を見たらすぐにでも会いに来てくれるんじゃないかって安易に考えてたけど……」

「……でも父は会いに来なかったわ。結局その程度だったのよ」

　里沙さんは写真が飾ってあることに驚きつつも、受け入れられないのか、突き放すように言った。

　そう簡単に今までの確執が消えるとは思っていなかったけど、予想以上に親子の溝は深かったみたいだ。ここは私が介入したほうがいいのでは……そう思い、口を開きかけた時、黙って聞いていた安藤専務が話し始めた。

「拓海くん」

「はい！」

　久しぶりに名前を呼ばれた拓海さんは、背筋を伸ばした。そんな彼に対し、安藤専務は深々と頭を下げる。

「申し訳なかった。孫たちの写真を節目節目に送ってくれていたのに、今までなにもお礼をできなかった」

　拓海さんは少し戸惑いながらも、距離を縮め安藤専務に「頭を上げてください」と声をかけた。安藤専務は顔を上げると、口を開く。

「娘に勘当を言い渡した手前、孫たちに会いたくても会いに行きづらくて。でも君が送ってくれる写真を通して孫たちの成長を見れたこと、すごく感謝しているんだ。でも、今日初めて孫を目の前にして、自分のしてきたことが間違いだったと気づいたよ。拓海くん……君と娘のことを反対して本当に申し訳なかった」

　安藤専務は今まで自分が取ってきた行動を真摯に詫わびた。

「僕は今の言葉で十分です。それよりも……」

　拓海さんは横にいる里沙さんに目をやった。里沙さんはまだ素直になれないのか、不機嫌な表情をしている。でも、拓海さんが背中を押すと、仕方ないといった様子で言葉を紡ぎだした。

「私もお父さんに許してもらう努力をしなかったし、今まで大事に育ててくれたのに勝手に家を出て迷惑をかけて……ごめんなさい」

　里沙さんは小さな声で、安藤専務に今までのことを謝罪した。

「里沙……すっかり母親の顔になって……三人の子育てはさぞかし大変だったんだろうな」

　安藤専務はゆっくりと里沙さんに近づきながら、娘を思いやる父親の優しい声で今までの苦労を労った。

　その言葉を聞いた途端、今までの思いが押し寄せてきたのか、里沙さんの肩が小刻みに震えだす。すると拓海さんがそっと彼女の肩を抱き寄せた。里沙さんは今にもこぼれそうになる涙を必死にこらえて話す。

「大変だけど……それを……つらいと感じたことは、ない。だって……私はこの家族が大好きだもん」

　安藤専務は、里沙さんの言葉を頷きながら聞いていた。

「でも、おじいちゃんとおばあちゃんがいたら、もっといい家族になれると僕は思うけどね」

　拓海さんは安藤専務と輝くん、そしてベビーカーで眠っている亜美ちゃんと真美ちゃんを目で追いながら、里沙さんに優しい声で語りかけた。

　拓海さんの言葉で、里沙さんの心が溶けていくのが、離れた場所から見ていた私にもわかった。

　安藤専務は再びしゃがみ、ベビーカーで眠っている双子の亜美ちゃんと真美ちゃんを見て嬉しそうに目を細めた。

「亜美は……身体が弱くて目が離せないの。真美はとても元気でつかまり立ちするようになったから、真美も目が離せないの」

　里沙さんはぎこちなく、亜美ちゃんと真美ちゃんの成長を安藤専務に話した。

「そうか……なにも知らなくて悪かった」

　安藤専務は申し訳なさそうにため息をつくと、ゆっくりと立ち上がった。

　すると輝くんが安藤専務にしがみつく。

「おじいちゃん！　お腹減ったよ。ご飯食べよ～よ」

　安藤専務はすっかりおじいちゃんの顔になっていて、里沙さんの強張っていた表情も次第に笑顔に変わった。

「桃花……」

　水沢さんが私の肩に手を乗せた。見上げるように視線を向けると、彼は部屋のドアに目をやる。

「もう、俺たちの役目は終わったようだな」

　水沢さんは満足そうな笑みを浮かべた。

「そうだね。逆に私たちはお邪魔みたい」

　私が楽しそうに話をしている輝くんと安藤専務の姿に頬を緩めると、水沢さんは頷き、肩に乗せていた手を下ろした。

「安藤専務。そして拓海さんと里沙さん。僕たちは失礼します。こちらの部屋はそのままお使いください」

　水沢さんは軽く会釈をして、カードキーを差し出す。

「え？　だが、副社長……ここは」

　安藤専務は遠慮して受け取ろうとしない。

「大丈夫です。みなさんがゆっくりできるように予約したので。あと、よかったら奥様をお呼びになってはどうですか？　みなさんが泊まれるだけのベッドは揃ってますよ。それに奥様だって、お孫さんに会いたいんじゃないですか？」

　水沢さんは安藤専務に無理やりカードキーを握らせ、電話をする真似をした。すると安藤専務は深々と頭を下げた。

　私と水沢さんは会釈をして、ドアのほうへと歩く。

「桃花さん」

　里沙さんに名前を呼ばれて振り向くと、彼女は眉尻を下げ、本当に申し訳なさそうな表情をしていた。

「さっきはきついこと言ってごめんなさい。これからもよろしくお願いします」

「全然気にしてないから大丈夫ですよ。でも……もしかしたら家政婦は必要なくなるかもしれませんね」

　私は安藤専務をちらりと見て笑った。

「え？」

　里沙さんはいまいち私の言った意味を理解していないようだったので、私は楽しそうに遊ぶ輝くんと安藤専務の姿を見ながら話す。

「だって、私よりもっと輝くんと双子ちゃんを可愛がってくれる人ができたんだから」

　そう笑顔で言い残して、私と水沢さんは部屋をあとにした。

　バタン――。

　廊下に出ると同時に、はあ～と息を吐いた。そして「お疲れ様でした」とふたりの声が揃う。

「で？　これからどうするの？　私、お腹ペコペコ」

　全身の力が抜けたような表情でお腹に手を当てると、水沢さんは口角を上げた。

「じゃ～とりあえず部屋に行って、ルームサービスでも頼むか」

「部屋って？」

　首を傾げると、水沢さんは床を指差す。

「下に部屋を取ってある」

　私の顔を覗き込みながらニヤリと笑い、私の腕をグイッとつかんでエレベーターに乗せた。

「用意周到なのね」

　上目遣いで水沢さんを見ると、彼は距離をぐっと縮めて耳元で囁く。

「当ったり前だよ。今日は……寝かせるつもりないからしっかり食っとけよ」

『寝かせるつもりない』なんて、真顔で言われたら、めちゃくちゃドキドキするじゃない！

　私は頷くだけで精一杯なのだった。










順番は逆だけど




　一ヶ月後、やっぱり私の予想は的中した。

　安藤専務と里沙さんは、輝くんや拓海さんのおかげで徐々に親子関係を取り戻している。週末には井上家総出で安藤専務の家に行くことも増えた。育児や家事においては、里沙さんのお母様がとても協力的なため、家政婦の仕事量は段々減っていった。

　そして今日、安藤専務たっての願いで、急だけれど来月から実家で同居することになった、と里沙さんから知らされた。

　そうなると、家政婦は完全に必要なくなる。それでも里沙さんは、安藤専務のお宅で家政婦として働かないかと誘ってくれた。だけど、必要ないのに雇ってもらうというのは抵抗があり、せっかくのお話だけど辞退させてもらった。

　井上家のみんなに会えなくなるのは寂しい。でも、それはあの計画が成功したからこそのことなので、私はすごく喜ばしい気持ちでいっぱいだった。

「本当によかったじゃないですか」

　私は里沙さんに笑顔を向ける。

「……うん。でも桃花さんに会えなくなるのは寂しい。だって桃花さんは私たちにとって家族同然だから」

「それは私も同じです。だから、これからもそう思っていてもいいですか？」

　水沢さんとの別れを選んで胸が引き裂かれそうになっていた時、里沙さんたちの明るさにどれだけ助けられたか……。だから私を家族の一員と言ってくれて本当に嬉しかったし、この先もその関係でいたいと思ったのだ。

「もちろん。本当に今までありがとう。子育てのことも親のことも……感謝してもしきれない。残り二週間だけどよろしくね」

　里沙さんは笑っていたけれど、その目にはうっすら涙が浮かんでいた。

　その直後、里沙さんのお母様から連絡があり、里沙さんは急遽実家に行くことになった。そのため、私の本日の業務は終了となった。

　これからのことを漠然と考えながら帰り道を歩き、ちょうど部屋に着いた時、スマホが鳴った。画面を確認すると、かけてきたのは水沢さんだった。でも今は十六時半で、普段あまり連絡がない時間のため、なにかあったのかと思い慌てて電話に出る。

「もしもし」

『桃花！　今、仕事中か？』

　水沢さんの話し方は少し慌てているようだった。

「ううん、家。今日はちょっと早いんだ。いろいろあって――」

　里沙さんとの契約が終わることを話そうとした時、彼に言葉をかぶせられた。

『じゃあ、そこで待ってて。今からすぐ迎えに行く』

　水沢さんは早口で言いたいことだけ言うと、一方的に電話を切ってしまった。

　一体なに？　どこかデートにでも行くのかな？　でも、なんだか急ぎの用事っぽかったし……。

　とりあえず、どこに出かけても恥ずかしくない格好がいいと思い、花柄の七分袖のワンピースに着替え、メイクも直して水沢さんからの連絡を待った。

　十分後。【下りてきて】とメールがきたため家を出て一階まで行った時、私の足が止まった。

　え？

　マンションの入口に横づけされているのは、以前強制的に同伴させられたパーティーの時と同じ黒の高級車。

　ってことは、プライベートじゃないの……？

　私が頭の中でちょっとしたパニックを起こしていると、後部座席の窓が静かに下りて水沢さんが手招きをしてきた。

　その顔はいつもの水沢さんではなく、山岡物産の副社長の顔だった。よく見れば、服装もいつも以上にかちっとしたスーツで、以前パーティーの時に着用していたものと雰囲気が似ている。

「あの、これって……」

　かなり動揺しながら、理由を聞こうとする。

「話は車の中でする。時間がないから早く乗ってくれ」

　口調までもが恋人になる以前の水沢さんのもので、一気に不安が押し寄せてくる。けれどとりあえず彼の言葉に従って、私は乗車した。

　運転手さんがいる手前、あまり副社長相手に『どういうこと!?』と問い詰めることもできず、目で訴えてみる。すると水沢さんは私を無視して運転手さんに「行ってくれ」と指示を出し、シートにもたれながら足と腕を組んで目を瞑った。

　……え？　なに？　このスルーされた感は。話は車の中でって言ったよね？

　私は水沢さんの腕をつかみ『なんとか言ってよ～！』とばかりに揺する。すると、彼のこめかみの辺りがヒクヒクした。

　……絶対なんかある。しかも私にはとても言いにくいなにかが……。

「水沢さん？　一体どこへ……」

『行くの？』そう聞こうと思ったけれど、話す気はないということを雰囲気から察し、諦めた私はふてくされながら視線を外へ向けた。すると水沢さんが私の手をぎゅっと握った。

　でもね、今は手をぎゅっと握られても嬉しくないもんね。

　そして揺られること三十分、車がゆっくりと停車した。

　運転手さんは車から降りると、さっと後ろに回り後部座席のドアを開けた。すると水沢さんの目がぱっと開き、颯さっ爽そうと外に出た。

「君も降りるの」

　命令するような言い方なのに紳士的に手を伸ばされ、私は渋々その手を取り降車した。

　大体さっきからなんなのよ。優しいのか優しくないのかどっちかにしてよ。しかも私の質問には答えようとしないくせに、命令はしてくるし。

　だけどそんな思いは、どこに着いたか知った途端、一瞬で消えた。

「え？　またここ？」

　建物を見ながら、開いた口が塞がらない。

　それは以前、無理やり同行させられたパーティーの会場があるホテルだった。だが、またしても水沢さんはなにも言うことなく、私の手を握って歩きだした。

「ちょ、ちょっと……ホテルって、なにかあるの？　ねえ～」

　まるで駄々をこねる子供のようにしつこく尋ねたが、どれだけ聞いても教えてくれることはなかった。

　私の手を引きながらホテルの中へ入った水沢さんは、ロビーを抜け、フロントとは逆方向へと歩いていく。

　まさしく前と同じパターンだ。もう嫌な予感しかしない。

　そして見覚えのあるホテル内のビューティーサロンの前で水沢さんが止まった。

「ねえ、まさかとは思うけど……ここに入るの？」

　私が恐る恐る尋ねると、彼は顔をにやつかせ言い放つ。

「よ～くわかってんじゃん」

『わかってんじゃん』じゃないでしょ！　一度ならともかく二度はないない。

　勘弁してと回れ右をしようとしたが、しっかり腕をつかまれている私は強制的に二回目のご来店をすることになってしまった。渋々中に入ると、前回も担当してくれた日野さんが、完璧な笑顔で私たちを出迎えてくれた。

「水沢様、いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

「ああ、急に頼んですまない。電話でも話したように、また彼女を頼むよ」

　淡々と話す水沢さんの横で、私はやり場のない気持ちをどこへ持っていこうか、心の中で葛藤していた。

「かしこまりました。今回も頑張らせていただきますね」

　日野さんはやる気満々の笑みを私に向ける。

　それを満足そうに見た水沢さんは「一時間後に迎えに来るから」とだけ言い残し、結局なんの説明もしないまま、さっさと店を出ていってしまった。

　いまだに状況が呑み込めない私は、助けを求めるように日野さんを見る。

「では、小野寺様、こちらへどうぞ」

　けれど日野さんは特になにを言うでもなく、早速店の奥にあるフィッティングルームのほうへと歩いていく。

「はい」

　もうここまできたら諦めるしかないと腹をくくり、私は肩を落としながら日野さんのあとについていった。

「水沢様から、全身コーディネートをしてほしいとご連絡がございましたので、今からドレスとアクセサリーを選ばせていただき、そのあとにヘアメイクをさせていただきます。では、早速ドレスですが……」

　日野さんは戸惑っている私を意に介さず、あれこれと話し始めた。

　でも私にはもうなにがなんだか、ちんぷんかんぷんだった。そもそも、なんのためにドレスを着なきゃいけないのかもわからない。わかっていることは、私が知ったら逃げたくなるようなことだというぐらいだ。

　私が嫌な予感を膨らませているあいだに、あれこれとドレスを何着も当てられ、ヘアメイクを施され……日野さんによって、再び自分じゃない自分が作られたのだった。




「ど、どうですか？」

　一時間後、時間ぴったりに水沢さんが戻ってきた。

　私が今着ているのは、首元が大きく開いた膝上丈のブラックドレス。生地には細かい刺し繍しゅうが施されており、ギャザーが入ったスカート部分は、バレエのチュチュのようなシルエットをしている。そして、ブラックのクラッチバッグを持ち、ワンストラップのパンプスを履いた。

　髪はアップにしているが、きちっとまとめすぎず、少し緩めになっていて、ドレスとのバランスがちょうどいい。その完成度は、よくこの短時間で私をここまで変身させてくれた、と感心してしまうほどだった。

　前にも同じようなことがあったけれど、あの時は、『似合って当たり前だ』とすごく上から目線の発言をされた。でも、今の水沢さんは以前とは明らかに違っていて、目を細めながら愛しそうに私を見つめている。

　だけど相変わらずなにも言ってくれないため、ひたすら水沢さんからの言葉を待っていると、日野さんがその空気を変えてくれた。

「水沢様、あまりに素敵で声が出ないのはよーくわかりますが、黙っていたら小野寺様も困ってしまいますよ」

　日野さんは普段と違う彼の表情を楽しんでいるのか、微笑みながら私の背中を軽く押した。

「わかった、ちゃんと言うよ……めちゃくちゃ綺麗で見とれてたんだ」

　顔を真っ赤にした水沢さんは、ちらっとこちらに目をやったかと思うと、すぐに視線をそらした。

「え？　あ、ありがとうございます」

　今度は私のほうが固まってしまい、お礼の言葉がぎこちなくなった。

　そんなやりとりをすごく嬉しそうに見ていた日野さんが、私の横に立つ。

「小野寺様」

「はい」

　視線を日野さんに向けると、彼女は満面の笑みを浮かべた。

「私は昔から水沢様を存じ上げておりますが、幼い頃からあまり表情を表に出さない方でした。ですが、以前小野寺様とご来店された時だけは、喜怒哀楽が見えて、私本当にびっくりしたんですよ」

　日野さんは感慨深いのか、話しながらフッと微笑んだ。

「え？」

　そんなに古くからの知り合いだということに驚き、水沢さんに視線を移す。彼は慌てた様子で、日野さんに余計なことをと目で訴えていた。

「なにより、先ほどの水沢様のお顔。本当に小野寺様を愛していらっしゃるのが私にもよくわかりました。今日はでんと構えて、水沢様に全てお任せしておけばきっと大丈夫ですよ」

　でんと構えて？　お任せ？　意味がいまいちわからない。というか、そもそもなんで私がこんな格好をしなきゃいけないの？

「そのことなんですが……このあと、なにがあるんですか？」

　なんだかとんでもないことが待ち受けているんじゃないかと段々不安になり、日野さんと水沢さんを交互に見る。

　すると日野さんは、水沢さんに視線を向け『伝えてないんですか!?』と言うように目を見開いた。

　水沢さんは大きく息を吐いてから、話しだす。

「これからここのホテルでパーティーが開かれるんだけど、俺のじいちゃんも来るんだ。それで、前に桃花のことを話したことがあって、今日連れてこいって言われたんだよ」

「え、なにそれ？　なんでそんな大事なこと今言うの？」

　開いた口が塞がらない。こんな突然教えられても、心の準備もなにもできないじゃない。

　どうしよう、会長が私に会いたいだなんて。きっとまだ私たちが付き合っていることが許せないんだ。どう考えても、私に水沢さんと別れろって直接言うために呼び出したとしか思えないよ……。

「じゃあ、前もって言ってたら桃花はここに来たと思うか？」

　水沢さんの苦肉の策だったのだろう。ため息をつき私をちらりと見た。

「思わない」

　即答だった。私との交際を反対していることはわかりきっているのに、そう簡単に会う決意はできない。もちろん、いつかは認めてもらわなければいけないということもわかってはいるけれど。

　でも今はまだ、会長を目の前にして、彼にふさわしい女性だと胸を張って言える自信がない。一気に不安が押し寄せ、このドレスを脱いで逃げ出したい気分になる。

　そんな私の思いを知ってか知らずか、水沢さんは安心させるように、私の頭をポンポンと軽く叩き、余裕の笑みを浮かべた。

「そんなに心配しなくても大丈夫」

　そりゃ、水沢さんは自分のおじいちゃんだから気楽だろうけどさ……。

「ねえ、会長に私を紹介するのよね？」

　今更な質問だけど、とりあえず最終確認のため聞いてみた。

「うん。結婚しようと思ってますってね」

　そう笑顔で言うと、彼は優しい声で私の名前を呼んだ。

「桃花」

「はい……」

　戸惑いを隠せないながらも返事をして俯くと、彼が私の手をぎゅっと強く握る。

「俺は桃花以外に一緒になりたい人はいない。ただ、もしかするとじいちゃん……いや、会長が桃花に対してきついことを言うかもしれない。だけどその時は俺が絶対守るから」

　顔を上げると、目の前には口角をぐっと上げ、愛おしそうに私を見つめる水沢さんがいた。

「急だったからこんな形になったけど、改めてちゃんと……プロポーズする。いいね」

　優しい眼差しで私の目を見ながら、念を押すように言う。

「は、はい」

　まさかそんな宣言をされるとは思わず、一気に心拍数が上がって、返事をするだけで精一杯だった。

　だけど、ここで浮かれてはいけない。問題はこれからだ。

　水沢さんは大丈夫だと言ってくれたけど、相手はあの山岡物産の会長。とてもスムーズにことが運ぶとは思えない。

　不安を抱えながら、私たちはパーティー会場へと向かった。










会長は一枚上うわ手て




「え？　……嘘」

　前回と同じバンケットルームの入口で私は足が止まった。なぜなら今日開かれているのは、山岡物産の創立五十周年記念パーティーだったからだ。会場には取引先の人はもちろん経済界の大物や、テレビで見たことのある政治家までいた。

　そういえば、私が秘書課に在籍していた頃に、そんな話が出ていたな……と今頃になって思い出す。それと同時に、山岡物産がいかに大企業かを再認識させられた。

「大丈夫か？」

　足を止めた私に、水沢さんが心配そうに声をかけた。

「あっ……大丈夫とは正直言いきれないかも。規模が大きいパーティーだし、きっと秘書課の人間もいるはずだから」

　私が水沢さんと一緒にいるところを秘書課の人たちが見たらどう思うか、ますます不安になる。なにより、秘書課といえば裕人がいる……気持ちの上では未練などさらさらないけれど、できることなら会いたくない。

　でも今はそんなことよりも、会長への挨拶のことを考えるほうが重要だ。

「秘書課の人間のことも、会長のことも、俺がなんとかする。桃花は俺の隣で堂々としていればいい。わかった？」

　彼の言葉から、私の緊張を少しでも和らげようという気持ちが伝わった。

　ここまできたら、彼のことを信じて全てを委ねよう。

　私は水沢さんと腕を組み、大きく深呼吸をすると、彼を見上げ「わかりました」と返事をした。

　会場に一歩足を踏み入れた途端、周りの視線が一気に私たちに向けられる。

　すると前のほうから女性たちのヒソヒソ声が聞こえてきた。鋭く敵意のこもった視線とともに、「あの女、誰よ」という言葉をぶつけられる。かと思えば、クールな水沢さんがたまに浮かべる微笑を見て、頬を染そめる女性もいた。

　だけど本人はそれを意に介してないなんて。余裕のある人はすごい……。

「相変わらずファンが多いことで」

　なんだか悔しくて、水沢さんに熱い視線を送っている女性たちを見ながら嫌味を言う。すると水沢さんは、不機嫌な顔でこんなことを口にした。

「おいおい、男性陣の注目を浴びてるのは誰だよ」

「はぁ？」

　こんな時に冗談言わないでよ、という気持ちで周りを見渡した。

「水沢さんが目立ちすぎるからでしょ」

　口を尖らせる私を見ながら、水沢さんは適当に返事をする。

「……はいはい。そういうことにしておくよ。すみませんね、目立ちすぎて」

　その言い方で、これ以上なにを言っても無駄だと悟った。だけど、なんだかほんの少しだけ落ち着いた気がする。

　けれど、そんな余裕は一瞬で打ち消された。

　会場の真ん中付近にちょっとした人だかりがあり、その中心に山岡 聡会長がいたのだ。

　一気に緊張が襲い、組んだ腕に力が入る。私の緊張が伝わったのか、水沢さんが「大丈夫だから」と耳元でそっと囁いてくれた。

「……はい」

　今は彼の言葉を信じるしかなかった。

「尊か……待っておったぞ」

　無表情な会長が私たちに気づいて声をかけると、周りにいた人たちは自然といなくなった。そして会長の愛想のない視線が私に向けられる。

「この人か？　お前が言っていた相手は。ん？　どこかで会ったことが……」

　目を細めながら私をじっと見る会長に、水沢さんが説明をする。

「会ったことありますよ。うちの会社の秘書課にいたんだから」

「あ～。そういえば……そうだ。確か、桐山の担当だったな？」

　会長は思いいたったようで、納得するようにうんうんと頷いた。

「はい。ですが今は……その」

　家政婦をやっていると言わなきゃいけないのに、会長を目の前にしたらなにも言葉を発せなくなってしまった。そんなあっぷあっぷな私を助けるように、水沢さんが代わりに話す。

「確かに桐山専務の秘書をしていましたが、今は家政婦をやっています」

　その途端、会長の眉間に皺が寄り、その場の空気が変わった。

　最初から反対されることはわかっていたのに、いざ面と向かってそういう顔をされると想像以上に傷つく。

　私は自分の仕事に誇りを持っている。でも、会社のトップに立つ人から見れば、家政婦は単なる炊事洗濯をする人としか思われていない。それが相手の表情ひとつでわかってしまうのは悲しいことだった。

　会長は私をじっと見ると、大きくため息をついた。そして水沢さんに視線を移す。

「まったく……親も親なら、子も子か」

　全身から力を落とすように吐き捨てられた会長の言葉の意味が理解できず、首を傾げていると、水沢さんが私のほうを向いた。

「実はさ……俺の両親も、俺たちみたいな関係だったんだ」

「え？」

「母が結婚相手として連れてきた父は一般家庭で育った人でさ。会長に猛反対されてふたりは駆け落ちしたんだよ。最初は勘当同然だったんだけど、俺が生まれたことで、会長にも認められたんだ」

　水沢さんが淡々と話した事実に驚きを隠せず、ただ彼を見つめることしかできなかった。すると、彼は私を安心させるように笑顔を浮かべた。

　そんな私たちを見ていた会長は、イライラした様子でため息をつき、鋭い視線を水沢さんに向けた。

「尊……前にも言ったが、お前はいずれこの山岡物産を背負っていく人間だ。つまり、見合った人と一緒になってビジネスの強いパイプを持つことは、お前の仕事の内なんだ。それが私の孫として生まれた宿命だと思ってほしい。彼女はとても素敵な女性だと思うが、仕事のプラスにはならない」

　同じようなことを水沢さんのマンションでも聞いたけど、直接言われるのはやっぱりきつい。だって会長の言うことは間違っていないから。

　だけど、やっぱり別れたくない。許してもらいたい。でもどうしたらいいの……。

「お話中、失礼いたします」

　懐かしい声が突然聞こえて振り返ると、そこには桐山専務と安藤専務がいた。

「桐山専務、ご無沙汰しております。安藤専務、その節はいろいろと出すぎた真似をしてしまって、申し訳ありませんでした」

　私は深々と頭を下げると、安藤専務が口元を緩める。

「いやいや、出すぎたなんてことは……それよりも、君や副社長のおかげで娘とのわだかまりが解消されて、本当に感謝しているんだ。ありがとう」

　里沙さん家族といっそう良好な関係を築いているのが、私の目から見てもわかるほど、安藤専務の表情は柔らかかった。それが嬉しくて少し目頭を熱くしていると、水沢さんが「よかったな」と微笑んでくれた。

　でも、会長とのあいだにある重い雰囲気が消えたわけではない。専務たちに会えたことは嬉しいけど、この再会を楽しむ余裕は私にはなかった。

　すると桐山専務が会長の前に立ち、軽く会釈をする。

「会長には申し訳ないのですが、お話を聞かせていただきました」

「そうか。このめでたい場所で醜態をさらしてしまってすまない。孫がとんでもないことを言うもんだから」

　会長は肩をクイッと上げながら苦笑いをした。だが桐山専務に笑顔はなかった。

「そのことで、畏れ多いかとは思いますが、私からひと言申し上げたいことがあります」

「な、なんだ？」

　予想外の展開に、会長は驚きを隠せない様子だった。

　すると、桐山専務は私を見てにこっと笑った。その笑顔にどう返せばいいのかわからず戸惑っていると、安藤専務がすっと私の横に立って小声で言う。

「心配いらんよ。上手くいくはずだから」

　え？　どういうこと？

　助けを求めるように水沢さんを見ると、彼は静かにことの成り行きを見守っていた。それにならうように、私も視線を桐山専務の背中に向ける。

「彼女……小野寺くんはもともと私の秘書でした。他の誰よりも仕事が早くて気配りができて、私は密かに自分の息子の嫁になってくれたらと思っておりました」

「だったら君の息子の嫁にしたらいいじゃないか」

　会長は鼻で笑いながら、桐山専務に言葉を投げかけた。

　高く評価していただいていたことを知って嬉しかったけれど、会長の返しに一回戦敗退という感が否めない。

　だけど桐山専務の話は終わらなかった。

「失礼を承知で言わせていただきますが、それはあくまで親の願望じゃないでしょうか？　息子の嫁は息子が決めるものであって、親や親族が決めるものではないと私は思っています。子供に結婚相手を押しつけるのは親のエゴです」

　会長は不機嫌そうに桐山専務を睨んた。

「会社のために好きでもない女性と結婚するなんて、もうそういう時代ではありませんよ。下へ手たになにもできない取引先のご令嬢を選ぶよりも水沢くんのこと、仕事のことをよく知っている相手のほうが、私は会社のためにも、彼自身のためにもいいかと思います」

　会長の目を真っ直ぐ見て、自分の考えを堂々と語ってくれた桐山専務は、話し終えると一歩後ろに下がった。すると会長は強い口調で反論する。

「私は尊と会社のことを考えて言ってるんだ。この先、尊がこの会社を引っ張っていかにゃならん。私はその時に尊が困らないようにと思ってるんだ」

　するとバトンタッチするように、今度は安藤専務が前に出た。

「会長のお気持ちはよくわかりますよ」

「安藤、お前ならそう言うと思った」

　会長に笑顔が戻った。けれど、安藤専務は続けてこう言う。

「私もちょっと前までは、会長と同じ気持ちでした」

　そして里沙さんとのことを話し始めた。

「親の言うことを聞いていれば幸せになれると証明したかったのかもしれません。でも娘は、ちゃんと自分で幸せをつかんでいたんです。それを教えてくれたのは他でもない……副社長と小野寺さんでした。私たち家族はこのふたりのおかげで、やっとひとつになれたんです。桐山の言う通り、この会社のことをよく知っている彼女なら申し分ないはずです。どうか、ふたりを許してあげてください！」

　安藤専務も同じように、会長だからとひるむことなく堂々と話してくれた。

　……私のことなのに、人に頼ってばかりで、自分から会長に結婚の許しをもらおうとしていない。

　それに気づいた私は、安藤専務の横に立つと、勢いよく頭を下げた。

「会長、小野寺桃花と申します。以前山岡物産に勤めておりましたが、わけあって家政婦に転職をいたしました。そして……尊さんの担当になり、彼のことを好きになってしまいました。会長は私と尊さんが身分不相応だから……私が家政婦だから……反対しているんですよね？」

　会長はなにも言わず、私に鋭い視線を投げかけた。

「でも申し訳ありませんが『はい、わかりました』とは言えません。私は……尊さんが好きです。そして家政婦という仕事に誇りを持っています。すぐに認めてほしいとは申しません。ですが、頭ごなしに反対しないでほしいのです。どうかお願いします」

　私は自分の気持ちを包み隠さず話すと、会長に深く頭を下げた。

　山岡物産の会長にこんな口を利くなんて、普通じゃ考えられない。でも、水沢さんが彼氏という時点ですでに普通ではないから、もう当たって砕けろだった。

　しばらく顔を上げずにいると、今まで黙っていた水沢さんが、私の肩を優しく抱いた。その手から伝わる温もりで、少し緊張が和らいだ。

　そして水沢さんは一歩前に出る。

「会長……いや、じいちゃん。今まで俺の周りには、損得勘定で近づいてくる奴とか、俺の見た目や家柄に惹かれてくる奴ばかりだった。だけど桃花だけは違った。肩書きのない水沢 尊を見てくれて、俺を心から愛してくれた。じいちゃんが家政婦にどんなイメージを持ってるか知らねーけど、俺は素晴らしい職業だと思ってる。だから、俺は桃花以外考えられないし、別れる気だってない。それで今の地位がなくなったとしても後悔はしない」

　水沢さんは自分の思いを会長にぶつけると、一礼して私に視線を移した。その目はとても凜々しくて眩まぶしかった。

　そして桐山専務と安藤専務にも一礼をすると、私の耳元で「行こう」と囁き、会場を出ようと回れ右をする。私も彼に続こうとした、その時だった。

「会長さ～ん、意地悪はその辺で終わりにしてちょうだい」

　突然聞き覚えのある声が響き横を見ると、そこには竹原所長が立っていた。そして、彼女は腰に手を当てながら一歩前に出る。

「私が言った通り、いい子でしょ～。家政婦としても優秀だったし、おじ様方からの受けもいいし、なにより尊くんのことをちゃんとサポートできるだけの技量がある。大体、私がここまで褒めることなんてないんだから」

　竹原所長は私を見るとウインクをした。

　一体どうなっているのかわからなかった。

『意地悪』ってどういう意味？　それに会長にタメ口だし……。

　驚いている私の横では、水沢さんがその場にしゃがみ込んで頭を抱えている。

「なんだよ、これって……え？　じいちゃん、もしかして、わざと？」

　動揺しているのは私と水沢さんだけではない。桐山専務も安藤専務も、みんな状況を呑み込めず、互いの顔を見合わせていた。

　そしてさっきまで厳しい顔をしていた会長が、すごく優しい笑顔で近づいてきて、頭を下げる。

「桃花さん、申し訳なかった」

「あ、頭を上げてください。私こそ会長に生意気な態度を取ってしまって……」

　自分が言った言葉を思い出し、どこかに隠れたい気持ちになった。

　すると、しゃがんでいた水沢さんがいつの間にか私の横に立っていた。

「どういうことだよ！　じいちゃん」

　完全に素の水沢さんになっていた。

「今までどんな女性にもなびかなかったお前が選んだ女性が、本当にお前に相応ふさわしいか見たかったんだ。だが、すんなりＯＫするのは面白くなくてな……」

　片方の口角を上げて意地悪な笑みを浮かべる顔が水沢さんに似ていた。

「……んだよーまったく、で？　どうよ」

　少々ふてくされ気味の水沢さんを無視して、会長は私の手を取った。

「桃花さん、我がままな孫で申し訳ないね。尊にはもったいないくらいだが、桃花さんだったら安心だ。なにより仕事に対する姿勢が素晴らしい。どんな仕事でも誇りを持つことが大事なんだ。職種にいいも悪いもない。さっきは試すようなことを言って悪かったね」

　さっきまでの険しさが嘘のように、会長は優しい笑顔になった。

　気がつけば涙が頬を伝い、なにか言わなきゃと思うのに言葉にならない。だから返事の代わりに何度も頷いた。そんな私を水沢さんがそっと抱き締める。

「じいちゃん、桃花を泣かすなよな……でも嬉しいよ」

　水沢さんは少し拗すねた顔をしたものの、すぐにその顔をほころばせた。

　ふと見渡すと、私たちの周りには沢山の人が集まっていて、どこからともなく拍手と歓声が上がった。そしてその中には、かつての仕事仲間だった秘書課のみんなや、未来の姿もあった。










あなただけの私に




「ちょっと～やるじゃん！」

　未来が自分のことのように嬉しそうな顔をしてやってきた。

「ありがとう」とお礼を言い、未来と椅子のある場所へと移動した。

「さっきの副社長の言葉、すごかった～。あんなこと、私も言われてみたいよ」

　未来が羨うらやましそうに私を見てくるものだから、顔が真っ赤になる。

　それから私は今日のいきさつを話した。すると、未来はまたもや興奮し始める。

「ちょっとー、すごすぎ！　でも副社長って意外と情熱的だったんだね」

　とにかく未来は、普段の水沢さんとのギャップが信じられないようで、終始驚いていた。

「でも、今日は本当によかった」

　未来がホッとしたような表情を浮かべる。

「え？」

「桃には幸せになってほしかったから。あんなに桃のことを思ってくれる人が、桃の前に現れてくれたことが嬉しいのよ」

　彼女の目には、うっすらと涙が浮かんでいた。

「未来……」

「もう～私ったら、最近すごく涙もろいのよ。やっぱり妊婦だからかな？」

　恥ずかしそうに肩をすくませながら、未来は自分のお腹をさすった。

「調子はどう？」

「順調に育ってる。触ってみる？」

　とても幸せそうに話しながら、未来は私の手を取り、自分のお腹に乗せた。

　それからしばらくふたりで喋っていたけれど、未来の旦那さんが迎えに来たため、解散することになった。すると未来が帰る間際に尋ねてくる。

「そういえば、元木くんに会った？」

「ううん、会ってない」

　久しぶりに裕人の名前を聞いたが、特に動揺することはなかった。未来は私の反応を見て、安心したような表情を浮かべて帰っていった。

「……桃花？」

　突然名前を呼ばれて振り向くと、そこには裕人が立っていた。

「裕人……じゃなくて元――」

「園村」

　名前を呼んだあとに慌てて訂正しようとしたら、裕人は照れながら名字を名乗った。そして頭の後ろに手を当てて、はにかみながら説明する。

「二ヶ月前に結婚して、園村になったんだ」

「……あっ、そうなんだ。結婚したのね。おめでとうございます」

　さっきまでは会いたくないと思っていたけど、裕人の結婚報告に自然と祝福の言葉が出てきた。山岡物産を退職した頃の私には、とてもできなかっただろう。

「そういう桃花だって……」

　裕人は少し複雑な表情を浮かべる。

「あっ、見てたんだ」

　そっか、ちょっとした騒ぎになってたから、裕人が知っていてもおかしくないかも。

「そりゃ、あれだけ目立ってればね。しかし、まさか副社長の相手が桃花だとは思わなかったな。でも、おめでとう」

　不思議な気持ちだった。少し前までの私はこの人との結婚を望んでいたのに、今の私は、その人から別の人との結婚を祝福されているのだ。

　裕人は眉尻を下げ、申し訳なさそうに視線を下に向けた。

「……桃花に対してすごくひどい別れ方をしたのに、どの面下げてって感じなんだけどさ。でも、桃花がすごく幸せそうで……おめでとうって言いたくなったんだよ」

　そういえば、私たち本当に最悪な別れ方をしたっけ……。でもそれがきっかけで、私は水沢さんと出会えた。といっても、初めて会った時は、まさか山岡物産のあの水沢副社長だとは気づかなかったけど。

「ありがとう。私も裕人に対して自然におめでとうって言えた。お互い、いい人に巡り会えたからなんだろうね」

　裕人に対しての恨みや怒りはもうどこにもなく、私は心からの笑顔を見せる。

　まさかこうやって裕人と普通に話せる日が来るなんて。

　裕人が真っ直ぐ私の目を見て名前を呼ぶ。

「桃花……」

「ん？」

「幸せになれよ……って俺が言う台詞じゃないけど」

　少しバツが悪そうな顔をして、照れ隠しのように小さく微笑んだ。

「確かにね……」

「うっ」

　裕人が胸を押さえるフリをするもんだから、思わず笑みがこぼれた。

「これくらいの嫌味を言っても、バチは当たらないよね」

「はいはい。これ以上いたらもっと嫌味言われそうだし、それに……睨まれてるから俺行くよ」

　裕人は私の少し後ろをちらりと見ると、片手を上げて去っていった。

　でも、睨まれてるって誰に？

　そう思っていると……。

「随分楽しそうだったな」

　気づけば、不機嫌そうな水沢さんが私の横に立っていた。

　もしかして、裕人と話しているの、見ていたのかな？

　上目遣いで水沢さんを窺う。

「バーカ。別に怒ってなんかいねーよ」

　明後日のほうを向きながら言う姿がなんだか可愛いと思った。




　パーティーが終わり、私たちは水沢さんが予約しておいてくれた部屋に入った。

「はぁ～疲れた」

　ダブルベッドに腰を下ろし、パンプスを脱ぐと、そのまま後ろに身体を倒して大きく伸びをした。そして目を閉じた途端、そのまま眠ってしまいそうになる。

　寝る前にお風呂に入って着替えなきゃ！と自分を律して、ぱっと目を開けると……。

「うわっ！」

　見えたのは、天井ではなく、私を見下ろす水沢さんだった。

「そんなに驚くことないんじゃないの？」

　水沢さんが呆れ顔でベッドに座ると、私は飛び起き、正座をした。

「疲れたな……」

「うん。そうだね」

　私は二時間ほど前のことを思い出し、安堵のため息を吐いた。

「まさか、あんな展開になるとはな」

「水沢さんもなにも知らなかったんですね」

　記憶をたどっただけで、どっと疲れが出た気がする。

　すると、水沢さんはネクタイを緩めてシャツのボタンを外した。そしてベッドの上に寝転がり、私をじっと見つめる。

　そのひとつひとつの仕草がカッコよくて見惚れていると、なにか思い出したのか、水沢さんが急に大きな声を出した。

「ああっ！」

　びっくりしながら『どうしたの？』と尋ねるように首を傾げると、彼は一気に私との距離を詰めてニヤリと笑った。

「そういえば、じいちゃんと話してた時、俺のこと名前で呼んでたよな」

「えっ？　そうだったっけ？」

　会長が『尊』って呼んでたから、その流れで私も呼んでいた……気もする。

「なんでじいちゃんには名前で、俺と会話する時は相変わらず『水沢さん』なんだよ」

　彼はまるで駄々っ子のように口を尖らせた。

「そ、それは……会長が水沢さんのことを名前で呼ぶから、それに合わせたというか」

　慌てて弁解すると、水沢さんが急に真剣な顔になった。

「呼んでよ」

「え？」

　彼がさらに距離を縮め、熱い眼差しを向けてくる。

「だから、俺のこと、これからは名字じゃなくて名前で呼べよ」

　今までずっと『水沢さん』だったのに、急に『尊さん』は恥ずかしい……。

「今からですか？」

　わかっていても時間稼ぎのために聞いてしまう。

　恐る恐る尋ねた私に、水沢さんは鋭い視線を送ってくる。

「今からに決まってるだろうが」

「ううぅ～」

　やっぱり恥ずかしくて、面と向かってはなかなか言えずにいると、彼は私を見ながらわざと大きなため息を吐いた。

「はぁ、わかったよ」

　さっきまでしつこかったのに引きが早い？

　そう思っていると、水沢さんはベッドから下りて立ち上がった。

「順番がちょっとぐちゃぐちゃになったけど……」

　そう言いながら、スーツのポケットからなにかを取り出す。

　――それはジュエリーケースだった。

　彼はケースの蓋を開けると、それを私に差し出した。

「水沢さん……これって」

　驚いた私は、彼と光り輝くダイヤモンドの指輪を交互に見る。

「俺と結婚してください」

　水沢さんは私の目をじっと見つめながら、ゆっくりと言葉を発した。

「え？」

　嬉しさと驚きが一気に押し寄せ、時が止まったかのように、私はその場で固まってしまう。

「おい。『え？』ってなんだよ。まさか……嫌だとか……」

　肩をガクッと落とす水沢さんに、私は思いきり首を横に振った。

「ち、違うの……まさかの直球にびっくりというか……」

「本当は、もっと桃花が即答できるようなカッコいいプロポーズをしたかったんだけど……唐突すぎた。それに桃花には仕事もあるし、返事は急がない。でもパーティーで言った通り、俺には桃花しかいないから」

　家政婦の仕事は大好きだし、できることなら続けたいと思っていた。

　でも、私の中でひとつの答えが出た。

　私には水沢さんがいる。彼の支えになることが、私が一番したいことなんだ。

　って気づくの遅すぎだけどね。でもそこ……ちゃんと伝えなきゃ。

「水沢さん」

「なに？」

　水沢さんは視線だけを私に向けた。

「実は……里沙さん、ご実家で同居することになって、今月いっぱいで契約が終わるの」

「そっか。それじゃ、寂しくなるな」

　水沢さんは同情するような表情を見せた。

「だけど、もう次が決まってて……。私、どうしてもその人のサポートがしたいの」

　私がぽつりぽつりと言葉をこぼすと、彼の表情が一瞬だけ暗くなった。

「桃花のやりたいことを俺が邪魔したくはない……。で？　桃花のサポートしたい人ってどんな人？」

　私は水沢さんをじっと見つめて答える。

「……私の目の前にいる人」

　その瞬間、水沢さんの目が見開いた。

「私が一番サポートしたいのは、水沢さんなの。私、他の誰よりも、大好きな人の役に立ちたい。私を必要としてくれる人のそばにいたいの」

　私が思いの丈をぶつけると、水沢さんの表情が段々と明るくなった。

「桃花……じゃあ」

　私は姿勢を正し、一度深呼吸をした。

「水沢さんと結婚したいです」

　一瞬時が止まったように水沢さんは瞬きもせず、私をじっと見つめていたが、徐々に目を細めて口角を上げた。そして視線を下ろして私の左手を取ると、口元まで持っていき、薬指にキスをした。

　驚く私を嬉しそうに瞳に映すと、ジュエリーケースから指輪を取り出し、私の左手の薬指にゆっくりとはめた。そして視線を私に向け、フッと笑う。

「俺につかまったら……一生他の人の世話はできないぞ。いいのか？」

「うん。だってこの世であなたのことをよくわかっている家政婦は、私だけだもん」

　水沢さんは、握っていた左手をぐっと自分のほうに引き寄せ、私を抱き締めた。

「バカ……もう桃花は俺の家政婦なんかじゃない」

　彼が私の耳元に唇を寄せ、甘い言葉を囁いた。

「え？」

　顔を上げると、水沢さんが優しい眼差しを私に向けていた。

「桃花は俺の……奥さんになるんだろ？」

　その瞬間、胸の奥に甘い痛みが走る。

　最初はこの人を忘れなきゃ、自分とは住む世界が違う。

　そう思っていた。だけど今は違う。

　私にしかできないことを、沢山見つけたから、もう迷いはないって断言できる。

　私は返事の代わりに、自分からキスをした。

　だって嬉しすぎて、なにか言葉を発したら、きっと泣いてしまうから。

「んっ……んっ」

　触れるだけのキスのつもりだったのに、水沢さんがそれを許してくれなかった。いつの間にか主導権は彼に移っていて、吸いつくような濃厚な口づけに全身の力が抜けそうになる。

　そして、唇が離れると同時に、そっとベッドに押し倒された。

「……この先、どうしたい？　桃花からキスしてきたんだから、ちゃんと言って」

　潤んだ瞳は私だけを見つめていた。

「え？」

「なにも言わなかったらやめちゃうよ」

　水沢さんは口角を上げ、フッと意地悪な笑みを浮かべる。

　ずるいよ……。あんな濃厚で身体がとろけそうなキスをされたら、その先を望んでしまう。

　でもさすがに恥ずかしくて、自分の口からは言えずにいた。

「桃花、どうしてほしい？」

　水沢さんが余裕な表情の顔をぐっと近づけ、畳みかけてくる。

　まだ夢を見ているんじゃないかと思ってしまう。

　大好きな人が目の前にいて、愛おしむように私を見つめている。水沢さんの優しい声、触れる唇、肌をなぞる指先に、私は言葉にできないほどの幸せを全身で感じるの。だから私は、絶対この手を離さない。ううん、もう離れられなくなってしまったの。

　私は左手を水沢さんの頬に当てた。そして少し驚く彼に私は今の気持ちをぶつけた。

「私を尊さんでいっぱいに満たして」

　――家政婦という仕事は終わるけど、これからはあなただけの私になる。







特別書き下ろし番外編










初めての嫉妬




「ただいま～」

　尊さんの声が聞こえ、私はキッチンから顔をひょこっと出した。

「おかえり～」

　山岡物産の創立五十周年パーティーの日にプロポーズされ、その半年後に盛大な結婚式を挙げた。それから七ヶ月経ったけれど、まだまだ新婚ほやほやだ。尊さんの寝癖がひどくても、お腹を出して寝ていても、お風呂で音程をちょっと外しながら歌っていても、その全てが愛おしい。

　尊さんはスーツからスウェットの上下に着替えると、夕食の支度をしている私の横に立った。

「今日の晩飯なに？」

「今日は、大根と豚バラ肉を煮たものと焼き魚。あとは酢の物かな。お味噌汁はナスだよ」

　尊さんは満足そうに頷いている。すると突然、彼が私に色紙を差し出した。

「どうしたの？　これ」

　それを受け取り見てみると、サインが書かれていた。でも、正直誰のものかさっぱりわからない。読める字といえば『桃花さんへ』だけだ。

「寺てら脇わき日ひ奈な子こっているだろ？」

「うん」

　寺脇日奈子といえば、人気ファッション誌のモデルから女優に転身し、ドラマや映画などで大活躍している二十八歳の癒し系美人だ。ファッションセンスもよくて若い子から絶大な支持を得ている。

「実は、うちと取引があるメーカーの新商品のＣＭに起用することになってね、それで今日うちの会社に挨拶に来たんだ。その時にサインを……」

「ふ～ん、でもなんで私の名前なの？　別に『尊さんへ』でもよかったじゃん。彼女美人だし、スタイルだってすごくいいんでしょ？」

　ちらりと尊さんの反応を窺うと、彼は私の肩に顎を乗せて腰に腕を回し、甘えた声を出す。

「ん～？　俺はあそこまで痩せてる女はタイプじゃない。俺はこのぐらい肉がついてないと癒されないの。それに、その寺脇日奈子なんだけどさ――」

「あっ！　尊さんごめん、どいて。魚が焦げちゃう」

　彼との会話に夢中で、焼き魚のことをすっかり忘れていた。

　尊さんがなにか言いかけていたけれど、あとで聞けばいいやと思っているうちに、そのことは頭の中から消えてしまった。

　だが、それから数日後、思わぬ展開が待っていた。




　その日、部屋の掃除をしていると、尊さんからスマホに電話がかかってきた。

「もしもし？」

『桃花？　悪いんだけど、俺の書斎の机の上にファイルがないか見てくれないか？』

　尊さんの声に焦りが滲んでいたため、私は掃除機をその場に置き、急いで書斎に入った。そして、机の上に無造作に置かれていたファイルを手に取る。

「もしかして、透明なやつ？」

　すると、安心したようにホッと息を吐く音がスマホから聞こえてきた。

『そうそう！　悪いんだけど会社まで持ってきてくれない？　一時間後に会議があって、それが必要なんだ』

「いいよ。じゃあ、受付の子に渡しておくね」

『ごめん。この埋め合わせは必ずするから』

　申し訳なさそうにそう言って、電話は切れた。

　私は掃除機をしまうと、自分の服装を確認した。Ｔシャツにジーンズ、それにブラックウォッチリネンの丈の短いエプロン。

　この格好はさすがにまずいよね。一応山岡物産の副社長の奥さんだもん。

　クローゼットの前でなにを着ていこうか迷ったが、ファイルを届けるだけだしと思い、リネンのワンピースに着替えて家を出た。

　会社に着くと、自動ドアをくぐり、右手にある受付へと向かう。

「こんにちは」

「あっ！　これは、水沢副社長の奥様」

　立ち上がって頭を下げた受付の女の子に、「そんなにかしこまらないで」と声をかけ、すぐに座ってもらった。

「申し訳ないんだけど、これを星ほし野のさんに渡してもらえるかな？」

　未来は育児休暇中のため、現在の尊さんの秘書は私の一年後輩の星野さんだ。なにかあれば尊さん本人ではなく、彼女にお願いするようにしている。

「かしこまりました」

　ファイルさえ渡せば用事は済む。このあとは、久しぶりにウィンドウショッピングでも楽しもうかな。

　そんなことを考えていると、フワッと柑かん橘きつ系の爽やかな香水の香りがしたため、横をちらりと見る。

「水沢副社長を呼んでいただけるかしら？」

　私の隣に立った女性は、女優帽をかぶり大きなサングラスをかけ、ハイヒールのサンダルを履いている。そして抜群のスタイルと艶やかな髪の毛は、目を見張るものがあった。

　会社に出入りしている人には見えないし、かなり横おう柄へいな態度を取っているため、どこのお嬢様？と疑問を抱く。

「本日お約束などは……」

　ただならぬオーラに、受付の子は萎縮しながら尋ねる。

　するとその女性は、かけていたサングラスを少しずらして「寺脇日奈子よ」とひと言発した。それはまるで『アポなしでも通しなさいよ』と言っているようだった。

　芸能人が突然会社に来たことに戸惑ったのか、受付の子はなぜか私に助けを求めるような視線を送ってくる。

　相手は取引先の新しいＣＭに起用が決まっているため、下手な真似はできない。

　私は受付の子に電話して、と目で訴えた。

　どうせ、尊さんはこれから会議があるし、いくら芸能人だからってなんでも我がままが通るわけない。さーて、用事も済んだし、さっさと帰ろう。

　そう思っていたら……。

「お待たせいたしました。間もなく水沢がまいりますので、あちらにおかけになってお待ちください」

　受付の子はそう言って、寺脇日奈子を来客用のソファーへと案内した。

　えぇぇ!?　なんで？　尊さん、これから大事な会議があるんじゃないの？　そのために私はこれを届けに来たんじゃ……。帰ろうと思ったけど、これじゃあ帰るに帰れない。

　胸をざわつかせながら、私はソファーに座る寺脇日奈子の後ろ姿を見ていた。

　するとエレベーターのドアが開き、中から尊さんと秘書の星野さんが降りてきた。そして星野さんは真っ直ぐ受付のほうへ、尊さんは……早歩きで寺脇日奈子のほうへ歩いていく。

　星野さんは私に気づき、頭を下げた。

「桃花さん、わざわざすみません」

　受付の女の子からファイルを受け取り、すぐに仕事に戻ろうとする彼女のスーツの裾を思わずつかんだ。

「桃花さん!?」

　星野さんは焦った様子で振り向く。

「ちょ、ちょっと」

　ひそひそと声をかけ、私は星野さんを観葉植物の影まで連れていく。

「ねぇ！　あれなに？　今から会議があるんじゃないの？　なんで彼が寺脇日奈子といるの？」

　語気を強めながら不満げに尋ねる。

「そ、それは……私にも」

　星野さんは首を傾げた。

「会議は？」

「会議は大丈夫です。このファイルさえあれば、副社長不在でもできそうなんで」

　彼女はファイルをしっかり持って笑顔で頷いたけれど、私は疑いの眼差しを向けた。

「本当に？」

「……本当に」

　私は大きなため息を吐きながら尊さんに視線を向けた。すると……。

「もう！　尊、遅いよ。私も忙しいんだからね」

　寺脇日奈子は、かなり上から目線な言い方で尊さんを軽く睨んだ。

「ごめん、日奈子。じゃあ、行こうか」

　尊さんは申し訳なさそうに両手を合わせてから、笑顔になった。

　その途端、寺脇日奈子は尊さんの腕にしがみつき、満面の笑みで尊さんを見つめる。尊さんもそれに応えるように笑い返し、ふたりはそのまま会社を出ていった。

　はい？　なんですか、あれ。……まさか浮気？　だけど、普通会社であんなに堂々と会わないよね。だけど、名前で呼んでたし、腕組んでたし、笑顔で見つめ合ってたし……。

　もう頭の中は大パニックだった。

「星野さん……」

　放心状態の私がぼそっと名前を呼ぶと、彼女は気まずそうに苦笑いをした。

「は、はい」

「あれなに？」

「……わかりません」

　星野さんはそれだけ言うのが精一杯だったようで、会議があるからと逃げるように去っていった。

　ひとり取り残された私は、しばらくその場から動けなかった。




　その日の夜、尊さんは何事もなかったかのように帰宅した。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　いつもなら笑顔で迎えるけれど、今日は笑うことができなかった。

「桃花、ファイルありがとう。助かった。これ、前に相沢さんから教えてもらった『ｅｌｅｎｏｒｅ』のシフォンケーキ。桃花も好きかなって思って買ってきたんだ」

　多分、尊さんは私が喜ぶと思っていたのだろう。だけど昼間のあの現場を見てしまっては、どんなものをプレゼントされても嬉しくなかった。

　反応の薄い私を見て、尊さんが心配そうに顔を覗き込んでくる。

「桃花？　どうした？　体調悪いのか？」

『寺脇日奈子とどういう関係なの？』と喉元まで出かかったが、聞くのが怖かったし、尊さんのことを信じたいという思いもあって、私は言葉を呑み込んだ。

　そして「……大丈夫」とだけ言い、夕食を食卓に並べていく。

　ふたりで、ダイニングテーブルに向かい合って座り、食事を始めると、尊さんが問いただすように質問を投げかけてくる。

「なあ、桃花。なにを悩んでんの？」

「……なんでもない」

　感情のない声で返事をした。

「なんでもないわけがないだろ？　俺のことでなにか不満でもあるのか？　俺は桃花の笑顔が見たいんだ。だから、なんでも言ってくれ」

　とても心配した様子で聞いてくれたけど、今、口を開いたら自分がなにを言うかわからない。だからぐっとこらえて黙り続ける。

　尊さんはなにも答えようとしない私に苛立ったのだろう。持っていた箸をテーブルに置くと、ほとんどなにも手をつけず、小さな声で「ごちそうさま」と言った。そして、そのまま書斎に入り、部屋から出てくることはなかった。




　はぁ～あ。

　尊さんとぎくしゃくして一日しか経っていないけど、一週間にも一ヶ月にも感じてしまう。

　こんなに寂しいと思うなら、さっさと聞けばいいとわかってはいるけれど、頭の中にはいまだ『浮気』『不倫』『愛人』の三つの言葉がぐるぐると駆け巡っている。もし尊さんからその中のひとつでも言われたら……。そう思うと怖くて聞けない。

　それに、並んで歩くふたりの姿はお似合いで、カップルみたいだった。……でもなんとかしたい。尊さんと会話のない状態じゃ、まるで家庭内別居じゃん。

　しばらく悶々としてから、ふと時計を見ると十六時だった。そろそろ夕食の準備に取りかからないと、と重い腰を上げた時、玄関のドアが開く音がした。

　尊さんが帰ってくる時間にしては早いと思い、リビングを出ると、有名ブティックの紙袋を沢山持った尊さんがいた。するとその大量の荷物を私に差し出し、視線を合わせないまま淡々と話す。

「一時間後に出かけるから、これに着替えてくれ」

　それは、明らかにその辺のレストランに着ていくようなブランドではなく、私は動揺を隠せない。

「え？　なに？　どこに行くの」

「じいちゃんの喜寿のパーティーがあるんだ」

　はい？　そんなの聞いてない。

「なんで今日の今日にそんなこと言うの。いきなりそんな……」

　全身の力が抜けた私は、『勘弁してよ』と言うような視線を尊さんに向ける。

「言いたくても、そんな状態じゃなかったよね。昨日の桃花は」

　彼はそのまま自分の支度のために、クローゼットのほうへ行ってしまった。

　確かに尊さんの言う通りだけど、普通パーティーがあったら、前日の報告でも遅いぐらいでしょ……と思いながらも、私は寝室に入って準備に取りかかった。

　彼が用意してくれた、オフショルダーの濃紺色をした膝上丈のドレスを着て、玄関脇にある大きな姿見の前に立ってみる。胸下の大きな黒のリボンで切り替えしになっており、その下はシフォンが幾重にも重なっていて可愛らしい。

　悔しいけれど、尊さんの選ぶドレスはセンスがいい。家政婦時代に同伴したパーティーで着たものもすごく素敵だった。

　普段の服装は驚くほどおしゃれというわけではないのに、靴もバッグも今日のために用意されたものはどれも魅力的だった。

「桃花？」

　全身をチェックしていると、リビングから尊さんがやってきた。そして、パーティー用のスーツに着替えた彼が、私をまじまじと見つめる。

「すごく似合ってるよ。しかし、やっぱさすがだな～」

　彼は顎に手を当てながら、うんうんと頷いている。

　ん？　なにがさすがなの？　自画自賛？

「桃花、じいちゃんの喜寿のお祝いで、あんまり不仲なとこを見せたくないんだ。今日のところは休戦ってことでよろしく」

　会話をしたからか、尊さんの声はいつもの優しいものに戻っていた。

「は、はい」

　小さく頷くけれど、どこかぎこちなくなってしまった。私はまだ、いつも通りに接するのはちょっと無理みたいだ。




　会長の喜寿のお祝いはホテルで行われていた。

　すでに多くの人が集まっており、尊さんが多くの人に呼び止められるため、会長のいるところにたどり着くまでにかなり時間がかかった。

「じいちゃん」

　呼びかける尊さんと一緒に、私も笑顔で会長の前に出て一礼をする。

　会長はとてもご機嫌で、私たちの姿を見てぱっと表情を明るくした。

「お～尊、それに桃花さん。今日はよく来てくれた。ありがとう」

「いいえ。会長、喜寿おめでとうございます」

　会社で見せる会長の顔とは違い、とても優しい笑顔にほっこりしてしまう。

「桃花さん、『会長』なんて呼ばず、尊みたいに『じいちゃん』でいいんだよ」

　秘書課にいた頃から会長は会長だっただけに、そう簡単に呼び方を変えられない。そのため返事に困っていると、尊さんが私の腰に手をやり、フォローしてくれた。

「『じいちゃん』って呼ぶのは、次に会う時までの宿題でいいだろ？」

　そのまま、終始ご機嫌な会長と会話を楽しんでいると、突然若い女の人の声が響き渡った。

「山岡のおじいちゃーん！」

　振り返ると、そこにはなんと寺脇日奈子がいた。

　なんで彼女がここに!?

「日奈子おっせーよ」

　尊さんが冗談ぽく責めると、寺脇日奈子は彼に舌をべーっと出して見せた。

「遅くて悪かったわね。私だって忙しいのに時間を割いて来てんだから」

　なにがなんだかさっぱりわからない私は、尊さんと寺脇日奈子を交互に見る。すると彼女が私に気づいた。

　ど、どうしよう。なんて言えばいいの？　堂々と宣戦布告でもする？　それとも普通に自己紹介？

　頭の中はプチパニックだった。その時、寺脇日奈子が口角を上げて、とても嬉しそうに私を見た。

「あ、あなたが桃花さん？」

「は、はい。水沢桃花……です」

　なんとか名乗ったけれど、視線をどこに向ければいいのかわからず下を向く。

「ねえ、尊。まさかとは思うけど、私のこと、桃花さんになにも話してないの？」

　さっきまでの嬉しそうな顔はどこへやら、寺脇日奈子は尊さんに詰め寄った。

「ごめん。言おうとしたけど、桃花が忙しそうだったから、直接会った時に紹介すればいいと思って」

　尊さんは面倒臭そうに口を尖らせる。すると寺脇日奈子は私の手をぎゅっと握って、申し訳なさそうな目で見つめてきた。

「ごめんね、自己紹介が遅れて。私、尊の幼なじみなの」

「え？」

　一瞬頭が真っ白になった。

「尊の母親と私の母親が親友なの。桃花さんたちの結婚式のお誘いも受けてたんだけど、ちょうど映画の撮影で海外にいたから出席できなくて……。だから今日会えるのをすごく楽しみにしてたのよ。それなのに尊の奴、私のことなにも言ってないなんて」

　謝ったり、喜んだり、怒ったり、表情をころころ変える寺脇日奈子に、私はただただ唖然とするばかりだった。

　寺脇日奈子が尊さんの幼なじみ？　じゃあ、なに？　私は単なる勘違いでずっと悩んでいたってこと？　そんな……。

　全身の力が抜けて、私の意識は遠のいていった。




「桃花？　……桃花？」

　重い瞼を開けると、そこには心配そうに私を見つめる尊さんの顔があった。

「……尊さん」

　意識が戻ったことに彼は安心したのか、安堵のため息を漏らした。

「私……」

「日奈子と話をしていたら、桃花が急に倒れるからびっくりして……」

　尊さんの言葉を聞きながら周りを見渡すと、そこはホテルの一室だった。

「パーティーは？」

「まだやってると思うけど」

　せっかくの会長の喜寿のお祝いなのに、私ったらなんてことをしたんだろう。

　落ち込みうなだれる私を、尊さんが抱き寄せた。

「なあ、もう仲直りしようよ。俺、桃花が倒れて頭が真っ白で、もしこのまま目を覚まさなかったらどうしようって……」

　相当焦ったのか、眉尻を下げる尊さんを見たら申し訳なくなった。

「ごめんなさい！　……私、勘違いしてたの」

　私は手を合わせながら、上目遣いで尊さんに謝った。

「え？　勘違い？」

　私は書類を届けに行った時に、ふたりで仲良く出かける様子を見てしまったこと、尊さんが浮気をしているんじゃないかと悩んでいたことを彼に話した。

「あ～っ。なんだよ、こんなことなら早く言えばよかった」

　全身の力が抜けるような声が部屋に響き渡る。

「そうよ！　尊さんが色紙を渡した時にちゃんと言ってくれればよかったのに。私がどんな気持ちでいたか……でもなんで会議があるのに日奈子さんと外出したの？」

　口を尖らせちらりと睨む私に、尊さんは仕方がないといった様子で話し始めた。

「桃花が家政婦をやってる時、一度パーティーに同伴させたことがあるだろ？」

「うん」

「あの時用意したドレスだけど……実は、桃花の写真を渡して日奈子に選んでもらったんだ」

　言いたくなさそうな尊さんのカミングアウトを聞き、私は今日一番の大声を出した。

「えぇっ!?」

　だって『俺が選んだんだから似合って当たり前だ』って言ってなかったっけ？

「あの時のドレスがすごく似合ってたから、今日のパーティーで着るドレスもサプライズを兼ねて日奈子に頼んだんだ。あの日に日奈子と出かけたのも、ドレスを選ぶためで……」

　私の反応を気にしながらボソボソと暴露する。

「嘘～」

　こんなことなら勇気を出して聞けばよかった。

「いや、俺もまさかそのことで桃花を悩ませてたなんて思ってなくて。本当にごめん」

　尊さんは私の頭に優しく手を乗せ、謝ってくれた。

　大好きな彼を信じきれなかったことが情けなくなり、私も自分の勘違いを謝罪した。

「ううん。私のほうこそ尊さんのこと、疑ってごめんなさい」

　彼が私をぎゅっと抱き寄せる。

「俺はもう隠し事はないよ。桃花は？　俺のこと信じてくれる？」

　私は大きく頷いた。

「じゃあこれで仲直りだな」

　目を細めた尊さんの顔がぐっと近づき、照れながら返事をする。

「うん。ごめんね、尊さん」

　よかった。これでいつもの生活に戻れる。でも、その前にパーティーに戻らなきゃ。日奈子さんにも謝りたいし。

「ねえ！　早く戻ら――」

『ないと』と言おうとしたが、その言葉は尊さんからのキスでかき消された。

「んっ……ん」

　とろけるようなキスに声が漏れてしまう。唇が離れると、尊さんは口角を上げ、そのまま私を押し倒した。

「俺が昨日からどんな思いでいたかわかるか？　誰よりも近くにいるのに桃花に触れることもできなくて……だから今日は覚悟しろよ」

「え？　で、でもパーティーは？」

　目を丸くしながら尊さんを見ると、彼はネクタイを乱暴にほどき、シャツのボタンを外した。

「パーティーのことは気にしなくていい。それより今は、桃花の俺にしか見せない色っぽい姿や声を堪能させてもらう。眠れないと思えよ」

　尊さんは私の首筋に舌を這はわせた。

「あっ……んっ」

　身体中が熱くなる。だけど嫌じゃない。私も尊さんと同じように寂しかった。触れたかった。

　私の弱いところだと知っているからか、尊さんが私の耳を甘噛みする。

「あっ……あっ」

　今からこんなんじゃ、このあとどうなっちゃうの。

　ドキドキで耳まで真っ赤になった。

　すると尊さんがなにかを思い出したのか、急に動きを止める。

「そうだ……言うの忘れてたんだけど、このドレスを選ぶ時に、ひとつだけ日奈子に頼んだことがあるんだ」

「え？」

　首を傾げると、尊さんは身体を起こして私の首筋に指を這わせた。そしてドレスに手をかけるとニヤリと笑う。

「脱がせやすいやつでって」

「えぇぇ!?」

　驚いているあいだに私のドレスは尊さんの手によって脱がされた。そして私の胸に顔をうずめ「桃花……愛してる」と小さな声で囁いた。

　結婚して以来『愛してる』という言葉を交わしたことはない。

　だから、久しぶりに聞いた『愛してる』に、言いようのない嬉しさが込み上げてきた。私は彼の髪を優しく撫でながら「私も……尊さんを愛してます」と囁いた。
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あとがき




　こんにちは。望月沙菜です。

　この度は『俺様副社長に捕まりました。』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　普段お話を書く時、大まかなストーリーは考えているのですが、細かい内容までは考えずにその時々にぱっと思い浮かんだことを書いている私が、この作品だけはプロット（物語の筋立て）を書いて、それに沿って物語を書き上げました。

　ですが、いつもの癖で最初に考えていたストーリーから何度か脱線し、気がつけばかなりの長編になってしまいました。

　また、私の書く話には必ずどこかに私自身がはまっていることを書いています。

　本作では、水沢と桃花のレンタルショップでのやりとりです。あのふたりの会話に出てくるＤＶＤの内容は私の大好きな海外ドラマです。完全に私の趣味を桃花と水沢に押しつけていますがとても楽しく書くことができました。




　さて私事ですが、書籍化のお話をいただく数週間前のクリスマスに手術をしました。左足の股関節がすり減って歩行が困難になったため、人工の股関節に換える手術でした。二週間後に退院し、自宅でリハビリ生活を送っていた時に、担当さんからご連絡をいただき、クリスマスプレゼントとお年玉をいっぺんにもらったような気持ちでした。張り切って編集作業に入ったのですが、途中でパソコンの不具合で中々進まなくてイライラしたり、大幅な加筆修正で何度も心が折れそうになりましたが、その分多くのことを学ばせていただき、本当に勉強になりました。




　今回、私を優しく励ましてくれた担当の森上様。この作品をよりよくするために編集してくださった説話社の上野様、額田様、三好様。そして、素敵なカバーイラストを描いてくださいました雪宮マコ様。また、この作品に携わってくださった全ての方に、心より感謝いたします。

　最後に、この作品を読んでいただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。





望もち月づき沙さ菜な
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俺様副社長に捕まりました。
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